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浪江町告示第６号

（ ） 、地方自治法 昭和２２年法律第６７号 第１０１条第１項の規定により

平成２３年浪江町議会定例会を、次のとおり招集する。

平成２３年５月２７日

浪江町長 馬 場 有

１ 期 日 平成２３年６月２３日（木） 午前９時

２ 場 所 浪江町議会議事堂
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○応招・不応招議員

応招議員（２０名）

１番 愛 澤 格 君 ２番 山 崎 博 文 君

３番 山 本 幸一郎 君 ４番 吉 田 数 博 君

５番 若 月 芳 則 君 ６番 横 山 精 一 君

７番 渡 邉 文 星 君 ８番 泉 田 重 章 君

９番 橋 爪 光 雄 君 １０番 田 尻 良 作 君

１１番 渡 部 貞 信 君 １２番 鈴 木 辰 行 君

１３番 佐 藤 文 子 君 １４番 紺 野 榮 重 君

１５番 佐々木 恵 寿 君 １６番 小 黒 敬 三 君

１７番 勝 山 一 美 君 １８番 三 瓶 宝 次 君

１９番 佐々木 英 夫 君 ２０番 馬 場 績 君

不応招議員（０名）



６ 月 定 例 町 議 会

（ 第 １ 号 ）
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平成２３年浪江町議会６月定例会

議 事 日 程（第１号）

平成２３年６月２３日（木曜日）午前９時開議

日程第 １ 会議録署名議員の指名

日程第 ２ 会期の決定

日程第 ３ 諸般の報告

日程第 ４ 行政報告

日程第 ５ 一般質問

日程第 ６ 承認第 １号 専決処分の承認を求めることについて

（辺地に係る公共的施設の総合整備計画の

策定について（井手小丸辺地 ））

日程第 ７ 承認第 ２号 専決処分の承認を求めることについて

（辺地に係る公共的施設の総合整備計画の

変更について（津島辺地 ））

日程第 ８ 承認第 ３号 専決処分の承認を求めることについて

（双葉地方広域市町村圏組合規約の変更に

ついて）

日程第 ９ 承認第 ４号 専決処分の承認を求めることについて

（福島県市町村総合事務組合規約の変更に

ついて）

日程第１０ 承認第 ５号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町道路線の認定及び廃止について）

日程第１１ 承認第 ６号 専決処分の承認を求めることについて

（町長等の給与の特例に関する条例の一部

改正について）

日程第１２ 承認第 ７号 専決処分の承認を求めることについて

（職員の給与に関する条例の一部改正につ

いて）

日程第１３ 承認第 ８号 専決処分の承認を求めることについて

（職員の勤務時間、休暇等に関する条例の

一部改正について）

日程第１４ 承認第 ９号 専決処分の承認を求めることについて

（一般職の任期付職員の採用等に関する条

例の一部改正について）

日程第１５ 承認第１０号 専決処分の承認を求めることについて
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（職員の育児休業等に関する条例の一部改

正について）

日程第１６ 承認第１１号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町国民健康保険条例の一部改正につ

いて）

日程第１７ 承認第１２号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町道路占用料徴収条例の一部改正に

ついて）

日程第１８ 承認第１３号 専決処分の承認を求めることについて

平成２２年度浪江町一般会計補正予算 第（ （

６号 ））

日程第１９ 承認第１４号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２２年度浪江町文化及びスポーツ振

興育成事業特別会計補正予算（第１号 ））

日程第２０ 承認第１５号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２２年度浪江町国民健康保険事業特

別会計補正予算（第５号 ））

日程第２１ 承認第１６号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２２年度浪江町国民健康保険直営診

療施設事業特別会計補正予算（第３号 ））

日程第２２ 承認第１７号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２２年度浪江町公共下水道事業特別

会計補正予算（第４号 ））

日程第２３ 承認第１８号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２２年度浪江町介護保険事業特別会

計補正予算（第４号 ））

日程第２４ 承認第１９号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２２年度浪江町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第２号 ））

日程第２５ 承認第２０号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２２年度浪江町水道事業会計補正予

算（第４号 ））

日程第２６ 承認第２１号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町一般会計予算）

日程第２７ 承認第２２号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町文化及びスポーツ振

興育成事業特別会計予算）

日程第２８ 承認第２３号 専決処分の承認を求めることについて
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（平成２３年度浪江町国民健康保険事業特

別会計予算）

日程第２９ 承認第２４号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町国民健康保険直営診

療施設事業特別会計予算）

日程第３０ 承認第２５号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町公共下水道事業特別

会計予算）

日程第３１ 承認第２６号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町工業団地造成事業特

別会計予算）

日程第３２ 承認第２７号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町農業集落排水事業特

別会計予算）

日程第３３ 承認第２８号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町介護保険事業特別会

計予算）

日程第３４ 承認第２９号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町財産区管理事業特別

会計補正予算）

日程第３５ 承認第３０号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町後期高齢者医療特別

会計予算）

日程第３６ 承認第３１号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町水道事業会計予算）

日程第３７ 承認第３２号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町公告式条例の特例に関する条例の

制定について）

日程第３８ 承認第３３号 専決処分の承認を求めることについて

平成２２年度浪江町一般会計補正予算 第（ （

７号 ））

日程第３９ 承認第３４号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町公共下水道根幹的施設の建設工事

委託に関する基本協定の一部を変更する協

定の締結について）

日程第４０ 承認第３５号 専決処分の承認を求めることについて

（議会議員の議員報酬、期末手当及び費用

弁償に関する条例の一部改正について）
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日程第４１ 承認第３６号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町税特別措置条例の一部改正につい

て）

日程第４２ 承認第３７号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町国民健康保険税条例の一部改正に

ついて）

日程第４３ 承認第３８号 専決処分の承認を求めることについて

平成２３年度浪江町一般会計補正予算 第（ （

１号 ））

日程第４４ 承認第３９号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町役場二本松事務所設置条例の制定

について）

日程第４５ 承認第４０号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町公告式条例の特例に関する条例の

一部改正について）

日程第４６ 承認第４１号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町役場二本松事務所設置条例の一部

改正について）

日程第４７ 議案第３９号 浪江町税条例の一部改正について

日程第４８ 議案第４０号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改

正について

日程第４９ 議案第４１号 平成２３年浪江町一般会計補正予算（第２

号）

日程第５０ 報告第 １号 専決処分の報告について（福島県市町村総

合事務組合を組織する団体数の減少及び福

島県市町村総合事務組合規約の変更につい

て）

日程第５１ 報告第 ２号 平成２２年度浪江町一般会計繰越明許費繰

越計算書について

日程第５２ 報告第 ３号 平成２２年度浪江町一般会計事故繰越繰越

計算書について

日程第５３ 報告第 ４号 平成２２年度浪江町一般会計継続費繰越計

算書について

日程第５４ 報告第 ５号 平成２２年度浪江町公共下水道事業特別会

計事故繰越繰越計算書について

日程第５５ 報告第 ６号 平成２２年度浪江町公共下水道事業特別会

計継続費繰越計算書について

日程第５６ 報告第 ７号 平成２２年度浪江町農業集落排水事業特別
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会計事故繰越繰越計算書について

（ ）日程第５７ 発委第 １号 災害対策特別委員会設置に関する決議 案
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出席議員（２０名）
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おはようございます。○議長（吉田数博君）

６月定例会開議に先立ち、今回の大震災により、多くの方が犠牲

になられました。今なお、行方がわからない方も大勢おります。そ

こで、皆様とともに哀悼の意を込め、黙祷を捧げたいと思います。

ご起立をお願いいたします。黙とう。

［黙とう］

。 。○議長 吉田数博君（ ） 黙とうを終わります ありがとうございました

ご着席ください。

◎表彰の伝達

ここで、去る６月６日に開催されました、福島○議長（吉田数博君）

県町村議会議長会定例総会において、町村議会議員として20年以上

在職功労者として、特別功労表彰を受けられました佐々木英夫君に

対し、表彰伝達を行います。

佐々木英夫君、議長席の前にお進みください。

表彰状、佐々木英夫殿。あなたは町村議会議員として、20年の長

きに渡り、地方自治の振興、発展と、住民福祉の向上に尽くされた

功績は誠に顕著であります。よってここにこれを表彰します。平成

23年６月６日。福島県町村議会議長会長、鈴木巖。

おめでとうございます。

［拍手］

おめでとうございました。○議長（吉田数博君）

◎課長紹介

、 、○議長 吉田数博君（ ） ここで 町から発言を求められておりますので

これを許します。

副町長。

人事異動に関しまして、課長の紹介を行いた○副町長（上野晋平君）

いと思います。会計管理者が退職されまして、総務課長が兼任する

ることになりました、根岸弘正。

よろしくお願いします。○総務課長兼会計管理者（根岸弘正君）

続きまして、健康保険課長が退職しまして、○副町長（上野晋平君）

福祉こども課長が兼任することになりました。木村潔。

どうぞよろしくお願○健康保険課長兼福祉こども課長（木村 潔君）

いします。

同じく税務課長が退職されましたので、その○副町長（上野晋平君）

後任に大浦泰夫。
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よろしくお願いします。○税務課長（大浦泰夫君）

どうぞよろしくお願いします。○副町長（上野晋平君）

◎議案上程なし

総務課長。○議長（吉田数博君）

過日の議会運営委員会の際に、本議会に職○総務課長（根岸弘正君）

員の特殊勤務手当てに関する条例の一部改正について提案したいと

いうことでお話ししましたけれども、諸般の事情によりこれを本議

会の提案を見送ることにいたしましたので、ご了解いただきたいと

思います。よろしくお願いします。

教育長。○議長（吉田数博君）

続いてご説明申し上げます。○教育長（畠山熙一郎君）

同じく全員協議会の際に、教育委員会の議題としまして、浪江町

立小学校及び中学校条例の一部改正について上程する旨、お伝えし

。 、ておりました 学校位置変更の緊急災害避難時の取り扱いについて

改めて県教育委員会に確認をいたしましたところ、条例改正をしな

、 、いままで浪江小学校 浪江中学校を二本松市内の仮校舎を活用して

事業を再開することが可能との最終確認が取れました。このことか

ら、結果として条例改正の議案上程がなくなりましたので、大変ご

面倒をお掛けしまして恐縮でございますが、ご報告いたします。ど

うぞよろしくお願いいたします。

◎開会の宣告

ただいまの出席議員は19人であります。○議長（吉田数博君）

定足数に達しておりますので、平成23年浪江町議会６月定例会を

開会いたします。

なお、11番、渡部貞信議員から午前中、透析治療のため欠席する

旨の届出が出されております。

（午前 ９時０４分）

◎開議の宣告

直ちに本日の会議を開きます。○議長（吉田数博君）

◎議事日程の報告

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ○議長（吉田数博君）

ります。

浪江町議会においては、地球温暖化防止の観点から、６月から９

月までクールビズを実施しております。そのため、各議員において
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は節度ある範囲での軽装を許可しております。また、軽装をしない

自由にも配慮しております。したがいまして、執行部におきまして

も、そういった趣旨をご理解いただき軽装での出席も可能というこ

とでお知らせをいたします。

◎会議録署名議員の指名

日程第１、会議録署名議員の指名を行います。○議長（吉田数博君）

、 、会議録署名議員は 会議規則第120条の規定により議長において

３番 山本幸一郎君、５番 若月芳則君、６番 横山精一君を指名

いたします。

◎会期の決定

日程第２、会期の決定を議題といたします。○議長（吉田数博君）

お諮りいたします。今期定例会の会期はお手元に配付のとおり、

本日より30日までの８日間といたしたいと思います。これにご異議

ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

、 、 。よって 会期は 本日より30日までの８日間と決定いたしました

会期中の会議についてお諮りいたします。

23日、30日を本会議、24日、27日、28日、29日を議案調査及び委

員会等のため休会といたしたいと思います。これにご異議ございま

せんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

よって、以上のように決定をいたしました。

◎諸般の報告

日程第３、諸般の報告を行います。○議長（吉田数博君）

議長としての報告事項は、印刷してお手元に配付しておりますの

でご了承願います。

◎行政報告

日程第４、行政報告を行います。行政報告につ○議長（吉田数博君）

いては町長からお願いいたします。

町長。

［町長 馬場 有君登壇］

。 。○町長 馬場 有君（ ） おはようございます 行政報告を申し上げます
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町議会史上、例のない被災地での議会開会となりましたが、議員

各位にはご多用中にもかかわらず、平成23年６月浪江町議会定例会

にご出席をいただきまして、誠にありがとうございます。

さて３月11日午後２時46分に発生した三陸沖を震源とする地震

、 、 、は 我が国の観測史上最大 マグニチュード9.0という巨大地震で

これまで経験したことのない長く激しい揺れを伴いました。時をお

かず、想像を超える規模の大津波が本町を含む太平洋沿岸に打ち寄

せ、南棚塩、請戸、中浜、両竹地区において、多くの家屋そして尊

い命が奪われるなど、本町に壊滅的被害をもたらしました。

加えて本町においては、東京電力福島第一原子力発電所の事故に

より放射能漏れが発生し、地震と津波災害で苦しんでいる中、原発

事故により町民全員が県内、県外に避難を余儀なくされ、多くの町

民が不自由な生活を強いられていることは痛恨の極みであります。

また、避難指示により津波による行方不明者の捜索活動も長期間で

きない中で、多くの町民の方々が亡くなられたことに、謹んで追悼

の誠を捧げます。

避難の経緯についてご報告いたします。

震災後の状況を顧みますと、３月11日夜に福島第１原子力発電所

から半径10キロメートル圏内の住民に対する屋内退避指示、翌日12

日早朝５時44分に菅首相が半径10キロメートル圏内の住民に避難指

示を出した報道があったことから、６時に災害対策本部会議を開催

して、行方不明者の捜索活動の一旦中止と10キロメートル圏外への

避難を決定いたしました。

12日９時前に、福島交通及び町のバスにより10キロメートル圏外

への避難を開始し、さらに自家用車で避難した方も含めると、正午

前には苅野公民館、苅野小学校、やすらぎ荘、室原集会所などへ約

2,100名避難したほか、津島地区にも約2,000名避難いたしました。

同日夕方には、避難指示区域の拡大により、町民に20キロメート

、 、ル圏外への誘導を行うとともに 災害対策本部を津島支所に移設し

避難所の開設・運営にあたりました。

津島地区へは、３月12日から３月15日まで避難し、つしま活性化

センター、津島小学校、津島中学校、浪江高校津島分校、金門製作

所、津島地区の各集会所などに約5,000名、その他自家用車等の中

での避難者も多数にのぼりました。また、川俣南小学校、川俣高校

へ避難された方も多数ございました。

津島地区に避難したものの、停電・断水・道路の損壊などライフ

ラインが寸断した上、震災により物流が滞ったため、食糧、灯油、

ガソリン等が不足する状況におかれました。国県から十分な支援が
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得られない中で、固定電話、携帯電話が不通となったため、町は孤

立した状況におかれ、ＴＶ等の限られた情報を頼りに対応せざるを

得ない状況でありました。

国県から明確な情報がない中で、原発事故の更なる悪化が予測さ

れたことから、15日早朝、災害対策本部会議を招集し、全町民の安

全確保を図るために、津島地区からの避難と、避難先を二本松市と

することを決定し、その後、二本松市長との直接会談において避難

先となることが受諾されました。同日の午後には移転を開始し、本

部機能については二本松市東和支所へ移転いたしました。

、 、移転後は 二本松市と川俣町の公共施設16カ所に避難所を開設し

避難所の運営にあたってきましたが、プライバシーの確保もままな

らない体育館等の一次避難所生活が長期化する中で、健康問題も懸

念されたことから、県事業として、土湯温泉、岳温泉など旅館・ホ

テルへの二次避難を４月５日から始めました。

その結果、大部分の避難者が東和地区を去ったことから、町民の

アクセス向上を図るため、５月23日に主要な役場機能を二本松市街

の「福島県男女共生センター」に移転し、戸籍事務の再開など、行

政機能の回復を図ったところです。

町民の皆様には、十分な情報がない中、避難先における不便な生

活、さらには避難生活が長期化するとともに、東京電力からの賠償

見通しや今後の展望が不透明な状況もあり、極めて困難な状況にお

かれていること、誠に残念至極であります。

東京電力からは、原発事故の収束に向けた工程表が発表されたも

のの、依然予断を許さない状況が続いております。さらには、いつ

帰宅できるのかと焦燥も募り、将来の行く末を悲観している方もい

らっしゃるかと考えております。

町としましては、国や県の対応を待つだけではなく、町民の皆様

の生活再建を図るため、避難直後から、東京電力に対し早急な事故

収束と迅速かつ最大限の補償・賠償を要求するとともに、国に対し

ては国策の責任者として最大限の対策を講ずるよう要請してまいり

ました。

今後とも、町民の皆様の生活が再建され、安心して生活が送れる

よう、最大限の努力をしてまいりますので、ご理解のほどよろしく

お願いいたします。

続きまして、個別の事項について報告させていただきます。

被災者の捜索活動等についてご報告いたします。

南棚塩、請戸、中浜、両竹地域における津波による行方不明者の

捜索についてでありますが、４月14日から福島県警及び消防署によ



- 14 -

り、本格的な捜索が開始され、22日からは重機投入による捜索、さ

らには５月３日からは自衛隊が捜索に加わり、16日と25日には海上

保安庁、海上自衛隊により海域での捜索が実施されております。

捜索の結果、６月20日現在、遺体発見者数が151名となっており

ますが、未だ32名の方が行方不明となっていることから引き続き行

方不明者の捜索を行っておるところであります。

捜索の過程において回収した写真や賞状など、いわゆる思い出の

品については、旧針道小学校体育館で縦覧を行っており、確認がで

き次第、持ち帰れるようにしております。

また、計画的避難区域になっている津島地区の避難状況について

ですが、６月20日現在、13世帯17名の方が残っております。避難を

されない方々については 「移転先が見つからない 「職場に近い、 」

入居先が見つからない 「家畜の移動が済んでいない」などの理由」

があることから、意向を考慮しつつ、今後も継続的に避難のお願い

をしてまいりたいと考えております。

なお、計画的避難区域を中心とする住民不在地域の安全を守るた

め、６月２日には福島県警と他県警による「特別警備隊」が発足さ

れ、窃盗犯などから住民の財産を守るべく24時間パトロールを実施

しておるところであります。

避難所の状況について、ご報告いたします。

体育館等の一次避難所への避難についてでありますが、二本松市

と川俣町の公共施設16カ所に、一番多い時で2,933名が避難してお

りましたが、６月21日現在、町が管理している３施設に73名、他県

内各施設に399名が避難している状況にあります。

次に、ホテル、旅館等の二次避難所への避難についてであります

が、当町には福島県より、岳温泉、土湯温泉、猪苗代・磐梯・裏磐

梯など約200カ所の旅館・ホテル・ペンションなどが指定され、４

月５日より移動を開始し、現在、208施設に5,443名が避難している

状況となっております。

、 。所在確認状況と避難者への情報提供について ご報告いたします

６月20日現在での避難者の所在確認状況ですが、県内居住者

11,854人、県外居住者8,789人、計20,643人で、３月11日現在の住

民基本台帳人口21,434人に対し、約96.3％の確認状況となっており

ます。

町では、避難者への情報提供等のため、町民専用の総合コールセ

、 。ンターを設置し 電話での受付・情報提供業務を強化いたしました

また、二次避難所近辺に連絡所（岳連絡所、土湯連絡所、猪苗代連

絡所）及び臨時窓口（裏磐梯エリア）を開設し、避難所との連絡調
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整を行っています。また、電子掲示板を二次避難所に設置し情報提

供に努めております。

県外避難者への対応としては、ホームページ・携帯サイトの運用

開始、メールマガジンの実施、また、希望者には電子掲示板を配置

する予定で準備を進めております。さらに、６月から広報なみえお

知らせ版、７月からは広報紙を全戸に配布する予定となっておりま

す。

応急仮設住宅について、ご報告いたします。

応急仮設住宅の建設は、26カ所2,754戸の計画で進めており、現

在、完成戸数が1,531戸となっています。

現在までの入居戸数・入居人員ですが509戸1,368人で、入居率は

33.2％という進捗状況であります。

桑折町の応急仮設住宅は５月７日に入居が始まり、現在116戸270

人。

福島市の「笹谷東部 「北幹線第一 「南矢野目」応急仮設住宅」 」

では、５月26日に入居が始まり、現在275戸763人。

二本松市の 岳下住民センター 塩沢農村広場 郭内公園 杉「 」「 」「 」「

田住民センター」応急仮設住宅は、６月５日に入居が始まり、現在

118戸335人となっております。

また、今月６日より、本宮市７カ所475戸の応急仮設住宅の申し

込みを24日締め切りで募集変更の受付をしているところでありま

す。

災害給付金等の状況について、ご報告いたします。

まず、義援金の支給状況をご報告いたします。日本赤十字や共同

募金からは、第一次配分額として、浪江町には32億2,000万円が配

分され、県の義援金から第一次配分額として浪江町に４億5,000万

円の配分がありました。

町義援金の受入状況でありますが、６月20日現在、約２億3,800

万円となっております。

国、県の第一次配分額を踏まえ、町としましては義援金を一世帯

につき国35万円、県５万円、町２万円、合わせて42万円を対象者に

振り込んでおります。

なお、義援金の申請状況を見ると、３月11日現在の住民基本台帳

登載世帯7,772世帯に対し、６月20日現在の申請者は7,383世帯であ

りまして、95％の申請率となっています。住民基本台帳登載者で未

申請の方については、移転先住所の調査等を含め再度申請書を送付

するなど、早急に振り込みできるよう努めております。

次に、被災者生活再建支援金の支給状況について申し上げます。
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この制度は、地震、津波等、自然災害により住居が全壊又は大規模

半壊した世帯等に支給されるもので、主に航空写真等により全壊が

確認できる大字請戸、中浜、両竹、南棚塩、及び北幾世橋の一部な

どを特定し申請を受け付けているところでありまして、この地区の

対象世帯が約600世帯であります。６月20日現在、591世帯の申請を

、 、いただいておりますが こちらにつきましても未請求者については

生活再建を図るための給付金でありますので、所在の確認も含め早

急に請求できるように努めてまいります。

また、地震により全壊又は大規模半壊した住宅については、現在

21世帯の申請を受けております。これにつきましては御承知のとお

、 、 、り 現在 損壊した住宅の多くが警戒区域内の立入禁止区域であり

詳細な調査ができないため、写真または本人の申告により、月１回

程度現地を確認し、対象になる世帯に連絡し請求をいただいている

ところでありまして、今後警戒区域への立入禁止が解除されれば、

全戸調査の上、損壊程度の記載のある罹災証明書を発行するととも

に、この制度の対象となる被害があった場合は、申請をいただくこ

とになります。

次に、災害弔慰金並びに死亡、行方不明者等の義援金について申

し上げます。

災害弔慰金等の支給に関しましては、今議会で条例の改正と予算

を上程しているところでありまして、ご承認いただければ早急に請

求をいただき支給したいと考えております。また、義援金における

死亡、行方不明の方についても合わせて請求をいただき、支給した

いと考えております。

なお、震災後に死亡された方については、今回の震災と因果関係

、 、が認められれば支給できる旨 マスコミ等で報道されておりますが

現在、国県等による制度の説明等を受けながら詳細を詰めている段

階でありまして、一定の基準が決定次第、支給したいと考えており

ます。

警戒区域への一時立入について、ご報告をいたします。

福島第１原子力発電所から半径20キロメートル圏内の避難者につ

いては、緊急の避難を行っていることから、原則として①立入がで

きなければ当面の生活に困窮することが見込まれる者、立入ができ

なければ著しく公益を損なうことが見込まれる者を対象に、警戒区

域への一時立入を認めることとされております。

立入希望者の許可にあたっては、国が示した「警戒区域への一時

立入許可基準」に基づき、15歳未満の子供等の立入を制限するなど

立入者の選定を行い、許可人数として原則１世帯１名、ただし特別
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の事情がある場合は、町長の判断で２名まで許可しているところで

あります。

６月21日現在の立入結果ですが、一般の一時立入りが798世帯

1,365人、車の持ち出しが144世帯143台、公益立入りが514件（許可

件数）という状況となっております。ただ、このままのペースです

と、全希望世帯が一巡するのは秋頃になると見込まれることから、

可能な限り早期に一巡目の立入りを実現させるべく、移送バスの借

上げ台数の確保などについて原子力災害対策本部長宛てに要望書を

提出しておりましたが、７月から移送バスの台数を現在の２倍に増

やすとの発表があったところであります。

雇用対策関係について、ご報告いたします。

雇用についてでありますが、東日本大震災及び福島第一原子力発

電所の事故により避難されている方々に雇用の場を緊急に確保する

とともに、行政機能の回復を支援するために新たに震災対応分野・

緊急雇用創出基金事業が創設されました。

事業については４月中旬よりハローワーク、避難所及び二次避難

施設、役場連絡所に臨時職員募集に係る掲示を随時依頼し、広く被

災者の方々への広報を図ってきたところでありますが、６月20日現

在16事業で52名の雇用が実現しております。

今後、２次避難施設からの仮設住宅及び借上げ住宅への移行など

に伴い、住民のニーズはこれまで以上に多様なものになると予想さ

れますので、これからも基金を活用した雇用の創出を図ってまいり

たいと考えております。

家畜の取扱いについて、ご報告いたします。

、 、４月22日に 津島地区が計画的避難区域に指定されたことにより

津島地区の家畜（約1,900頭）を他地区へ移動することについて福

島県の指導のもとに進めております。

また、警戒区域の指定を受けた地区においては、５月12日付けで

「警戒区域内の家畜の取扱いについて」の指示が出されたことによ

り、６月15日に警戒区域内の畜産農家（53戸）に対し、福島県男女

共生センターにおいて、国及び県から安楽死措置に関する説明会が

開催されたところであります。

町民窓口・証明業務等について、ご報告いたします。

、 、 、３月11日以来 戸籍 住民票の受付窓口が停止しておりましたが

二本松市の福島県男女共生センターに役場業務を移転した５月23日

から戸籍、住民票の受付もできるようになりました。

平成23年度の町税の賦課につきましては、現在課税の延期をして

いるところでございます。
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また、町民の災害関連の諸手続の利便性を図るため、罹災証明書

または被災証明書を交付しており、６月20日までの交付件数は、罹

災証明が15,340件、被災証明が15,742件となっております。

国保年金業務について、ご報告申し上げます。

震災以後、健康保険証を医療機関に提示しないでも住所、氏名、

連絡先等を申し出るだけで受診することができました。この取り扱

いについては一応６月末までであり、７月からは保険証を提示して

いただくことになります。ただし、一部負担金の免除は２月まで延

長となっております。

また、原則として被災者が一部負担金の免除を受けようとする場

合は免除証明書が必要になります。しかし、国保と後期高齢者医療

の場合は、浪江町のように原発災害において全町的に避難し、役場

機能も移転しているような場合はこの証明書は必要なく、保険証の

提示だけでよいこととされました。

国保の保険証を10月更新から６月１日更新に変更し、全被保険者

約3,500世帯に郵送いたしました。

また、職を失ったとみられる多くの方が、国民健康保険及び国民

年金への新規加入手続きを行っております。国民年金においては、

被災者は所得に関係なく、保険料が全額免除になりますので、多く

の方が免除の申請をしている状況であります。

国民健康保険税は課税延期になっており、歳入不足が懸念されま

したが、国民健康保険災害臨時特例補助金や県の特別調整交付金に

おいて補てんしてもらえる見込みであります。なお、今後歳入不足

が生じないよう国県への財政支援を継続して要望いたします。

介護保険業務について、ご報告いたします。

既に要介護認定を受けている方については、従前の要介護度で介

護サービスを受けることができ、避難先の避難所においても自宅同

様にサービスを利用することができます。

また、多くの高齢者が日本全国に避難しておりますが、新規の要

介護認定につきましては、全国の市町村のご協力をいただき、受付

・判定までお願いしております。震災以後の新規申請は６月20日現

在176人であります。

介護保険料が徴収できない状況であり、歳入不足が懸念されます

、 。が 介護保険災害臨時特例補助金により補てんの見込みであります

子育て支援業務について、ご報告いたします。

、 、 。 、まず 保育所の広域入所について 申し上げます ３月10日現在

町立のコスモス保育園に160名、私立なみえ保育園に60名の入所申

し込みがございました。しかし、３月11日の東日本大震災により、
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住民全員が全国各地に避難している状況にあります。

現在、全国各地に避難している町民から避難先市町村の保育所へ

の広域入所の申し込みが続々申請されております。

６月21日現在、広域入所申込数、県内が38名、県外が91名の合計

129名の申し込みがございます。今後、更に申し込みが増えること

が想定されます。

なお、保育料につきましては、東日本大震災に伴い、保護者の経

済的負担軽減を目的に浪江町保育所費用徴収規則第４条に基づき、

平成23年３月１日から平成24年３月31日まで保育料を減免措置とし

ております。

続きまして、子ども手当について、申し上げます。

子ども手当につきましても、受給対象者が全国各地に避難してい

ることから、受給者の現況を把握するため、子ども手当支給通知及

び受取先金融機関の変更届を合わせて送付しております。

なお、子ども手当の支払日につきましては、支払月の７日となっ

ておりますが、受取口座の変更が多数想定されることから、今回は

６月27日に支払を予定しております。

また、避難所の子育て支援のため、岳子育てサロンを４月21日、

土湯子育てサロンを５月23日開設しました。40人程度の幼児・児童

生徒を預かり、保育、母親のケア等を行っています。

津島診療所の運営について、ご報告いたします。

３月11日の大震災に伴う原発事故により避難を余儀なくされた避

難住民の生命を守るため、12日から15日まで津島診療所、19日から

４月17日まで避難先である東和町に仮設診療所を立ち上げ、浪江町

内の病院、医院の医師のご協力を得ながら診療にあたってまいりま

した。

さらに４月18日から二次避難先の岳温泉あづま館内に診療所を移

し現在に至っております。不安といらだちの中で健康を害される方

々が急増し、震災後の患者数は4,200名を数えております。

また、５月10日には厚生労働大臣に対し、避難住民の現状を訴え

るとともに、仮設住宅地内への診療所の設置に伴う建設費及び医療

機器等の購入費に対する補助、仮設診療所設置届出等の簡略化、現

行どおりへき地診療所としての運営継続を求めてまいりました。５

月26日には当町の要望に添った回答が得られ、仮設診療所建設に伴

う補助金3,100万円が確定し、さらに、５月27日付で仮設へき地診

療所として継続許可をいただいたものであります。

今後、避難住民の方々が安心して受診できるよう、医療の充実を

図るとともに、診療体制の強化に努めてまいりますので、皆様のご
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協力をお願いするものであります。

教育行政について、ご報告いたします。

３月11日に中学校の卒業式が行われました。平成22年度の卒業生

は男子115名、女子118名、合計233名で、卒業時の進路状況は、高

校進学が227名で97.4％、家事手伝いが５名、未定が１名でありま

した。

次に、３月11日東日本大震災及び原発事故後の児童生徒の状況に

ついて、ご報告いたします。

まず、避難状況と安否確認状況でありますが、小学校の児童につ

いては、苅野小学校では13時30分に一斉下校しましたが、それ以外

の学校は震災のあった時刻には、子供達は学校に残っていました。

、 、14時46分の地震発生時には 担任が机の下に身を隠すように指示

その直後、津波警報の発令により、全員校庭に避難しました。

特に、請戸小学校の場合は、校庭に集まると同時に大平山を目指

し一時避難しました。その後、大平山から６号線を通りサンシャイ

ン浪江に移動しました。

一方、中学生の場合は、当日卒業式がありましたので、14時46分

の地震発生時には全員下校していました。

避難した子供達については、教職員が手分けして家族と連絡を取

、 。り 迎えに来た家族の方へ名簿をチェックしながら引き渡しました

安否確認は、震災後のあわただしい状況の中、各教員が携帯電話

で行いました。３月27日の時点で所在未確認の小学生は409名、中

学生は55名でありましたが、５月30日現在では所在が確認できない

子供は小学生が17名、中学生が２名であります。今後とも確認に努

めてまいります。

なお、大変残念なことに中学生１名の死亡が確認されています。

心からご冥福をお祈りいたします。

次に、震災後の就学状況について、ご報告いたします。

４月６日、区域外就学児童生徒の平成23年度入学式及び始業式が

行われました。５月30日現在の小学校在籍数は1,097名、中学校は

607名、合計1,704名で、現在は、全国260市区町村、689校に在籍者

のほとんどが区域外就学で転入学しております。

小中学校児童の899名、52.8％が県内に、そして786名、46.1％が

県外に就学している状況であります。

県内に転入学した子供達の通学手段の確保でありますが、二次避

難された福島市の土湯温泉、二本松市の岳温泉、猪苗代町、川俣町

からは、それぞれ町スクールバス２台と民間大型バス８台を借り上

げて、各小中学校へ送迎しております。



- 21 -

また、５月９日から県立高校のサテライト校が開校いたしました

ので、高校生用として、各避難所からそれぞれの高校まで、民間大

型バス５台を借り上げして送迎しております。

次に、就学援助制度について、ご報告いたします。

当町の小中学生は、全国260市区町村、689校に1,704名が転入学

しておりますが、避難している子供達への就学の確保は大変重要で

す。そして避難されている保護者の方々は、学用品費はじめ給食費

等々の支出は大変厳しい状況です。

文部科学省は、５月２日に平成23年度第一次補正予算が成立した

ことを受けて、被災した子供達に対して速やかに支援をするよう指

示しました。

これを受けて町でも、転入学している全国の市区町村に対し、就

学援助費の支給については、柔軟に対応していただくようお願いし

たところです。

次に、心のケア相談員の配置について、ご報告いたします。

長期にわたる避難生活のため、心身の疲れや悩みが募り、カウン

セリングを必要とするケースが増えております。

子供達やご家族の心のケアの相談業務を行うため、５月２日から

３名の相談員を、各避難所に配置しています。相談員は、各避難所

を巡回し、避難者の悩み事などを聞き、必要な助言や指導を行って

おります。

以上、３月11日の震災以降、現在までの取り組みについて報告い

たしました。

緊急的な町の取り組みについて。～町の復興に向けて－暗中八策

－～

被災以降、町が現在置かれている状況は、原発事故が収束しない

緊急対応期・避難期であって、明確に復旧・復興ビジョンを示すこ

とが困難な暗闇の時期にありますが、町民生活の安定を図るため、

当面、町では喫緊の課題への対応策として、８つの柱に取り組んで

まいります。

町では、いわばこの「暗中八策」を幕末の荒波を乗り切ったよう

に着実に実施していくとともに、さらに充実させてまいりたいと思

います。

まず、避難生活を支える施策の充実を図ります。

具体的には （１）生活支援の充実として、災害への補償・賠償、

を確保（国等への要請）していくとともに、町としての相談窓口、

相談体制を強化していきます。

（２）教育・子育て支援の充実として、町民の教育環境を確保す
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るため、浪江町立の小・中学校を二本松市に設置、放射線量の測定

対策、災害による学力・体力格差の防止、心理カウンセラーやボラ

ンティアなどの派遣による心のケアの徹底を図ります。

（３）経済生産活動の支援強化として、町の基盤である農林水産

、 。 、業 商工業の従来の仕事を継続できるよう支援を行います さらに

国県の緊急雇用制度等を最大限に活用して、町独自で就労の場を確

保していきます。

（４）医療・高齢者福祉の支援強化として、従来受けていた医療

情報や、適切な介護体制整備のための情報ネットワークを整備する

ため、全国の自治体や国への支援を強く要請します。また、デイサ

ービスを受けることができる施設を新設します。

次に、町民の絆を維持していく活動の充実を図ります。

具体的には （５）新たなコミュニティの創造として、県内外に、

避難した町民の方々の「絆」を再生するため、広報・広聴のネット

ワーク強化、避難所への情報伝達強化、避難所や仮設住宅の自治組

織強化を図ってまいります。

次に、浪江町に戻るための具体的準備を進めます。

具体的には （６）環境モニタリングの実施として、浪江町全域、

の大気、土壌、水質の汚染度合いの調査を行い、生活、農漁業を主

とする産業の再生を目指すための基礎データとする取り組みを開始

します。

（７）社会インフラ復旧のための調査実施として、町民帰還の前

に最低限のライフラインが復旧できるように、道路、上下水道、公

共施設等の損壊状況、必要な対策等を調査・研究していきます。ま

た、農業や漁業の基幹設備の復旧のための基礎調査を実施いたしま

す。

次に、施策実現のための行政体制の整備を図ります。

具体的には （８）行財政運営体制の整備として、税収確保が困、

難なため、町に対する特別な交付税配分を強く要請し、歳入を確保

していきます。また、徹底的にムダでムラな仕事を削減し、重要な

行政サービスに特化していきます。

以上、８つの施策について、早急に具体化を図ってまいる所存で

す。町の再生・創建にご協力を賜りますようお願いいたします。

また、私が検討している町の復興に向けたビジョンについても、

この場を借りて、説明させていただきます。

復興ビジョンのイメージとしては、複合災害経験の風化を防ぐた

めに「災害対策研究都市」を目標に、学術研究機関と原子力災害関

係の行政研究機関の誘致を図り、産学官連携による新しい産業づく
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りで就労の場を確保するといった、新しい浪江町を創建したいと考

えております。

新しい浪江町の創建にあたっては、国・県の全面的な支援が必要

であるため 「復興庁・復興局」の設置を提案し、国家プロジェク、

トの位置づけを強く要請してまいります。今後、町民の皆様のご意

見・提言を斟酌し、町の再生を図ってまいります。

今は暗闇の底にいますが 「明けない夜はない」ことを信じ、浪、

、 、 、江町が一体となって ともに新しい町を創建し 平穏な日々が送れ

生業ができる元通りの町にするよう力を合わせて頑張る所存です。

なお、今期定例会にご提案申し上げる案件は、専決処分の承認を

求める案件が41件、条例の一部改正案件が２件、平成23年度の補正

予算案件が１件、専決処分の報告が１件、繰越計算書報告が６件で

あります。

詳細につきましては、提案の都度ご説明申し上げますので、よろ

しくご審議、ご承認いただきますようお願い申し上げます。

最後になりましたが、当町住民を受け入れていただいている二本

松市及び市民の皆様、さらには災害復興支援のために、県内外から

、 、来ていただいている他自治体の職員の皆様 ボランティアの皆様に

温かい励ましやご支援を多数いただいておりますことを感謝申し上

げ、行政報告とさせていただきます。

以上で行政報告を終わります。○議長（吉田数博君）

◎一般質問

日程第５、一般質問を行います。○議長（吉田数博君）

一般質問は、一問一答方式については質問・答弁合わせて60分と

なります。一括方式は慣例により質問の時間は30分、再質問10分、

再々質問が10分以内となっております。質問は質問席で行います。

一般質問は通告順に質問を許します。質問、答弁とも簡潔にお願

いをいたします。

なお、今回は会場の都合もあり、一般質問中の残り時間の表示が

できませんので、議長が残り５分前、１分前に通告をいたします。

質問者はそれにしたがい、時間内に終了されますようお願い申し上

げます。

◇佐々木 英 夫 君

続いて一般質問を行います。○議長（吉田数博君）

19番、佐々木英夫君の質問を許可します。

19番。
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［19番 佐々木英夫君登壇］

19番、佐々木英夫が一般質問をさせていただ○19番（佐々木英夫君）

きます。

町長始め職員の皆さん、いいですか。私も、歳を70過ぎますと涙

。 、もろいところがあります お見苦しいところをお見せいたしますが

ご容赦願います。

まず、本来は町行政がやるべきことを、先般、議会が町民との懇

談会を開きました。その中でたくさんの要望がありました。我々も

しかられることは覚悟で行きましたが、大変な状況でした。それは

町に言わなければならないと思うようなことも、議員が悪いという

ことを言われれば、なるほどその通りだと思います。地区で一生懸

命聞いてまいりました。

ただ、一般質問に出していませんが、一つだけ提案、要望という

ことで申し上げますが、連絡が取れないというのです。近くの人と

の連絡が取れない。それから、この方の連絡先がどこだろうといっ

、 。 。ても 個人情報がある限り出せない これら非常に不満のようです

確かに、行政も我々も個人情報という法律がある以上は、それを破

ってもやるということができないというのは、十分にわかっていま

す。では何らかの方法で解決しなければならない。昔、我々は覚え

ているんですけれども、我々より若い方はおそらく記憶にないと思

、 、 。いますが 戦後 ラジオで安否確認のためにいろんな放送しました

行方不明とか尋ね人です。このときに、ラジオでは毎日やっていま

した。そこで、町が最近出したのありますよね、お知らせですか。

あの中にだんだん用紙が大きくなってくると思います。その中に一

部分をさいて、例えば「佐々木英夫です。誰々さんの居所を知りた

いと思います」と出せば、ここの番号に電話くださいと携帯番号を

書いてやれば、いろんな方が見るんですよ、その人だけでなくて。

何世帯に送るかあれですけれども、その世帯の方はそれぞれに佐々

木英夫はここにいるんだなということがわかるんですよ。だから、

紙面の一部をさいて、尋ね人欄というものを設けてはいかがでしょ

うか。できるだけ町民のうっぷんを少しでも少なくしていただけれ

ばと思っております。

そこで、質問の第１に入らせていただきます。番号がいろいろま

ちまちになると思いますが、原発収束についてお伺いいたします。

本当にこのことについては我々もいらだち、東電に対して、国に

対して。人生ここまで来て、あと少しというところで東電と国に翻

弄されました。あといくらぐらい。議員は残り一年ちょっとぐらい

ですか。本当にこういうことになるとは思っていませんでした。私
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は、国と東電は絶対に信用していません。枝野官房長官が「直ちに

人体に影響を及ぼすことはない 」と言ったことを覚えています。。

本当にそうですか。こんなことはばかげた話です。よく議長が言っ

ていましたＳＰＥＥＤＩ、あれなかなか出さなかった。もう既に爆

発して、２、３日中には国ではわかっていたのです。だからその影

響を受けているのは飯舘村です。あれを２カ月、３カ月吸って、あ

の作物を食べて過ごしたんです。こんな理不尽なことをする政府を

信用できますか。ということは皆さんに収束についてどうだといっ

ても、これは結論は出ないと思います。でも、政府、国、これにや

っぱり十分要求をきちんとしていただく。

もう大分長くなりました。町長もやるべきこと大事だと。そろそ

ろひげを剃ってもいいのではないですか。そうすると昔の町長に戻

られますので、そして頑張っていただければと思います。

そこで、町民は感じたと思いますが、町長としての考え、町民の

不安をどう解消するのかお伺いしたいと思います。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○町長（馬場 有君）

先ほど、佐々木英夫議員が、国あるいは東電を信じられるかとい

、 、うことで 私も今まで原発行政を推進してきた立場のほうから見て

全く安全神話が崩壊してしまった。それから人間関係が、信頼関係

が完全に失われてしまったということで、大変疑念を持っておりま

す。

今、議員のほうからおただしをいただいた、町民の安全安心をど

ういうふうにしていくのだというご質問でありますけれども、やは

、 、 、りこれだけ私ども全国に さらには親族 友人がばらばらにされて

我々の日々の生活、暮らし、あるいは生業を崩壊してしまった事故

については許すことはできません。そういうことで、これからこう

いうものを検証して、そして後世に長く伝えていくように、しっか

りと踏まえていきたい。町民の安全安心については、さらに今の事

故を風化しないように、安心できるような生活に戻れるような政策

を展開してまいりたいと考えております。よろしくお願いします。

19番。○議長（吉田数博君）

町長も私も、東電、国に対する意見は同じの○19番（佐々木英夫君）

ようです。一番許せないのは、浪江町に対して６月４日ですか。文

部科学省、浪江町の積算放射線量の推計値を大幅に過小評価してい

。 、たことがわかったという記事がありました 文部科学省は５月16日

昼曽根の推計値を30.7ミリシーベルトと発表しました。３日、２回

目は61.1ミリシーベルトの訂正をしました。そしてあやまったとい
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うことはなんだといったら、データの入れ間違いだと言っているの

です。こんな命に関わることが、データの間違いで許されますか。

まったく国の言っていることは話にならない。この辺も含めて町長

に頑張ってもらいたい。町長は、我々の大将なんですよ。避難する

時もあなたについていったんですよ、みんな。大将の後をついてい

った。だから大将としてみればやりたいことがいっぱいあったと思

います。しかし、住民はなんだといったら、町長の顔を見たかった

けれど見れなかった。町長が来なかった。私も一度町長、顔を出し

てやってくださいといいましたよね。なんだといったら、あなたが

大将なんです。やっぱり大将で町民が全部ついていったわけですか

ら、頑張ってほしいと思います。ですから我々の頭にないこと、町

がこれだけ優秀な頭がそろっているのだから、がん首そろえている

んだから頑張って欲しい。いろんなことを町長に申し上げてやって

欲しいと思います。

続きまして、今後避難者にどう生活支援をしていくか。最近１人

当たり10万円、避難して体育館にいる方は12万円という話が出てい

ることはわかってきました。本当に100万円をくれたっきり、まっ

たくお金に対しては国も県も東電も出てないしょう。その辺を町長

からちょっとご説明を願いたいと思います。

答弁、町長。○議長（吉田数博君）

まず東電の一次払いが大体終わるかと。それで○町長（馬場 有君）

二次払いが今持って支払がなされていない。このことについては、

先日も石崎執行役員のほうにも強く要請しておりまして、とにかく

私どもすべて着の身、着のままで逃げてきたということで、もう

100万円をほとんど使っている方々おいでになる。したがって、と

にかくお金を出さないと、いろんな形で生活できませんということ

で強く要請してまいりました。さらには、国の減災対策の生活支援

チームの事務局長の副大臣にもお話をしまして、とにかく避難して

いる方々はお金に困っているということで、早く出していただくよ

う。私はこういうことが東電でできないんだから、国で払ったらい

いでしょう。国が立て替えて、そしてそれから東電に請求したらい

いでしょうという話をしました。そういうことで本当に今、お金に

皆さん大変困っておりますので、そういうことを申し上げてまいり

ました。

それから先ほどの文部科学省のいわゆる損害賠償紛争委員会です

か。基準がいわゆる自賠責法に基づいた補償の仕方だということな

んです。１日入院4,200円、それを30日かけると12万6,000円になる

んです。交通事故より軽いという表現をしていたんですね、審査会
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の委員長。名前ちょっと忘れましたけれども。これはとんでもない

話で、私どものこの避難している生活の状況をどういうふうに理解

しているのか。それから将来を見渡して、どういうふうに私どもが

不安になっているのか。そういうことを一切考えないで、自賠責の

入院費用、さらには６カ月後には精神的な苦痛も緩和するだろうか

ら半分でいいだろうと。とんでもない話で、私はこの審査会の追加

指針ですけれども、これを認めるわけには行きません。そういうこ

とで、皆さんと議会と一緒になって、この問題を精査しながら戦っ

ていきたいと考えています。

19番。○議長（吉田数博君）

ぜひその気持ちを忘れないで、浪江町のため○19番（佐々木英夫君）

に頑張って欲しいと思います。とにかく保安院も、前の頃ヨウ素が

海水で薄まるから、影響はないと説明していました。土壌、海水、

食品、空気の汚染は1,250倍。スリーマイル、チェルノブイリどこ

ろでなくなっている。この辺は今から検証しないとわからないと思

いますが、とにかく先程言った町長の意見を国にぶつけてやってく

ださい。私も一緒になってむしろ旗持って後ろから追いかけますか

ら、やってほしいと思います。

続きまして、東北電力浪江小高原発についてお伺いいたします。

東北電力株主232人の方達が、もう立地を辞めようじゃないかとい

う話が出ています。確かにこれだけの事故を起こして、また浪江に

原発を作るということは、非常に町民を不安に陥れると思っており

。 。 、ます なんとかなくなればと思っております たまたま私も１カ月

もうちょっと前でしょうか、東北電力の原町営業所に行きました。

職員はやっぱり東京電力の社員と同じ体質です。もう作ればこっち

のものだという頭なのです。電気は独占だという頭があるものだか

ら、我々を人間と見ていないのです。こんな会社をまた許したら絶

対だめだと私は思って帰ってきました。職員に言いましたよ 「林。

本部長さんに言ってくれ。佐々木英夫はどんなことがあっても東北

電力は反対する」ということを言ってきました。

ここで町長に考え方をお伺いします。

町長。○議長（吉田数博君）

浪江小高原子力発電所の誘致の件でありますけ○町長（馬場 有君）

れども、議員ご案内のとおり、昭和42年に浪江町議会が誘致議決を

して、そしていろんな地権者の方々の賛同を得ながら、町の地域活

性化につなげていこうという計画を推進してきたわけです。やはり

今回の事故を見て、全国の府県の中で自治体の首長さんが脱原発だ

というようなご意見も出てきているようです。さらには国の方針と
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しても、今の経済産業省は推進していきたいという話をつい最近出

しましたけれども、これはもってのほかで、現在、事故が収束して

いないのに原発推進だということは全く信じられない話でございま

す。私ども、全国に44都道府県に皆さん避難しております。そして

県内に１万1,000人の方が避難しております。こういう避難して、

虐げられたような状況をしている最中にそういうふうにしていくと

いうことは、大変私は考えられないと思っております。しかしなが

ら、この原発の誘致の問題については、これから事故の検証も行わ

れるでありましょうし、さらには国のエネルギー政策も脱原発のほ

うに向いていくと思いますので、これを注視しながら見守っていき

たいと考えます。

19番。○議長（吉田数博君）

、 、○19番 佐々木英夫君（ ） 実は私も20年近く議員やってますから 棚塩

小高の原発には賛成して、進めなさいといってきました。しかし、

それには絶対安全ですよという言葉がありました。ですから、いろ

んな原発に研修に行くと、５重に囲まれていて、例え爆発しても放

射能は外に飛ばないといっていたんです。全く嘘ですね。現実はこ

のような状況になるわけです。それで私は思いました。どんな安全

な指針を作っても、想定外というのは絶対にあるんです。大体自然

に立ち向かった時、自然に負けないでやろうなんていうことは絶対

に。岩手県の田老の堤防も世界一だと言われました。あざ笑うよう

。 。な感じで津波は飲み込んでいきました 人命まで奪っていきました

やはりこのようなことはやるべきではない。元に戻って、頑張れる

だけ頑張るというほうが私はいいのではないかという気はいたしま

す。ですから海江田大臣も原発再開を示しました。安全でないもの

を何で続けるのかと私は思っています。国の方針は全くわかりませ

ん。やっていることが全然違うんです。そんなに電気が欲しかった

、 。 、ら 東京湾に作ればいいではないですか それは皆さんに言っても

国のやることですから、皆さんはただ聞くだけで答えをくれとはい

いません。そう思いませんか。東京に持っていけばいいですよ。あ

ちらでやったら、おそらくできるわけないでしょう。都民の人が反

対して。だからそんな反対するものを、何で我々が犠牲になってい

たか。本当に不思議でなりません。しかし、そこには国の嘘を我々

は信じていたんです。絶対大丈夫ですよ。大丈夫だったというのは

何が大丈夫だったのか知りません。これから検証すれば、いろいろ

なことがわかってくると思います。ぜひ今言われた東北電力につい

ては苦しいかもしれませんけれども、将来、孫、ひ孫、子孫のため

に町長の舵取りが非常に、いや、いい町長いたんだなということで
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残していただきたいと思います。

続きまして、除去表土を原発敷地内へ搬入ということでしたが、

これは私も広域議会に動議出しまして受け入れてもらえませんでし

た。あんな馬鹿な話ないですよ。郡内の町長が一堂に集まったとし

て、これはみんなでやらなければならないということなのですが、

それはどうしても通らないことですからやりましたが、文部科学省

が敷地搬入の計画を予定しております。こんなことを許したら、処

分場として問題があると私は考えております。地元に住む人間とし

て、飛散防止しなければならないものを、飛散しようと持ち込むと

いう考えがよくわからない。ぜひとも、この辺を反対の態度で言っ

てほしいと思いますが、町長のお考えをお願いしたいと思います。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

このがれきの処分ですが、これは県知事が発表○町長（馬場 有君）

しましたように、福島県内には県としては絶対に受け入れられなと

いう強い表明がございましたので、断固拒否するという考え方に同

調していきたいと考えております。

19番。○議長（吉田数博君）

それを聞いて安心いたしました。○19番（佐々木英夫君）

時間がどんどん経ちますので次に移りたいと思います。借上げ住

宅について、住民から不満が出ております。なぜ満足する住宅を提

供できないのか。それはこういう時期ですからいろいろ難しいこと

があると思います。でも、できれば１人でも２人でもいいから、は

い、満足しました。いいところに世話してもらいました。というよ

うな仮設住宅であってほしいと思いますが、いかがでしょうか。

答弁、建設課長。○議長（吉田数博君）

借上げ住宅については、県が住宅を借りま○建設課長（原 芳美君）

して、町がここの世帯の状況を見ながらご案内するというような形

で進めるということになっております。そのように進めた中にも我

々が福島市や、二本松市の地理に不案内な部分も多々あったかと思

いますが、そのため宅建業会の協力を得ながら進めました。それで

数字で申し上げますと、提供された戸数が765で、マッチングした

。 。 、部分で223 かなり低い数字となっております 住宅が狭かったり

汚かったりなどの理由で同意が得られなかったという部分がござい

ます。ここで、その中でもこういう状況がありまして、借上げ住宅

特例制度という自ら見つけたほうに移行してはということで、６月

１日からそういう制度もスタートしていると理解をしております。

以上です。

19番。○議長（吉田数博君）
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借上げ住宅については、必死でやってきたこ○19番（佐々木英夫君）

と、一生懸命やっているということですから、まずいと申し上げれ

、 。 、 、ば 大変職員に申し訳ないのですが ただ 今ちらっと答弁の中に

県から提供されたということを言いましたね。だから県も、不動産

屋にあなたのところでいくらいくらよこしてくださいといっている

そうです。私、これを決めたのはどこですかといったら、私らもこ

こに行きなさいと言われた。これ私が「ここへ行けというのは誰が

決めたのですか 」と言ったら 「県です 」とカウンターにいる人。 、 。

は言ったんです 「本当に県か 」と言ったら「そうです 」と頑張。 。 。

るんです。女の人です 「じゃあ私これから県に行ってくる。どこ。

に行けばいいですか 」と言ったら「ちょっと待ってください 」。 。

と言われたら、あちらに行って相談してきたら 「はい、これは浪、

江町で決めました 」と言っているんです。確かに思ったとおりに。

いかないのはわかります。私の言っているのは、我々は我慢してい

ますよと言った時に、だけれども一般の人、いろんなところにいる

方達は、少しでも自分の要求を通したいと言うこと。全員の要求は

無理だと思いますけれども、その中で、少しでも、例えばその中に

障がい者がいるとかあるいは高齢者がいるという方については、町

が親身になって聞いてくれるのが職員に求められる職場でないかと

いう気がします。

ですから原課長に悪いとかそういうことは言わない。もういろい

ろやってきたわけだから、これを責めません。これからもし少しで

もあったら、そうですかというあなたの親、あなたの子供、あなた

の知人とかそういう方ですから、もっと力を入れる。自衛隊が言っ

ていましたよ。死体を運ぶ時に、死体を掘り起こす時に、死体だと

思わない。自分の親だとか、自分の兄弟だと思えば、何とも思わな

。 。くなるよと言っていました その精神を私は課長達にお願いしたい

それは言われればおもしろくないところもあるでしょう。でも、や

はりそんなようなことを考えなかったらできないと思います。確か

に、外にいる町民も不満も持っているわけですから、役場に申し上

げられないんです。どこへ持ってくるんだというと私のところにき

ます。私はよく聞きます。役場に行ってなかなかこれは無理だなと

いうときはこれは無理ですねと話をしますが、なるほどその通りだ

と思うことは町に行ってお願いします。

でもなかなか窓は開かないようです。一つでもいい、二つでもい

いから、心を開いてください。そうお願いしておきます。

次に行きます。危機管理について。このことは住民生活課長。こ

れわかりますよね。あなたに11月に差し上げた。室町、東北に大津
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波が。12月に一般質問に私出しました。時間のないところあったた

めに、なかなか全部ができませんでしたけれども、これは住民課長

に申し上げました。貞観の地震。1100年前のこと。このことも、東

北大学の教授がもう既に言っていたんです。大きな津波が来ると。

それから地震も。15、６年前ですかね。建築の講習で郡山に行った

時に、郡山の日本大学の建築科の教授が、必ず20年以内に来ます。

宮城県沖地震どころでないぐらいの地震が来ますよ。私が講習で聞

いた言葉を議会で何回かやりました。もし、この職員の中に１人で

も真摯に私の言葉を受け止めていてくれる方がいたら、私は請戸の

人間をあんなに殺さなくて済んだと思う。だから私はオオカミ少年

になっていたかもしれない。何回も言うんだから、津波来るよ。大

きな地震来ますよということは、議事録を見ると必ず載っているは

ずです。ですから私は闘病の渡部貞信議員に 「貞信さん、あんた、

のところ津波来るからね 」ということは、11月頃から言っていた。

んです。私、占い師ではないから別に根拠はありませんけれども、

必ず来ますよ。やっぱり真摯に我々の言うことも受け止めて欲しか

った。もし１人でも、先ほど言ったように、１人でもいいから佐々

木の言うことも考えてみようではないか。それを本気になって請戸

の皆さんに伝えていれば、私は180人なんて死亡者を出す必要はな

いと思います。死亡者でなくて行方不明もおりますから、死亡と行

方不明で180人近くになりますけれども、１人でも２人でも見つけ

られたのではないかと思っています。

ですから、皆さんのこれから1100年前のことですから、そう考え

ろということは無理かもしれませんけれども、まだ地震が来るとい

っているんです。これはいつの新聞ですか。６月８日の新聞にまた

載っています。貞観、明治、昭和三陸型の地震が近々まいります。

ですから、必ず東日本大震災に匹敵する大津波を引き起こします。

これはマグニチュード７以上の断層を調べたという大学教授が言っ

ているわけです。未破壊域が残る可能性のあることが判明した。ま

、 、た 地震が壊れていない部分もありましたと言っている時ですから

先ほど言ったように真摯に１人でも受け止める方がいたら。今のと

ころ来ても皆さんこっちに逃げてきましたから、我々のところは心

配ありませんけれども、帰れるようになったらなるほどそうだなと

いうことを、もう一度かみしめていただきたいと思っております。

それで私の町長に申し上げたいことは、計測器をひとつ各家庭に

１個ずつでもいいからあてがっていただければという気がします

が、もしそれができなければ補助をだせるような体制を整えられま

せんか。どうでしょうか。
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答弁、町長。○議長（吉田数博君）

放射能の線量計だと思います。これもやはり非○町長（馬場 有君）

常に重要なことでありますので、今議員おただしのとおり、手配を

していただきたいと考えています。現在全国各地で線量計の受注が

ありまして、生産が間に合わないという話も聞いておりますけれど

も、ぜひ大学等、あるいは放射線に関する研究機関とタイアップし

ながら、線量計の物質があるかどうかも確認しながら、ぜひ議員お

ただしのとおり、手配をしてまいりたいと考えております。よろし

くお願いします。

19番。○議長（吉田数博君）

いずれにしても浪江町の住民は、避難所で命○19番（佐々木英夫君）

を絶ったもの、あるいはストレスが溜まって脳梗塞になった、うつ

病にかかっている人も多数おります。これを考えただけで、誰を恨

めばいいのか。東電の社長は犯罪者ではないのですか。本当に浪江

町は2,000万円をもらいましたよね。あの金は町民に渡す必要ない

。 。 、からあれで裁判うって欲しい 弁護士つけて あれは犯罪者ですよ

完全なる。人を殺しているわけですから。

それから、我々が金に代えられない大切なもの。私なんか絵を描

きますから絵を描く資料を、本をいっぱい持っていました。全部家

に置いてきました。雨漏りしていますから、全部だめになるかどう

かわかりませんが、本当に心は金で買えませんよ。隣組のつながり

の心、それから私が大事にしてきたいろんな書類。全くムダにして

しまうのかという。今度立ち入り行けますが、おそらく行ってもそ

んなに、こんな袋一つですから持って来れません。何であんな小さ

なもので。もちろん仏様ぐらいなのかという気がしますけれども。

仏様といえば、重いですよ。迎え火たくと先祖が帰ってくると教え

られてきました。今先祖が帰ってきても、浪江町の上空うろうろし

てますよ、集団で。そういうことが起こりうるのではないかという

気がしています。かわいそうだなと。それを起こしたのは誰だ。東

電です。にっくき東電ですよ。中には土下座しろと、土下座させら

れました。そしたら新聞に、あそこまでやる必要ないだろうという

県民のいろんな言葉、震災に対するものが出ていますよね。そうい

う人もいました。しかし、私たちの思いをした人間は、それにあっ

てしかるべきだったかもしれません。だからそういうことを書く人

は、そういう目に遭ってないんですよ。冷たい板の間に本当にあっ

ちこっと逃げて、やっと寝床を確保するのが精一杯。そうやってき

、 。た人でないと やっぱり土下座しろという言葉は出ないと思います

やり過ぎなところもあります。でも、このぐらいはやった人でない
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とわからないと思っています。

これから町長の力が相当発揮される場所がいっぱい来ておりま

す。町長、倒れられると困るんです。あまりストレスをためないよ

うに。我々は内部被ばく、それからガンにおびえて毎日過ごしてお

ります。このこともぜひ町長の頭に入れて欲しい。

津島に行った人達、３日間ぐらいだったけれどあそこで完全に被

ばくしています。ですから内部被ばく、あるいは骨の中に入ってい

くと言っていますから、ガンが一番怖いわけです。私どもはあと10

年というところです。ですから子供達や若い人たちが可哀想だと思

います。そのことも町長の胸の内に入れて、この言葉をよしという

気持ちを持って頑張っていただきたいと思います。

それからヨウ素剤、町にありましたよね。あのヨウ素剤はどうし

ました。何も役に立たなかったような気がするんですけれど。それ

でマニュアルどおりにいったのかどうか。避難訓練なんかも何回も

やりましたよね。何ができて何ができなかったか。ひとつ誰かわか

ったら教えてください。

答弁者、住民生活課長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○住民生活課長（植田和夫君）

３月11日の地震発生と同時に、防災計画により災害対策本部を設

置いたしました。11日に起きた大地震は、国内観測史上で最大規模

を記録し、経験したことのない大きな揺れであったことを記憶して

おります。三陸沖を震源といたしまして、大津波が起きました。そ

の津波は、防波堤や護岸を乗り越えて、当町の港や住宅地を襲い、

請戸地域を中心に被害が広がり、そして広い範囲で土砂崩れや停電

が発生しまして、有線、携帯を問わず電話は繋がらない状態が町内

でも続き、家族と連絡が取れないいらいらが募ったことを覚えてお

ります。町では、防災無線による大津波警報発令と同時に、避難指

、 、 。示を行い 役場を含め 町内各避難所で約2,200人避難されました

町内における避難状況、それから倒壊の家屋、道路陥没などの多く

の被害の状況の報告があり、全体でどれほどの被害になるか、想像

さえつかない状況にあったことも覚えております。

それから、当日の２時５分に町では自衛隊を要請いたしました。

12日の朝から町の消防団、それから自衛隊、町職員による行方不明

の捜索を実施する予定でありました。

しかしながら、今回の原発事故により、断念せざるを得なかった

ことに怒りを覚えております。なにせ、災害が３つ重なってきたと

いうことで、マニュアルどおりには、職員の配置もなにもできなか

ったと思います。地震の津波警報が出てから、広報車２台を出しま
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して、避難するように広報いたしました。ただ、その時には第１波

がもう来たような状況で、職員も車で津波に追われるような形で逃

げてきました。大津波の時には、Ｊアラート、防災無線による大津

波警報で、即避難するようにということで防災無線を流し続けたと

ころでございます。

先ほどの議員の質問の中に、いわゆる防災訓練の中で、平成20年

度、平成21年度、津波に対する防災訓練を実施いたしまして、その

訓練の内容の成果と言いますと、先ほど行政報告でもございました

が、請戸小学校の児童が校庭に集合して、即座に避難道路を大平山

のほうに向かって走ったということでございます。そして先生達の

判断だと思うのですが、大平山よりもっともっと進もうということ

で、地元の住民の方が、北の農道を通って国道６号に向かって逃

げたそうでございます。その時、なかなかそこを六角茶屋からサン

シャインまでは時間もありましたものですから、いわきの車、かな

りの車があったそうです。そのトラックの荷台に小学生がみんな乗

せてもらって、サンシャインに送り届けられたということでござい

ます。

今後、国や県においても、危機管理について見直しが図られる。

これは図らなければ、今後とも対処していけないということでござ

いますので、町といたしましても災害時の避難誘導、避難者の把握

などの行動や対応の検証が必要であろうと考えております。

以上です。

［ ヨウ素剤」と呼ぶ者あり］「

ヨウ素剤につきましては、町で今現在○住民生活課長（植田和夫君）

も、私のところで扱っております。そのときに、まだそのようなヨ

ウ素剤の使用とかそういうものについては、指示も何もまだござい

ませんで、線量がどれぐらいあるかも、まだ、把握できない状態で

ございましたので、ヨウ素剤については使用しておりません。

以上です。

19番。○議長（吉田数博君）

ヨウ素剤については、20番議員がよく言って○19番（佐々木英夫君）

いたのですよ。ヨウ素剤どうするのですか。町側は、ヨウ素剤を馬

場議員が一人ひとりに渡しておいたらどうだといったら、職員が持

ってあがりますからということで、町に保管しますよということで

した。ただ、ああいうふうに実際に爆発が起きた時に、誰もヨウ素

剤なんか持って逃げなかったでしょう。だから、これももう一度検

証する時が必要かもしれません。本当に職員ももう一度考え直して

欲しい。
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それから、請戸の子供達を１人も死なせずに。１人ぐらいですか

亡くなったの。とにかく助けられたということは本当にマニュアル

どおりなのかなという気はしますけれども、どうも私が考えると、

いろいろマニュアルどおりではなかったと思う。確かに、あのよう

な地震が来るということ、誰も想像していなかったです。私が前か

ら言っていたんだから、来るよ、来るよ。１人でも真摯に受け止め

、 、て 佐々木の言う話をもう一度みんなで考えようかなんていったら

一般も含めて、こんなに殺さなくても良かったという私は考えを持

っておりました。これをいったって無駄だということに対してはそ

の通りですねというかもしれません。

今町は、浪江町の再生を考えているようです。最後に町長に申し

上げておきます。防災に強いエコタウン再建が必要です。農業は集

約型として再生させなければなりません。関東大震災の時は、帝都

復興院の創設が次の日に決まっていました。ところが今の政府は全

くできておりません。実際の設置は26日の午後後藤先生がやったと

いう話が残っております。ですから浪江町も本当に復興するのあれ

、 。 、 。ば 早めに考えて欲しい その時 津波の恐怖に合わないような形

津波は50年、100年に一度は必ず来るような気がいたします。昭和

８年の三陸津波から80年ということになると、それに耐えられるよ

うな居住環境を作るのが町長の任務だと思っております。

危険地域の避難と、これも原発の時の避難道路も必要ですよと言

っていたけれど、ついにできませんでした。公的施設や学校、保育

所など、財源の問題はあると思いますが、すべての行程を考えない

と、本当の意味での安心できる町はできないと思っております。将

来の子供達が、子孫がよくぞ安全な町を作ってくれたというような

町をつくって欲しいと私は思っておりますので、よく職員の皆さん

も考えて、残り務めの間は、みんなでこれは考えなくてはならない

と思います。私も１年ちょっとありますから、知っている範囲内で

は十分いろんな意見を言っていきたいと思います。とにかく文句に

なりましたけれど、この辺はからっと一回払拭して、新しい浪江町

を作って欲しい。

町長もぜひ、体を壊したら何にもならない。なんか乃木大将みた

いになって、今切るのもったいないでしょうけれども、そろそろ昔

の有さんに戻ってもらえればと思っております。

これで佐々木英夫、一般質問を終わります。

以上で19番、佐々木英夫君の一般質問を終わり○議長（吉田数博君）

ます。
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ここで10時45分まで休憩いたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時３２分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時４５分）

◇馬 場 績 君

続いて一般質問を行います。○議長（吉田数博君）

20番、馬場績君の質問を許可いたします。

20番。

［20番 馬場 績君登壇］

20番、馬場績です。未曾有の地震と津波で多数○20番（馬場 績君）

の町民が犠牲になり、原発災害で避難生活を送らざるを得ない町民

の皆さんに、この場をお借りして衷心からお悔やみとお見舞いを申

し上げます。

またこの間、町長始め、役場職員が不眠不休で被災者支援に当た

ってこられたことに対し、議員の一人として評価を惜しまないもの

であります。今後ともよろしくお願いいたします。

同時に、原発は安全と強弁してきた政府と県、東京電力の安全神

話が完全に崩壊したと同時に、あの原発事故で人々の生活が、地域

が、今後の人生設計が打ち砕かれた瞬間であり、その怒りと苦しみ

。 、は決してついえるものではないことも明らかであります きょうは

、 。逃げまどった町民の思いと ぬぐいきれない生活の不安と健康被害

今だからこそ示しておくべき復興、復旧の課題。そして国難をもた

らした原発依存のエネルギー政策の抜本的転換の方向について、被

災自治体として、何をどのように発言すべきなのかについて質問を

展開してまいりたいと思いますので、ご答弁をよろしくお願いいた

します。

質問の第１は、２万1,000人の浪江町が、自力で避難せざるを得

なかった３月12日早朝からの混乱は、なぜ起きたのかについてであ

ります。原子力災害特別措置法に基づく福島県原子力防災計画に定

、 。 、める通報のあり方と 避難指示は適切になされたのか 浪江町と国

県、東京電力の対応は、どうであったのかという問題であります。

原子力災害特措法第10条による異常事態の発生について、国、県、

、 。 、東京電力からは通報があったのか なかったのか あったとすれば

その月日、時間についてお答えください。

さらに、緊急事態宣言とその対応について定めた原子力災害特措

法第15条に基づく指示があったのか、なかったのか。また、浪江町
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長、東京電力、その両者と立会人である福島県の３者で結んでいる

東電第１原発にかかわる通報連絡協定書第１条に基づく、いわゆる

原子炉に緊急事態発生後、直ちに連絡することと定めた協定は履行

されたのか、否か。簡潔にお答えください。

なお、緊急事態宣言による避難用バスの手配において、大熊町あ

るいは東京電力社員は、３月12日早朝６時出発で、茨城交通や東京

、 、の大型観光バス50台から60台が既に配備されていたことが 大熊町

双葉町の町民から直接聞く機会がありましたが、事実を確認されて

いるのかどうか。浪江町においてはなぜそうした用意がなされなか

ったのかであります。お答えください。

、 、福島県原子力防災計画と 原子力災害特措法の具体施行において

そうした格差がなぜ発生したのかであります。一連の経過を検証さ

れると同時に、この是正を求めるべきは浪江町の当然の権利だと思

うわけであります。

。 、 、質問の第２であります このことに連動し 重大問題となるのは

国も県も爆発直後からのＳＰＥＥＤＩの汚染予測情報が手元にあり

ながらこれを公表しなかったという問題であります。第一原発で、

すべての給水機能が喪失し、炉心冷却不能という緊急事態が確認さ

れたのは３月11日午後４時26分であります。地震発生から２時間後

のことであります。外部電源も切断され、自動停止した１から３号

炉のメルトダウン、いわゆる炉心融溶、爆発も当然予想される事態

に陥っていたわけであります。福島県の原子力防災計画によれば、

そのとき何をすることになっているのか。マニュアル化しておりま

す。緊急モニタリングの活動として、環境における放射性物質の影

響を把握する。そのために、第１段階で気象データの収集、ＳＰＥ

ＥＤＩネットワークシステムによる予測情報の収集、そして大気中

放射能濃度予測地図の作製など、緊急時モニタリングの重要項目が

列挙されております。３月12日早朝、緊急避難の指示で津島に避難

をした多くの町民は、食べる物もなく寝るところもない。寒さに耐

え、３月15日まで過ごしました。あとでふれますけれども、恐れる

ほど高い放射能汚染情報があったなど全く知らないまま過ごしたわ

けであります。国も県もＳＰＥＥＤＩによる汚染予測図を確認して

いながら、私たち町民と県民にとって最も必要な時に、最も必要な

情報を公表していなかったわけであります。このことに対して町長

は、どのようなお考えをお持ちなのか、改めてお答えいただきたい

と思います。

緊急時の情報共有において、町長はいつどのような情報提供を受

けたのか、受けなかったのか。あるいはまた、東京電力からは放射
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性物質の放出について、どのような情報提供があったのかについて

も、この際、この場で明らかにしていただきたいことであります。

もし、何も情報提供がなかったとすれば、原子力災害特措法に基づ

く国、県、東京電力の対応は極めて重大な責任を伴うわけでありま

す。あれこれの弁解で済ませる話ではありません。明快な答弁を求

めます。

質問の第３は、放射能線量情報が闇の中に押し込められたがため

に、津島に避難した１万人余の人々は、高線量の被ばくをしたので

はないかということであります。たくさんの子供や若い人々は本当

に大丈夫なのか。その不安と恐怖、怒りにどう応えるのかというこ

とが、今問われているわけであります。

あのとき汚染の空間域にいて避難生活を余儀なくされた多くの町

民の最大の関心と要求は、汚染の実態を今こそ知りたいと言うこと

と、自分の被ばくによる健康被害とその対策について、どうしてく

れるのかということであります。

国や県は事故から３カ月を過ぎた今、ようやく被ばく調査に乗り

出すことを決めました。６月18日に発表された県民健康管理調査検

討委員会の方針では、６月中に浪江町、飯舘村、川俣町山木屋地区

２万8,000人を対象に問診検査を行い、内部被ばくを推計、またそ

れと並行して100人を抽出し、内部被ばくの実測調査をするという

ことが明らかにされました。

問題は、ホールボディカウンターの対象についてであります。政

府は、０から５歳児の内部被ばく検査を先行させるということです

が、線量の高い３町村で合計100人というのは対象者の何％になる

のでしょうか。先行とはいえ、早期に全員を対象として検査をすべ

きであります。そのために機材と人的体制、検査システムの拡充を

求めるべきであります。

しかも浪江町は、明らかにされた積算線量から見ても、一番高い

わけであります。県が５月２日に発表したとおり、県民が一番多く

避難した津島地区は、県立浪江高校津島分校で28.7マイクロシーベ

ルト/h、最大値の昼曽根は44.4マイクロシーベルト/hとなり、極め

て高い数値が示されております。こうした実態に則した検査を実施

すべきであります。

実施に当たっては、まず小学生以下、小学生、中学生、そして高

校生、授乳中の母親、妊婦と若い世代など、優先順位を示しつつ、

対外的に全町民の内部と外部被ばくの検査を実施すべきではないで

しょうか。町長はこのことに対し、どのように求めていくのか答弁

を求めるものであります。
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一歩踏み込んで検討する極めて重要な課題でありますので、明快

な答弁を求めます。健康調査の必要性は、何度くり返しても繰り返

し求め過ぎることはありません。と同時に、町民の長期の定期的な

検査と被ばく罹災健康手帳などを交付し、必要な時に無料で医療診

療と健康相談を受けられるようにすることなど、早い時期に町民の

、 。被ばくに対し 安心できる具体的措置を実行させるべきであります

町長は国や県、東電に対してそれを求めるかお答えください。

質問第４は、放射線の大気汚染と、土壌汚染調査の実施について

であります。町職員による空中線量調査が実施されていることは承

知をしております。町民はストレスを感じるほど毎日、毎日原発事

故のニュースを見ております。

町民の思いは、１日も早く、冷温収束をして欲しい。そして１日

も早く浪江に帰りたい。その願いはまだ帰れない。いつ帰れるかわ

からない。その悔しさと一体のものだと私は思います。

空中線量調査は、原発から５キロ圏内、そして５キロから10キロ

圏内、そして20キロ圏内、そして30キロ圏内、30キロ圏超など、あ

る範囲毎にきめ細かく調査をする必要があるのではないでしょう

か。点ではなく面的な調査をする。

土壌汚染についても同様であります。特に、土壌汚染の調査は重

要であります。土壌は線量の程度が一番正確にわかるからでありま

す。線量の低いところから作物を栽培し、その変化についても調査

する必要があると考えます。

海洋汚染調査は、海水と漁種と海域調査が必要ですから、もっと

大がかりになると思います。

浪江町の復興を展望するなら、先ず基礎調査から始めるべきと考

。 、 、 、えます 土壌 水 大気などの基礎調査は被ばくのことを考えると

専門家が参加する必要があると考えます。国と東電が責任を持つ。

県の主体性も発揮してもらう。当然であります。復興に向けた基礎

調査の方針を具体的にお示しください。

次は、空前の原発災害と医療介護、福祉教育、そして仮設に入居

する人、民間住宅特例借上げで生活する人、県外で避難している町

民への支援など、課題は限りありません。特に、東電への損害賠償

請求の支援と被災自治体の運営基盤の確立は、復旧復興の骨格とな

るものであり、避けて通れるものではないことになります。新しい

情報に寄れば、東京電力の補償賠償について、課税の対象にするで

はないかと。そういう検討もされているそうであります。町長はそ

のことをご承知なのかどうか。そのことに対してどのような認識を

お持ちなのか、お答えください。
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基本は、被災町民の目線で生活再建を推進すべきであり、人的に

も物的にも、公共サービスの面からも原子力災害から住民の命と生

活を守り、再出発するためには、原子力災害という特別な困難を直

視すれば、従来の制度や法律や司法の枠組みの中では、全く合わな

いということは、幾多の事例が既に証明しております。ではどうす

るか。県知事も早々と国に求めた復旧復興のための特別立法を作る

しかないと考えております。そうした問題意識と方向付けに対し、

町長はどのような所見をお持ちかお示しをください。

その立場から、差し迫って重要と思われることについてお尋ねい

たします。一つは医療体制の問題です。混乱する避難者のよりどこ

ろになったのは津島診療所の移転開設だと思います。今後、この津

島診療所がどのような形で、どこで運営されるのお答えください。

避難体制と避難患者の受け入れ、大きな支えになったのが二本松

社会保険病院であることは、避難患者が実感していることでありま

す。浪江町の透析患者を含め、最大各地からの避難患者70名が岳下

住民センターに寝泊まりをしておりました。そして、二本松社会保

険病院に通院なされていたわけであります。現在は、岳下仮設住宅

、 、 、に入居した６人 住民センター11人にまで縮小 再編されましたが

二本松市では社会保険病院が唯一の公的病院であり、人工透析設備

のある病院でもあります。病院関係者の話では、一時は病院が患者

を緊急受け入れし、さながら避難所の様相であったと語っておりま

す。そして看護師が食事の提供をしたり、避難患者の洗濯までやっ

て、本当に公的病院としての責任を果たすことができたと、今感激

を伴いながら話してくれております。浪江町は二本松を拠点に、丸

ごと移住をし、仮設着工件数1,069戸、さらに本宮市、松川、さら

に周辺の民間住宅借り上げを含めると、ここには数千人規模の町民

が居住するものと予想されます。避難生活の大きな問題は、衣食住

とあわせて医療、介護が安心できるかどうかということではないで

しょうか。仮設入居など、生活環境の急変は、体調の急変を引き起

こすことも、あまたの事例が証明していることもご承知のとおりで

あります。我々浪江町民にとっても二本松社会保険病院の存立の重

要性はますます大きくなるばかりであります。

そこで率直にお尋ねいたします。二本松に避難してきているわけ

でありますけれども、このような重要性に鑑み、二本松社会保険病

院の公的存続のために、二本松市長とも連携しながら、病院機能拡

充のために政府に働きかけていくべきではないかと考えます。でき

れば、内部被ばくの検査体制も設置していただければ、大変ありが

たいのではないかと思います。それも含めて答弁を求めるものであ
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ります。

保健と介護サービスも深刻であります。保健指導の医療の現状と

介護サービスの受け皿はどのように準備されているのか、お答えく

ださい。

生活再建の重い課題を２つ質問いたします。一つは、仮設住宅入

居後の生活費負担の問題です。ある人は雇用保険にも入っていなか

った。したがって、失業保険も受けられない。これまで子供３人を

育てきて、貯金もない。仮設に入ったら、上下水道料、光熱費、食

事、食費、家に戻れないので夏服も買えない。ないないづくしでど

うやって生活しろというのか。何とかして欲しいと語ってくれまし

た。原発災害だから東電に出させるしかないと話はしましたけれど

も、東電は個人に対しては、先ほど町長からも質問者からもお話が

ありましたように100万円、または75万円の仮払で済まそうとして

いるのではないか。しかも今後の賠償金に課税するなどということ

はとんでもありません。６月16日付の日本共産党の救援復興の情報

によれば、衆議院本会議での共産党、高橋千鶴子議員の質問に答え

て、細川厚生労働大臣は次のように答弁をしております 「仮設住。

宅の入居により、基本的には自立していただくことになります。た

だ現に救助を必要とするものであれば、これは災害救助法の対象に

なりうるものでございます 」と答弁されております。要するに政。

府は、仮設住宅入居後も生活支援は可能だと言い切っております。

失業されている人、高齢者の人、家族人員が多い人、通院されてい

る人、あるいは介護で大変な人、子供の教育にお金がかかる人、人

々の生活はさまざまであります。実情に応じた仮設入居者への支援

をどうなされるのか。今後の町の対応を求めるものであります。お

答えください。

、 。 、２つは 補償賠償の相談と具体的支援であります 商工会や農協

畜産組合など、団体で取りまとめ、それぞれの協議会で請求事務の

サポートをしてくれております。商工業者の場合、それでも粗利の

２分の１、250万円、50万円、20万円の限度など、障害はありすぎ

ます。同時に、圧倒的多数は個人です。地震にかかわらず損害賠償

の一次、二次指針にかかわらず、明らかに支払うべき損害請求であ

っても、東電にご相談をしてくれと言っても、それは快しと思って

いない人が大勢おります。町の行政機能が回復しない現状で、補償

賠償のサポートをするのは大変だと思いますが、どんなことがあっ

ても町民を見放すようなことがあってはいけないと思います。

ぜひ、人員の追加も求めて補償賠償について、浪江町として具体

。 。的に支援できる体制をとるべきであると考えます お答えください
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自治体体制の復旧・復興の課題。その問題と対策、その方向につ

いてお尋ねいたします。

浪江町の全産業と町民の生活基盤がすべて失ってしまったわけで

ありますから、一言で復旧復興を見通せる段階でないというのが現

状であることは了解いたします。当面は、生活を支える雇用対策を

、 。どう進めるかでありますが 町がすべて雇用の受け皿づくりをする

緊急雇用対策事業でこれを吸収するというのも、限りなく不可能に

近い問題であると私は考えます。私は、ある意味では特別立法によ

る対処とも合わせて、公共と民間を活用した国県を含めて、半ば公

的な国、県主導による雇用創出を求めるべきであると考えますがい

かがでしょうか。

そして、事業再開と負債ゼロからのスタートを支援するよう求め

るものであります。お答えください。また、浪江町も被災者であり

ます。行政スタッフ、医療介護、保健の専門職がせめて週休が取れ

る人的体制を国に求め、あらゆる面で自治体体制に対する支援拡充

を求めていくべきだと思いますが、町長の所見をお示しください。

原発事故の基本認識と脱原発、再生エネルギーへの転換について

お伺いいたします。今回の原発事故で、町民の被った犠牲、収束の

めどが立たない現状は、私たちに何を明らかにしたでしょうか。一

つは、他の災害とは全く異なる危険を伴うのが原発災害だと言うこ

とであります。二つは、今の原発は未完成の技術であり、ブレーキ

のかけようがないということ。つまり人類は、核兵器と同じであり

、 。ますけれども 原発と共存し得ないということではないでしょうか

、 、 。私は 町議会議員になってからも その前からも原発は危険なもの

絶対大丈夫という安全神話を一掃しないと、重大事故を招くという

ことをあらゆる事故を通じて警鐘を乱打してまいりました。残念な

がら、そのことが現実になってしまったことは、悔やんでも悔やみ

きれるものではありません。世界有数の地震国であり、津波の危険

性の高いこの日本で、どんなに厳しい安全審査をしても原発は絶対

安全などと言える代物でないことは、目の前でその事実が証明して

おります。原発撤退に対する町長の見解、さらには新しいエネルギ

ー政策への転換に対し、町長はこの浪江町から大胆な政策転換を求

める発信をすべきではないかと思います。

最後に、児童、生徒、教職員、保護者に対する心のケアが必要だ

と思います。スクールソーシャルワーカーの配置など、専門職の配

置、あるいは夏休みを利用した安全地帯での夏休み学校などを計画

してはどうでしょう。

以上、答弁を求めて第１回目の質問を終わります。
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町長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。多岐にわたっておりますの○町長（馬場 有君）

で、一つ一つお答えしていきたいと思います。

まず、原子力災害特措法10条の件についてでありますけれども、

東電よりは残念ながら通報はありませんでした。

次に、15条の件についてでありますけれども、これまた東電より

は情報はございませんでした。

それからＥＰＺの協定については、履行されておりませんという

ことで、私は認識をしております。そのことについては、後日東電

より、電話連絡したが不通であったため、連絡ができなかったとの

話がありましたけれども、連絡はどのような形であれ、この重要避

難を起こしている事象については、町民の生命を守る立場として、

非常に怒りを感じております。

それから事実確認でありますけれども、原子力委員会の秋葉助手

より、双葉町、大熊町には避難バスの手配を受けたと聞いており、

議員おただしの通り認識をしております。

また、是正を求めるのは当然でありますけれども、この協定書の

中には町民の命があることを強く訴え、ただの紙切れではないこと

を十分認識させたいと考えております。

それから情報共有については、国、県、ましてや東京電力よりは

全然情報がありませんでしたので、非常に遺憾に思っております。

精査をして、訴訟を視野に考慮していきたい。そしてＳＰＥＥＤＩ

の公表の隠ぺいについても、このような考え方で対処してまいりた

いと考えております。

それからホールボディカウンターの件については、議員おただし

のとおり、被災者が心配なところでありますので、理想的には全町

民が受診されるよう措置したいと考えておりますし、さらには提案

のあった大学病院と研究機関との連携を構築したいと考えておりま

す。

また、被ばく罹災健康手帳の交付の件についてでありますけれど

も、これまた検討してまいりたいと考えております。

それから復興に向けた基礎調査の方針と、具体的計画についてで

ありますけれども、大気、土壌汚染及び水質検査を町独自で調査を

して、環境モニタリングを一部先週より実施しております。そのデ

ータを基に、福島大学と連携をして分析を行っていただき、利かん

すべき資料として事前の復興の見通しを付けたいと考えておりま

す。

さらにライフラインの損壊状況の調査です。本年末または今年度
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末まで行いたい。将来に備えた復旧の手かがりとしてまいりたいと

考えております。

、 、それから 賠償額課税の対象についての認識でありますけれども

これは私は認識をしておりません。さらに災害救助法では、この原

災は対応できないことから特別立法制定を、これまでも何度か国、

あるいは県のほうに要請してまいりまして、福島県知事もこの特別

立法制定については力強い要請を今しておるところであります。

それから、補償賠償の支援についてでありますけれども、顧問の

弁護士を中心に全力を尽くして支援体制をとり、今議員がおただし

のように、増員対処しながらでも、個々人の補償賠償について相談

窓口を強化してまいりたいと考えております。

それから最後に、原発事故の規模認識と再生エネルギーへの転換

はどのように考えるのかということでありますけれども、東京電力

、 、 、においては 今回の事故は 想定外の津波が原因としておりまして

人災とは認めていない状況にありました。

しかし、町としては早い段階から一貫してこれは人災であると考

えて、国の原子力災害対策本部としても、５月17日の方針で本災害

による津波に対して、国策による被害者と表現したほか、原子力安

全委員会委員長も、６月９日の衆議院の東日本災害復興特別委員会

。 、において人災と述べております 町が主張していた人災との認識が

ようやく受け入れられつつあると思っております。

それから、国と東京電力においては、原子力の安全神話を優先し

て、一度事故が発生した場合の甚大な被害想定を怠って、発生時の

実効ある対応策を講じてこなかったことが今回の事故により明らか

になったと私は考えております。

次に、再生エネルギーの転換についてでありますけれども、リス

クの高いエネルギーから脱却して、リスクの低いエネルギーに転換

していく観点から論じられているものだと認識しております。第４

次浪江町長期総合計画と連動するように、このリスクの低いエネル

ギー転換に推進すべきと考えておりますので、よろしくお願いした

いと存じます。

以下のご質問については、担当課長が答弁いたしますのでよろし

くお願いしたいと思います。

津島診療所事務長。○議長（吉田数博君）

それでは今後の津島診療所運営に○津島診療所事務長（紺野則夫君）

ついてお答えいたします。現在、津島診療所は、岳温泉あづま館内

に仮設診療所を設けております。今後、ホテル、旅館等から避難さ

れている町民の方々が仮設住宅に移られることから、仮設入居者が
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最も多い二本松市安達運動場内に仮設診療所を設けまして、今まで

どおり、国保診療所として避難住民の方々の診療にあたってまいり

たいと考えております。

以上でございます。

答弁者、総務課長。○議長（吉田数博君）

二本松社会保険病院の存続といいますか、○総務課長（根岸弘正君）

二本松市と連携して政府に訴えかける考えがあるかということであ

りますけれども、二本松市ではこれまで数回にわたり国に対しまし

て存続を求めてきたということであります。

当町にとりましても、避難住民の入院治療については、はずせな

い医療機関であるという認識をしております。二本松市の考えもあ

ることと存じますので、今後二本松市と連携を密にしながら対応し

ていきたいと考えております。

次に、雇用と財政支援対策でありますけれども、現在、緊急雇用

対策ということで52名の雇用をしてございます。

内容としましては、住民票の発行業務、あるいは避難所連絡時の

運営業務、一時帰宅業務、仮設住宅業務など、16事業で52名の直接

雇用ということであります。

今後、緊急雇用等々の制度を利用しながら職員採用について、庁

議に図っていきたいと思っておりますし、また、県が実施するがん

ばろう福島“絆”づくり応援事業というものがあります。これは避

難者、失業者の方を対象に、1,000人規模の雇用創出を、目指して

おりますので、これらの事業も大いに活用しながら、雇用の活用を

していきたいということを考えております。

次に、事業再開にともなう負債ゼロへの支援策についてでありま

すけれども、国における二重ローン問題の協議の中で、各金融機関

に被災者における既存負債の放棄等について、話し合いが行われて

おります。町といたしましても、被災事業者が事業を再開するため

、 。 、には二重ローン問題の解決が 重要であると認識しております 国

県に対しましても、問題解決のための要望をしてまいりたいと考え

ております。

また、次に自治体財政支援対応の拡充についてでありますけれど

も、浪江町では今年度税収がほとんど見込めないということで、か

なり厳しい財政状況になるという考えを持っています。これまで機

会あるたびに普通交付税、あるいは特別交付税、さらには別枠での

交付金等の創設を要望してまいっております。今後とも、これらに

ついては要望を続けていきたいと考えております。

次に、仮設住宅等における生活再建であります。これにつきまし
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ては、東京電力の原子力災害でありますので、基本的には東京電力

が補償するものと考えております。このため、東京電力に対しまし

ては、第二次の補償金の仮払というものを強く求めていきたいと考

えております。

そのほかには、災害義援金の給付であるとか、生活資金の貸付制

度の周知、雇用型の支援につきましては、先ほど申しましたように

緊急雇用であるとか、絆づくり事業の活用を考えております。

また、物資の支援ということで、現在保管しております食糧等の

物資とこれにつきましては、仮設住宅あるいは県内アパートに避難

されている方に宅急便で配送するということも行っております。こ

れらにつきましても、できるだけの支援を行っていきたいと考えて

おります。よろしくお願いしたいと思います。

答弁者、健康保険課長。○議長（吉田数博君）

では、議員おただしの内部被ばく、外○健康保険課長（木村 潔君）

部被ばくの健康調査をどうするかについてお答えいたします。

議員おただしのとおり、浪江町、飯舘村、川俣町山木屋地区の住

民に対して100名程度ということで、浪江町には89名の割当てがご

ざいました。それで、６月27日より４歳から67歳の89名を抽出して

先行調査を行います。県ではその後、2,000人規模で日本原子力研

究開発機構でのホールボディカウンターの検査を予定しているとい

うことであります。

それから、外部被ばくの件なのですけれども、これについても新

聞報道で町民全員にアンケート調査をするということになっており

ますけれども、これも県立医大のほうで事務局となりまして、７月

には全町民にアンケート用紙を配って、健康調査を行いながら、長

期にわたって追跡調査を行っていきたいという予定であります。

それから、保健指導エリアなのですけれども、現在のところ保健

師は４名と少ないのですけれども、臨時の看護師２名、それから各

保健所、それから長崎県からの応援を得まして、体育館、岳温泉、

土湯温泉、それから猪苗代と裏磐梯。それから仮設は桑折、笹谷等

を今回り始めたところでございます。ですから、４名しかいなくて

大変なのですけれども、今後順次仮設が開設しますので、その分臨

時等を含めて募集して回っていきたいと思います。

それから、介護保険なのですけれども、介護保険のこれからのサ

ービスについては、一応現在のところ仮設住宅にデイサービスを４

カ所、福島の笹谷、それから安達運動場。それから岩代の杉内、本

宮のみんなの原っぱにデイサービス。それから本宮の恵向公園です

か、バスが出ている向かいの所にデイサービス、グループホームを
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予定しております。

以上であります。

答弁者、教育総務課長。○議長（吉田数博君）

私のほうから、大気汚染と土壌汚染調○教育総務課長（屋中茂夫君）

査対応についてのご質問にお答えしたいと思います。

現在、教育委員会が関係する調査では、町独自の調査を含めまし

て３つの調査が入っております。まず１つは文部科学省が事業主体

の土壌採取調査です。実施者は日本原子力開発機構（ＪＡＴＡ）と

東京電力でございます。この調査は、第一原子力発電所から80キロ

メートル圏内を２キロメートルかける２キロメートルのメッシュを

選定します。浪江町については、20キロメートル圏内外、それぞれ

、 。 、17カ所ずつ 合計34カ所のメッシュ内の土壌を採取します 土壌は

表層から５センチ深さのサンプルを５カ所。もしくは表層５センチ

深さのサンプルを５カ所２つ、30センチメートルの深さサンプル１

。 、 。カ所を採取します また 同地点での空間線量も測定しております

２つ目は、警戒区域と計画的避難区域について、内閣府が実施す

る事業で、実施者は電力中央研究所と東京電力が行います。この調

査を文部科学省の２キロメートルメッシュで実施する路上調査と整

合性を図り、これを補完する空間線量調査でございます。この調査

には３通りございますけれども、まず一つは浪江駅付近と富岡駅付

近の２キロメッシュ地点をさらに100メートルメッシュに区切り、

それぞれ400地点を計測する基礎データ収集モニタリングでござい

ます。２つ目は、基礎データを基に行う調査で、警戒区域と計画的

避難区域の２キロメッシュ内をさらに１メッシュ当たり20地点程度

を選定し、全部で4,340地点を計測する広域モニタリングでござい

ます。３つ目は、広域モニタリングの結果を踏まえ、これらの区域

の環境改善対策の実施方法等の検討のための基礎データを得るた

め、住宅や道路、校庭などの詳細調査を行う、個別詳細モニタリン

グでございます。これらの調査は、６月中旬から10月末まで行う予

定であると聞いております。この調査の結果につきましては、速や

かにデータを地元に提示するよう要望しているところでございま

す。

大きな３つ目の調査としては、浪江町が独自に福島大学の協力を

得て行うものです。町内の小中学校、高校、公共施設など17カ所を

毎週金曜日にサーベイメーターで地表50センチと１メートルの高さ

の空間線量を測定します。６月17日から調査に入っておりまして、

。 、当分の間継続して測定する予定でございます 結果につきましては

町のホームページや広報等でお知らせします。
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町民の思いは一つです。１日も早く原発収束をし、家に帰れるこ

とです。この各種環境モニタリングを通じて、浪江町民の皆さんの

安全確保と１日も早い帰宅ができるよう努力してまいりたいと考え

ております。

以上です。

教育長。○議長（吉田数博君）

学校関係のご質問にお答えいたします。○教育長（畠山熙一郎君）

不自由な避難生活が長引いておりますが、これに子供達には大変

なストレスが、教職員は兼務という特殊な状況が加わっております

ので、子供達、保護者、教職員における心の負担が懸念されること

から、心のケアについては、早くからかなり進めてまいったところ

でございます。具体的には、５月から３名のカウンセラーを町独自

で採用していただきまして、岳、土湯温泉、それから猪苗代の３つ

の地区に派遣し、週３回の巡回等も行い、子供達と保護者の相談に

当たってまいりました。

また、県から派遣されるスクールカウンセラー１名でございます

が、教職員の活動拠点である旧木幡第二小学校に週１回の割合で勤

務していただきまして、兼務によって県内に赴いている教員、そし

てそこに学んでいる子供たち、そういった方々のサポートに当たっ

ております。それから小中学校の管理職も、県内各地に駐在する形

で浪江町の子供達と教職員がいる学校を訪ねて指導や助言を行って

います。

さらには、木幡二小に勤務する３名の養護教諭も、こういった方

々とチームを組みまして活動しておりますので、カウンセラー、養

護教諭等が情報交換などをするために、ケース検討会を定期的に行

うようにしています。それには、巡回指導に当たっておる、これは

県の事業を受けてですが、巡回指導に当たっている福島大学の教授

などにも加わっていただいて、専門性を高めながら鋭意務めておる

ところでございます。

スクールソーシャルワーカーにつきましては、町の独自の取り組

みを充実させながら、実は県教育委員会が関連事業としてスクール

ソーシャルワーカーの緊急派遣事業などをしておりますので、こう

いったものを進めてまいりたいと思っております。

夏休みを利用した、安全地帯での夏休み学校のご提案でございま

すが、子供達の心と体の安全をするために、さまざまな試みがある

中で、そういったご提案があるということを伺っております。これ

につきましてですが、浪江町の場合には子供達が点在しておりまし

て、なおかつ夏休みが終わるまでは全員が避難先のそれぞれの学校
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に在籍するという形をとってございますので、今お話しいただきま

した安全地帯での夏休みの学校ということを町として実現するには

いろいろとハードルが高いのかなと思わざるを得ません。

ただ、任意団体から同様の提案などもございますので、そういっ

た中で臨機に対応して行くことが必要だろうと思っております。

なお、子供達を放射線被害から守ることは極めて重要なことです

ので、今後、教育再開を予定しております小学校、あるいは中学校

でも、もちろん子供達が区域外就学で学んでいる市や町の教育委員

会とも協議しながら、なすべきことにはきちんと対応していかなけ

ればならないと考えておりますので、ご理解とご支援をいただきた

いと思います。

20番。○議長（吉田数博君）

再質問したいと思います。○20番（馬場 績君）

全体として、町長の答弁も含めて、本当に町民の生活再建をどう

するかという前向きの立場でご答弁があったということでありがと

うございました。

全体の受け止め方はそういう受け止めをしたわけですけれど、い

くつかこの問題で再質問をしたいと思います。

最後に答弁いただいたスクールソーシャルワーカーの件ですが、

県の教育委員会でもそういうこと考えているということなので、そ

れを活用する計画があるのかどうかということです。これも具体的

に話していると10分の時間がすぐなくなってしまうので、簡潔に実

、 。 。態をお話ししますけれども どこの誰とは申しません 中学生です

ホテル暮らしをしていると。朝になると37度の熱を出す。下痢をす

る。しかもそれが続いていると。無理に学校に行けともいえない。

子供の気持ちを大事にしているという話がありました。

それから、学校の先生方としては、今回の避難で本当に家族ばら

ばらで遠距離通学もしている。それから保護者は先ほどもお話しし

ましたけれども本当にないないづくしだと。子供に本を買ってやり

たいし、少しはぜいたくとはいわないのだけれども、少しは子供の

欲しいものを買ってやりたい。それもないということで、子供と親

の関係も含めて、避難生活が故に子供に迷惑をかけているという話

も直接私も聞いております。それらを含めて、カウンセラーという

のは心理の立場から相談に応じるということなので、私はやっぱり

先生方も子供も保護者も本当に悩んでいると。しかもそこには経済

的な問題もあるということなので、カウンセラーでは手に負えない

問題があるということははっきりしている。これも話すと長くなり

ますけど、実際本宮市で、県内ではほかにあるのか。本宮市でやっ
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ているということなので、行って中学校の校長先生にも聞いてきま

したし、それから教育委員会の係の先生とも話をしました。やっぱ

りやって良かったということなんです。まずこういう時期だから、

社会福祉士なんだね。福祉面にも通じた相談員がいないと、とても

とても学校あるいは教育委員会では対応しきれないということで

す。非常に私はこの時期大事なことではないかと思います。浪江で

は足りるのかということもいろいろあると思いますけれど、実態は

そういうことでした。ぜひ教育委員会として、３者の心に寄り添っ

た体制を作って欲しいと。一歩踏み込んで取り組むというお考えが

あるのかどうかお尋ねいたします。

最初に戻ります。まったく町長が怒りを抑えきれないと言われた

とおり、ＳＰＥＥＤＩの情報も含めて、あるいは国も県も東電も、

緊急事態発生に当たって、なんらの指示も、具体的な対応もしてこ

なかったと。私は、浪江町を何と思っているのかというそういう軽

い話ではないと。本当に、私も収まりつかないわけだけれど、感情

的になってもどうしようもないわけなので、ぜひ、県議会でも問題

になっているようです。国会でも問題になっているようです。それ

ほど重要な問題だということです。これは、町長にお願いしたいの

だけれども、事実に沿って、国と県と東電はこうだったということ

を文章にして、だから浪江町は浴びる必要のない被ばくをしてしま

ったと。この責任はどこにあるのだということを事実に沿って経過

を整理して、国と県と東電にその責任について明らかにする必要が

あると。それをなされるお考えがあるかどうか。

いろんな問題で裁判も視野に町民の立場で戦っていくということ

ですから、議会も町長のその立場も全面的にバックアップして、許

せないものは許せないと、明らかにするものは明らかにすると。出

させるものは出させるということで頑張っていく必要があると思い

ます。

議長もしっかり私の顔を見てうなずいておりますから、心してく

れたものと思います。

それから、内部被ばくについていろいろ今やっていると。このあ

と2,000人調査をするということですが、新聞報道によれば、母乳

からのセシウムが検出されているということです。それからあとこ

れは、今朝ほど実は三瓶議員からいただいた情報なのだけれど、津

島の「ゆうの里」というところで、耳のないウサギが生まれたとい

うことで、ユーチューブに流れているのだそうです。それと今回の

原発での爆発、被ばくと因果関係があるかどうかということは科学

的に証明していく必要があると思うのだけれど。これです。５月21
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日に動画投稿サイトユーチューブに流れたというものです。

これはこれで科学的に検証していく必要があると思うのだけれ

ど、私のところは土壌で毎時50マイクロシーベルト/hです。空間線

量で44.8といっていますから。私のところも含めてあの４日間は町

民の人達が津島に滞在したわけです。最も危険な時期でした。

したがって、内部被ばくそれから土壌調査については、先ほど教

育総務課長から答弁ありましたけれど、内部被ばくについては早急

に。大量の規模といってもその体制もあるから無理なことは言えな

いかもしれないですけれど、あらゆる可能性を追求して100人、

、 。2,000人だと言わないで 大規模に内部被ばくの調査をして欲しい

実は６月11日、町長にも出席していただいて、岳温泉で朝の10時

、 。 、半から夕方５時まで 被災３カ月交流の集いを行いました その時

これも名前は申しませんけれども、実は私はがんで手術をしている

のだと。その後、体調を悪くしていると。行った先の病院で内部被

ばくの検査をしてくれと頼んでいるけれども、先着があって受けら

れないと。なんとか優先的に内部被ばくの検査を受けさせてほしい

という相談を受けました。だからそういう深刻な事例はたくさんあ

ります。

ではどうするか。内部被ばくの検査をあちら任せではなくて、あ

らゆる可能性を追求して、大規模に検査できる体制を求めていくべ

きだと思います。これは町長が答えるのか課長が答えるのかわかり

ませんけれどお答えください。

それから、生活再建の問題で２つだけ。東電の仮払補償金に対し

て、税務当局はどうも課税を検討しているのではないかということ

が、ある説明会で話があったそうです。まずこれが事実かどうか。

これは行政サイドで国や県を通して確かめて欲しい。私は損害賠償

、はもちろん100％受ける権利を持っている一人でありますけれども

今回の事故に対して、損害賠償をした。それが課税の対象になる。

。 。とんでもないことです 特別立法の中で免除措置を図る必要がある

これを求めるかどうか。それから生活再建の問題。生活保護打ち切

られております。実は、きのうの民友新聞では福島県扱い400件あ

。 、るんだそうです 県内では４件打ち切ったということでありますが

その中に浪江町が入っている。そのことを浪江町は知っているかど

うか。

以上、お答えください。

教育長。○議長（吉田数博君）

スクールソーシャルワーカーの件でござい○教育長（畠山熙一郎君）

ますが、先ほどのご答弁を若干補足させていただきますが、問題が
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非常に複雑だということは、我々教育環境会議などでも認識してお

りまして、内容によりましては関係課のほうにもつなぐという形で

活動の幅は広げております。ただ、それで十分だとは思ってござい

ません。実は大学教授の話を先ほどちょっと申しましたが、スクー

ルソーシャルワーカーという立場ではありませんが、幅広い視野か

ら助言をいただいて今進めております。せっかく本宮市の例をお話

しいただきましたので、そういったことを勉強し、我々の活動を進

めながら検討してまいりたいと思いますが、おそらく一番難しい問

題だと思いますので、検討しながらその可能性を探っていくという

ことでご理解いただきたいと思っております。

以上でございます。

答弁者、健康保険課長。○議長（吉田数博君）

それでは内部被ばくについてのおただ○健康保険課長（木村 潔君）

しの件について、説明が少々足りなかったものですから、お答えし

たいと思います。

国から来ているのは４歳から19歳までが各年代２名、男女１名ず

つ。それから20歳から67歳までが男女１名ずつ。隔年で２名です。

１歳飛び。20歳の次が22歳という形で、人数がそうなっています。

それで議員先ほどおただしの母乳関係で、０歳から３歳児の母親

を７名抽出して、これは千葉県のほうに行くのですけれども、なか

なか夕べから電話をかけているのですけれども、千葉県まで行くと

いうのがなかなか同意してくれる方がいませんで、ランダムに抽出

するということでなく、各年代の生年月日順に男女を選んで、それ

で断られると次という形で夕べから電話をしております。

それから生活保護で、県の扱いでなっているのですが、現在のと

ころ。浪江町では当然知っていますけれども、浪江町の方が打ち切

られたという話ですけれども、私どもには、まだその話は来ており

ませんでした。

以上であります。

答弁者、町長。○議長（吉田数博君）

賠償金に対する課税の問題です。これは事務局○町長（馬場 有君）

を通して確かめたいと思います。それからもしそういうことがある

ということであれば、特別立法の中に免除措置を入れるべきだとい

うことで強く要請してまいりたいと思っております。

以上です。

20番。○議長（吉田数博君）

生活保護の問題から。実は、町で知らないわけ○20番（馬場 績君）

がないんだよ。これはこういう場だから名前は言いませんよ。福島



- 53 -

市に避難されているある高齢の方です。浪江町から後期高齢者の保

険証が送られてきたということですから、その方は生活保護受給世

。 、 、帯の人です 生活保護が打ち切られて いろいろお金がかかったと

。 、 。打ち切られて大変だという話をされております それから 今１人

これも直接話を聞いているから間違いありません。申請地が変わっ

たから打ち切りますということで打ち切られたと。

それで課長もご存知だと思うのだけれども、生活保護世帯で今回

100万円、場合によっては75万円。それから義援金、浪江町で42万

円をいただいたと。義援金については、これは福島県ではあくまで

もお見舞い金だから、収入認定はしないということで統一見解を出

しました。補償金の問題なのです。これは１世帯100万円というこ

とで、あるいは単身世帯75万円ということで出している。東京電力

、 、から言えば 補償賠償の一端だということかもしれませんけれども

先ほども議論になりましたけれども、これだけの精神的苦痛を味わ

っているわけです。仮に、そういうことでお金をもらったからとい

うことでも、それを収入認定をして生活保護を打ち切るというやり

方は、私はあまりにも人権無視ではないか。しかも浪江町ではいわ

ゆる県扱いの生活保護打ち切りの実態についても把握されていない

ということですから、一体こういうふうに混乱している時だからこ

れ以上責めるつもりはないけれども、実態はそうなっていると。だ

から一番いいのは自主更正計画も出したらいいということだとだか

ら、私はやっぱり生活保護再申請の意思がある方には、これは申請

を受け付けると。さらに仮設に移れば、収入のないまま、健康状態

が悪化して医者に行くという人達も増えてくるわけだから。収入の

ないところで身体条件が悪化すると。しかもその回りには知らない

人ばかりだということになれば、本当に場合によっては自殺を選択

するということも、行政側としては、あるいは我々としては思考の

範疇に入れておかなくてはならないですよ。それは絶対浪江町の仮

設からは自殺者は１人も出さないという構えで対処する必要があ

る。だから保健師についても、介護サービスについても、医療体制

についてもこういう時期だからこそ体制を強化する必要があるとい

うことを申し上げたのですけれども。

ぜひそういう問題が出ないように、じゃあどうするかということ

で、さらに具体的に提案をしたいと思うのですが、これは、文教厚

生常任委員会の避難所毎の座談会の中でも出されました。電話を入

れて欲しいと。場合によっては70歳以上の高齢者、あるいは単身世

帯というところには、アイネットというのも設置するということを

考えるべきではないか。
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それから、緊急事態の場合の通報措置として、避難所の集会所な

ど、何らかの通報システムを考えるべきではなきか。

それから、仮設住宅との関係でいえば、これはこの前、担当課長

にお願いしたのだけれども、もう自治会がなくて混乱しているとい

うことですから、全部埋まらなくても早い時期に自治会組織を作っ

て、そこで仮設に入っている人達がいろんなコミュニティをとるこ

とができるような体制を作る必要がある。自治会づくりについて、

今後どう進める考えなのかお答えください。

それから、復興ビジョンについてでありますけれども、暗中八策

の柱についてお示しいただきましたけれども、私はどういう理念で

復旧復興のビジョンを進めていくかということだと思うんです。町

民生活の再建、これを明確に復興ビジョンの理念に据えると。その

、 、上で 今は担当セクションでいろいろ検討しているようだけれども

今の段階はしょうがないと思う。ある一定時期になったらば、やっ

ぱりそれぞれの立場から復興ビジョンについて、町民の意見が反映

できるような体制を作っていく必要があると思います。どうされる

のかお答えください。

それから、被ばく手帳についても関係方面に求めていくというこ

とですが、私はとりあえず浪江町として被ばく手帳みたいな罹災あ

るいは被災証明書を出しているけれども、どこから被ばく手帳を出

、 。すかというと これまたいろいろ検討する必要があると思うんです

被ばく手帳を出して、被ばく手帳を持って行けば、いろんな意味で

心理的な相談も含めて、相談に乗ってもらえるような体制も作って

いく必要があるのではないかと思います。

別の角度から言えば、被ばく手帳の交付について求めていくとい

う町長の答弁がありましたけれど、私も５月18日、議会として政府

関係者に申し入れした際、居並ぶ民主党と政府関係の幹部の方々に

対して、深刻な被ばくをしていると、被ばく手帳を発行してくれと

いうことを申し入れしてきました。しかし、実際はまだそれを検討

するという段階で、具体化はしておりません。町長これ、やっぱり

ほかの町村にも関係することではあると思うけれども、浪江町が、

どういう表現にしたらいいかということはいろいろ検討する必要が

あると思っております。町民が４日間なら４日間、被ばくしたこと

を証明するということを書いて、それを持って大学病院やあるいは

専門の相談員に対しても相談できるような形をとるべきではないか

と思いますけれども、いかがでしょうか。お答えください。

それから、夏休み学校について、今はとてもとてもまだそういう

状況ではないということですが、実は長野県の南牧村の村長さんか
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らぜひ浪江町の町民を、何回かに分けて受け入れをしたいというこ

とを申し入れてきました。多分町長のところにも来ているのではな

いかと思いますが、それも含めて、その心をいやすことができるよ

うな夏休みの町民の心安らぐ場が持てるような対応を考えるべきで

はないか。どうされるかお答えください。学校のほうでは今無理だ

、 。 。ということですから 別な角度でどうでしょうか ご検討ください

お答えください。

答弁、町長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○町長（馬場 有君）

復興ビジョンの件でありますけれども、先ほど行政報告で申し上

げましたように、これだけの複合災害、震災を受けたものはないと

思います。そういう形の中で、やはり災害対策研究チームのまちづ

くりの一つのビジョンとしていいのではないかと考えています。こ

れだけのものの災害を後世に伝えるべき。風化をしてはならないと

考えています。そういう中で、今、いろんな全国の大学から研究に

力を貸してやるので、何とか頑張ってくださいという、全国の各大

学からも申し入れもございます。

さらには、企業についても、企業からやはりこういうような産業

づくりをするために、企業の研究所を持ってきたいというような話

も伺っております。そういう意味を含めて、やはりそういう都市作

りの視点のもとに、議員おただしのとおり、生業が元に戻るような

形のまちづくりをしてまいりたいと。そのためには、農林漁業の再

生ということも必要でありますし、あるいは商工業の特に物作り、

あるいは流通、そういうもののまちづくりも必要だと。さらには津

波の被害は甚大でありましたので、やはり住宅政策もこれからどう

いうふうにしていくのかというものをすべて含めた中での復興ビジ

ョンにしてまいりたいと考えます。

当然、いわゆる生業のできるようなまちに復興していきたいと、

こういう視点の中で考えていきたいと思っております。

それから、自治会組織を作ってコミュニティの構築、これは当然

コミュニティ、絆づくりは必要であります。そういう形の中で仮設

住宅の中で、やはりそういう自治組織をつくっていただいて、いろ

んなまちに対する意見なり、要望なりもたくさん出てくると思いま

すので、ぜひ絆を絶やしてはならないという感覚の中で、形成をし

ていきたいと思っております。

さらには、いわゆる町民の安らぎのある場所も、夏休み等展開し

たらどうだというお話、いいお話でございます。先ほど馬場議員か

らお話がありましたように、長野県から私のほうに要請はございま
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した。それは教育委員会のほうになりますけれども、何らかの形で

そういう安らぎの場を与えて、そして心が安まるように、そして生

きる力を要請できるように、やっていきたいとこのように考えてお

ります。

以上です。

答弁者、健康保険課長。○議長（吉田数博君）

生活保護の打ち切りの件についてなの○健康保険課長（木村 潔君）

ですけれども、確かに今度の震災によって、所管が町から国に変わ

ったのは間違いはないのですけれども、受給している方は浪江の町

民でありますので、戻りましてから県と連絡をとりまして要望して

いきたいと思います。

それから、議員おただしの仮設についてのアイネットは、これは

固定電話は、なかなか仮設は難しいものですから携帯式のアイネッ

ト、決裁おりて７月あたりから申請があれば設置できると思います

のでご協力よろしくお願いしたいと思います。

20番。○議長（吉田数博君）

以上で、質問を終わります。○20番（馬場 績君）

最大の教訓は、原発から脱却するということだと思います。環境

省の調査では、自然エネルギーは原発の40倍のエネルギーが埋蔵し

。 、ていると 日本の技術でも非常に有力だということでありますので

新たな一歩を踏み出せるようにお互い頑張っていきたいということ

を申し上げて、私の質問を終わります。ありがとうございました。

以上で、20番、馬場績君の一般質問を終わりま○議長（吉田数博君）

す。

通告を受けました一般質問は、すべて終了いたしました。

以上で、一般質問を終わります。

ここで昼食休憩のため、午後１時30分まで休憩○議長（吉田数博君）

といたします。

（午後 ０時０２分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 １時３０分）

◎承認第１号から承認第３６号一括上程、説明

お諮りいたします。日程第６、承認第１号から○議長（吉田数博君）

日程第36、承認第31号までを一括議題といたしたいと思いますが、

ご異議ございませんか。
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［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

よって日程第６、承認第１号から日程第36、承認第31号までを一

括議題といたします。

日程第６ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて 辺、 （

地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について（井手小丸辺

地 、町長から提案理由の説明を求めます。））

町長。

承認第１号から承認第31号まで、専決処分の承○町長（馬場 有君）

認を求めることについてご説明いたします。

本案につきましては、既に３月８日開催の３月定例会において議

案上程し、委員会の審議に付されている状況にありましたが、３月

11日の大震災及びその後の避難指示により、議案審議ができず廃案

となってしまったため、地方自治法第179条第１項の規定により、

３月22日に専決処分させていただきましたので、これを報告しその

承認を求めるものであります。

承認第１号 専決処分の承認を求めることについてご説明いたし

ます。

本案は、井手小丸地区辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策

定について専決処分したので、その承認を求めるものであります。

この総合整備計画に組み込まれた事業は、償還の際、交付税措置

がある辺地債事業の対象となるものであります。

日程第７、承認第２号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につ

いて（津島辺地 、町長から提案理由の説明を求めます。））

町長。

承認第２号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、平成22年３月定例会で議決をいただきました津島辺地に

係る公共的施設の総合整備計画について、移動通信業鉄塔施設整備

事業の減額ほか、事業費等の変更があったため、整備計画の変更に

ついて専決処分したので、その承認を求めるものであります。

日程第８、承認第３号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

（ ）、ることについて 双葉地方広域市町村圏組合規約の変更について

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

承認第３号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。
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本案は、広域行政圏計画策定要綱が平成21年３月31日をもって廃

止されたことに伴い、双葉地方広域市町村圏計画の策定及び総合調

整に関する事務を組合の共同処理する事務から削除するため、双葉

地方広域市町村圏組合規約の変更することについて専決処分したの

で、その承認を求めるものであります。

日程第９、承認第４号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

（ ）、ることについて 福島県市町村総合事務組合規約の変更について

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

承認第４号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、市町村合併により市及び町村の構成が変わったことに伴

い、地方自治法第286条第１項の規定に基づき、福島県市町村総合

事務組合規約を変更することについて専決処分をしたので、その承

認を求めるものであります。

日程第10、承認第５号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（浪江町道路線の認定及び廃止について 、町長か）

ら提案理由の説明を求めます。

町長。

承認第５号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

、 、本案は 津島地区中山間地域総合整備事業による道路整備に伴い

浪江町道路線認定及び廃止について専決処分したので、その承認を

求めるものであります。

日程第11、承認第６号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（町長等の給与の特例に関する条例の一部改正につ

いて 、町長から提案理由の説明を求めます。）

町長。

承認第６号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、町長等の給与の特例等に関する条例の一部改正について

、 。 、専決処分したので その承認を求めるものであります 改正理由は

町長について本来支給額の50％を減額、副町長、教育長については

それぞれ30％を減額するため改正したものであります。

日程第12、承認第７号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（職員の給与に関する条例の一部改正について 、）

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。
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承認第７号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、職員の給与に関する条例の一部改正について専決処分し

たので、その承認を求めるものであります。改正理由は、福島県人

事委員会勧告の内容を踏まえ、職員の通勤手当及び超過勤務手当に

ついて所要の改正を行うため改正したものであります。

日程第13、承認第８号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正

について 、町長から提案理由の説明を求めます。）

町長。

承認第８号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正につい

て専決処分したので、その承認を求めるものであります。

改正理由は、国、県に準じて育児または介護を行う職員の早出、

遅出勤務制度を整備し、職業生活と家庭生活の両立支援を図るため

改正したものであります。

日程第14、承認第９号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部

改正について 、町長から提案理由の説明を求めます。）

町長。

承認第９号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正に

ついて専決処分したので、承認を求めるものであります。

改正理由は、職員の給与に関する条例の一部改正等に伴い、関係

条文を整理するため改正したものであります。

日程第15、承認第10号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（職員の育児休業等に関する条例の一部改正につい

て 、町長から提案理由の説明を求めます。）

町長。

承認第10号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、職員の育児休業等に関する条例の一部改正について専決

処分したので、その承認を求めるものであります。

改正理由は、国家公務員の育児休業に関する法律等の一部を改正

する法律による、地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正

が、本年４月１日から施行されたことなどに伴い、所要の改正を行
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ったものであります。

日程第16、承認第11号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（浪江町国民健康保険条例の一部改正について 、）

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

承認第11号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明をいたします。

本案は、浪江町国民健康保険条例の一部改正について専決処分を

したので承認を求めるものであります。

改正理由は、平成21年10月から平成23年３月までの間、暫定的に

引き上げた出産育児一時金の支給額について、平成23年４月から恒

久化するため改正したものであります。

日程第17、承認第12号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

（ ）、ることについて 浪江町道路占用料徴収条例の一部改正について

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

承認第12号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、浪江町道路占用料徴収条例の一部改正について専決処分

をしたので承認を求めるものであります。

、 、改正の理由は 道路法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い

占用料の改定を行うため改正したものであります。

日程第18、承認第13号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成22年度浪江町一般会計補正予算（第６号 、））

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

承認第13号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、平成22年度浪江町一般会計補正予算（第６号）の専決処

分の承認を求めるものであります。

内容は、平成22年度予算の整備に伴い、歳入歳出それぞれ2,882

万1,000円を減額したものであります。

日程第19、承認第14号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成22年度浪江町文化及びスポーツ振興育成事業

特別会計補正予算（第１号 、町長から提案理由の説明を求めま））

す。

町長。

承認第14号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）
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いてご説明いたします。

本案は、平成22年度浪江町文化及びスポーツ振興育成事業特別会

計補正予算（第１号）の専決処分の承認を求めるものであります。

内容は、平成22年度予算の整備に伴い、歳入歳出それぞれ71万

5,000円を減額したものであります。

日程第20、承認第15号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成22年度浪江町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第５号 、町長から提案理由の説明を求めます。））

町長。

承認第15号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明をいたします。

本案は、平成22年度浪江町国民健康保険事業特別会計補正予算第

５号の専決処分の承認を求めるものであります。

内容は、平成22年度予算の整備に伴い、歳入歳出それぞれ2,561

万1,000円を増額したものであります。

日程第21、承認第16号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成22年度浪江町国民健康保険直営診療施設事業

特別会計補正予算（第３号 、町長から提案理由の説明を求めま））

す。

町長。

承認第16号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、平成22年度浪江町国民健康保険直営診療施設事業特別会

計補正予算（第３号）の専決処分の承認を求めるものであります。

内容は、平成22年度予算の整備に伴い、歳入歳出それぞれ169万

1,000円を増額したものであります。

日程第22、承認第17号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成22年度浪江町公共下水道事業特別会計補正予

算（第４号 、町長から提案理由の説明を求めます。））

町長。

承認第17号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、平成22年度浪江町公共下水道事業特別会計補正予算（第

４号）の専決処分の承認を求めるものであります。

内容は、平成22年度予算の整理を行ったものであります。

日程第23、承認第18号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成22年度浪江町介護保険事業特別会計補正予算

（第４号 、町長から提案理由の説明を求めます。））
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町長。

承認第18号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、平成22年度浪江町介護保険事業特別会計補正予算（第４

号）の専決処分の承認を求めるものであります。

内容は、平成22年度予算の整理に伴い、歳入歳出それぞれ534万

4,000円を減額したものであります。

日程第24、承認第19号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成22年度浪江町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号 、町長から提案理由の説明を求めます。））

町長。

承認第19号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、平成22年度浪江後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）の専決処分の承認を求めるものであります。

内容は、平成22年度予算の整理に伴い、歳入歳出それぞれ282万

6,000円を増額したものであります。

日程第25、承認第20号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成22年度浪江町水道事業会計補正予算（第４

号 、町長から提案理由の説明を求めます。））

町長。

承認第20号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、平成22年度浪江町水道事業会計補正予算（第４号）の専

決処分の承認を求めるものであります。

内容は、平成22年度予算の整備に伴い、収益的収入209万円、収

益的支出33万円をそれぞれ増額したものであります。

日程第26、承認第21号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成23年度浪江町一般会計予算 、町長から提案）

理由の説明を求めます。

町長。

承認第21号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は平成23年度浪江町一般会計予算の専決処分の承認を求める

ものであります。

内容は、平成23年度予算の総額を歳入歳出それぞれ71億3,900万

円と定めたものであります。

日程第27、承認第22号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）
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ることについて（平成23年度浪江町文化及びスポーツ振興育成事業

特別会計予算 、町長から提案理由の説明を求めます。）

町長。

承認第22号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、平成23年度浪江町文化及びスポーツ振興育成事業特別会

計予算の専決処分の承認を求めるものであります。

内容は、平成23年度予算の総額を歳入歳出それぞれ305万4,000円

と定めたものであります。

日程第28、承認第23号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成23年度浪江町国民健康保険事業特別会計予

算 、町長から提案理由の説明を求めます。）

町長。

承認第23号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、平成23年度浪江町国民健康保険事業特別会計予算の専決

処分の承認を求めるものであります。

内容は、平成23年度予算の総額を歳入歳出それぞれ23億5,551万

9,000円と定めたものであります。

日程第29、承認第24号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成23年度浪江町国民健康保険直営診療施設事業

特別会計予算 、町長から提案理由の説明を求めます。）

町長。

承認第24号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明をいたします。

本案は、平成23年度浪江町国民健康保険直営診療施設事業特別会

計予算の専決処分の承認を求めるものであります。

内容は、平成23年度予算の総額を歳入歳出それぞれ１億1,384万

1,000円と定めたものであります。

日程第30、承認第25号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

（ ）、ることについて 平成23年度浪江町公共下水道事業特別会計予算

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

承認第25号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、平成23年度浪江町公共下水道事業特別会計予算の専決処

分の承認を求めるものであります。

内容は、平成23年度予算の総額を歳入歳出それぞれ５億2,194万
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3,000円と定めたものであります。

日程第31、承認第26号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成23年度浪江町工業団地造成事業特別会計予

算 、町長から提案理由の説明を求めます。）

町長。

承認第26号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、平成23年度浪江町工業団地造成事業特別会計予算の専決

処分の承認を求めるものであります。

内容は、平成23年度予算の総額を歳入歳出それぞれ600万円と定

めたものであります。

日程第32、承認第27号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成23年度浪江町農業集落排水事業特別会計予

算 、町長から提案理由の説明を求めます。）

町長。

承認第27号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、平成23年度浪江町農業集落排水事業特別会計予算の専決

処分の承認を求めるものであります。

内容は、平成23年度予算の総額を歳入歳出それぞれ5,210万8,000

円と定めたものであります。

日程第33、承認第28号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成23年度浪江町介護保険事業特別会計予算 、）

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

承認第28号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、平成23年度浪江町介護保険事業特別会計予算の専決処分

の承認を求めるものであります。

内容は、平成23年度予算の総額を歳入歳出それぞれ15億8,105万

6,000円と定めたものであります。

日程第34、承認第29号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

（ ）、ることについて 平成23年度浪江町財産区管理事業特別会計予算

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

承認第29号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明をいたします。

本案は、平成23年度浪江町財産区管理事業特別会計予算の専決処
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分の承認を求めるものであります。

内容は、平成23年度予算の総額を歳入歳出それぞれ557万2,000円

と定めたものであります。

日程第35、承認第30号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

（ ）、ることについて 平成23年度浪江町後期高齢者医療特別会計予算

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

承認第30号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、平成23年度浪江町後期高齢者医療特別会計予算の専決処

分の承認を求めるものであります。

内容は、平成23年度予算の総額を歳入歳出それぞれ１億7,413万

7,000円と定めたものであります。

日程第36、承認第31号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成23年度浪江町水道事業会計予算 、町長から）

提案理由の説明を求めます。

町長。

承認第31号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明をいたします。

本案は平成23年度浪江町水道事業会計予算の専決処分の承認を求

めるものであります。

内容は、平成23年度収益的収入の３億4,611万2,000円、支出を３

億2,012万8,000円、資本的収入1,165万円、支出を１億8,948万

9,000円をそれぞれ定めたものであります。

以上、承認第１号から承認第31号について、よろしくご審議をお

願いいたします。

以上で一括上程については終わりました。○議長（吉田数博君）

引き続き議案上程を行います。

日程第37 承認第32号 専決処分の承認を求めることについて 浪、 （

江町公告式条例の特例に関する条例の制定について 、町長から提）

案理由の説明を求めます。

町長。

承認第32号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、浪江町公告式条例の特例に関する条例の制定について専

決処分をしたのでその承認を求めるものであります。

制定理由は、役場機能を二本松市東和支所に移したことにより、

掲示場の所在を定めるため制定したものであります。
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よろくしご審議くださるようお願い申し上げます。

日程第38、承認第33号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成22年度浪江町一般会計補正予算（第７号 、））

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

承認第33号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、平成22年度浪江町一般会計補正予算（第７号）の専決処

分の承認を求めるものであります。

内容は、東日本大震災及び東京電力㈱福島第一原子力発電所事故

により避難している町民の方に生活援助資金の貸し付けを行うた

め、歳入歳出それぞれ5,000万円を補正増したものであります。

詳細については、総務課長が説明いたします。

内容説明、総務課長。○議長（吉田数博君）

事項別明細書により説明を申し上げます。○総務課長（根岸弘正君）

５ページをお開きいただきたいと思います。

まず歳入でありますが、款18繰入金ということで財政調整基金繰

入金5,000万円、財政調整基金を取り崩しての予算編成となってお

ります。

次に６ページ、歳出であります。款２総務費、目５財産管理費と

いうことで5,300万円の補正増であります。公共施設修繕工事とい

うことで、きめ細かな交付金事業を一本化して振り替えたというこ

とであります。目６企画費、補正額が1,000万円の補正減になりま

す。委託料1,000万円、工事請負費907万円の減であります。公共サ

インの設置工事についてきめ細かな交付金事業で予定でありました

が、事業が実施できないということで、公共施設修繕工事のほうに

振り替えを行ったものであります。

款３民生費、目８災害救助費5,000万円であります。災害生活援

助資金貸付事業貸付金ということで、社会福祉協議会のほうに貸付

を行うために補正をしたものでございます。

款10教育費、小学校費、目２教育振興費であります。補正額240

万円の補正減でございます。義務共済費ということで、光を注ぐ交

付金で、図書購入を予定しておりましたけれども、今回の震災で事

業の実施できないということでの減額でございます。

次の項３中学校費も同じでありまして、補正減が210万円でござ

います。理由は同じでございます。

次に、項５社会教育費、目２中央公民館費ということで750万円

の補正増であります。公民館分館改修工事で光を注ぐ交付金で事業
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を実施するということでございます。

目７図書館費、備品購入費で300万円の補正減であります。これ

も図書費を減額するということでございます。光を注ぐ交付金で実

施できないということでございます。

次に、項６保健体育費、目６地域スポーツセンター建設事業費で

4,300万円の補正減、地域スポーツセンター外構工事、これもきめ

細かな交付金事業でやるつもりでありましたが、事業の実施ができ

ないということでの補正減でございます。

次に、３ページをお開きいただきたいと思います。

繰越明許費の補正であります。款２総務費ということで公共施設

改修事業5,300万円、今回補正増したものについて繰越明許費を設

定するということでございます。

次に、款３民生費、社会福祉費ということで災害生活援助資金貸

付金を5,000万円ということで、平成22年度、平成23年度分の貸付

金ということでの繰越明許費でございます。

次に、２変更でございます。款６農林水産業費、農山漁村活性化

プロジェクト交付金事業、これは立野の中の農道整備になります。

補正前の金額が550万円、補正額を800万円と変更するものでござい

ます。

次に、款10教育費、社会教育費、公民館分館整備事業ということ

で、補正前が400万円、項目補正が公民館分館事業1,150万円という

ことで、これは請戸公民館についての整備事業を図りたいというこ

とでの繰越明許費でございます。

次に、廃止でございます。総務費で公共債整備事業ということで

1,000万円。教育費の小学校、中学校社会教育費、これは図書整備

費について、これをすべて廃止をしたい。

また、地域スポーツセンター事業についても4,300万円を廃止す

るということであります。

以上であります。よろしくお願いします。

日程第39、承認第34号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（浪江町公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関

する基本協定の一部を変更する協定の締結について 、町長から提）

案理由の説明を求めます。

町長。

承認第34号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、浪江町公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する基

本協定の一部を変更する協定の締結について専決処分したので、そ
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の承認を求めるものであります。

変更内容は、現協定第３条第１項中の完成予定年度 「平成22年、

度」を「平成23年度」に改めるものであります。

よろしくご審議くださるようお願いいたします。

日程第40、承認第35号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関

する条例の一部改正について 、町長から提案理由の説明を求めま）

す。

町長。

承認第35号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明をいたします。

本案は、議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条

例の一部改正について専決処分をしたので、この承認を求めるもの

であります。

改正内容は、平成23年度中の議員報酬月額を10％削減するもので

あります。

よろしくご審議くださるようお願い申し上げます。

日程第41、承認第36号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（浪江町税特別措置条例の一部改正について 、町）

長から提案理由の説明を求めます。

町長。

承認第36号 浪江町税特別措置条例の一部改正○町長（馬場 有君）

についてご説明いたします。

本案は、浪江町税特別措置条例の一部改正について専決処分をし

たので、その承認を求めるものであります。

これは、原子力発電施設等立地地域の振興に関する特別措置法第

10条の地方税の不均一課税に伴う措置が適用される場合等を定める

政令等の一部改正に伴い、その適用期限を平成25年３月31日まで延

長するものであります。

詳細については、税務課長が説明いたします。

内容説明、税務課長。○議長（吉田数博君）

浪江町税特別措置条例新旧対照表にて説明○税務課長（大浦泰夫君）

をさせていただきます。

減収補てん制度を規定している省令のうち、平成22年度末にその

期限が到来するものについて、平成25年３月31日まで期限の延長を

したところでございます。

企業立地の促進等による地域における産業集積の形成及び活性化

に関する法律第20条の地方公共団体等を省令、平成19年総務省令第
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94号３条第１項第１号で、平成25年３月31日までに行われた同意に

限るものについて、固定資産税について不均一課税をすることとし

ています。

浪江町税特別措置条例第４条の２において、当該同意、平成25年

３月31日までに行われた同意に限るの日から起算して５年以内に対

象施設を設置した理由を申請して、固定資産税が課されることにな

った年度から３カ年の固定資産税の課税を免除する規定でありま

す。

次に、原子力発電施設等立地地域の振興に関する特別措置法第10

条、地方税の不均一課税に伴う措置が適用される場合等を定める省

令、平成13年総務省省令第54号第１条第１項第１号で、平成25年３

月31日までに行われた生産設備であって、それを構成する減価償却

資産の取得価格の合計額が2,700万円を超え、増加する雇用者数が

15人を超えるものについて、固定資産税について課税を免除または

不均一課税をするものとしているところでございます。

条例第５条第１項において、平成25年３月31日までに設備を新築

または増設した者に対しては、固定資産税は当該固定資産税が課さ

れる年度から、３か年分のものに限り初年度100分の0.14、第２年

度100分の0.35、第３年度100分の0.7にする規定であります。

よろしくお願いいたします。

日程第42、承認第37号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

（ ）、ることについて 浪江町国民健康保険税条例の一部改正について

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

承認第37号 浪江町国民健康保険税条例の一部○町長（馬場 有君）

改正についてご説明いたします。

本案は、浪江町国民健康保険税条例の一部改正について専決処分

をしたので承認を求めるものであります。

これは地方税法施行令の資料を廃止する政令、平成23年政令第44

号が改正されたことに伴うものであります。

詳細については、税務課長が説明いたします。

内容説明、税務課長。○議長（吉田数博君）

浪江町国民健康保険税条例、新旧対照表に○税務課長（大浦泰夫君）

てご説明いたします。

第２条第２項は基礎課税額の変更であります。世帯主及びその世

帯に属する国民健康保険被保険者数につき算定した所得割額及び資

産割額並びに被保険者均等割及び世帯別平等割額の合計額が51万円

を超える場合につきましては、基礎課税額51万円とするとしたとこ
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ろでございます。

第２条第３項は、後期高齢者支援金等課税額の変更であります。

世帯主及びその世帯に属する被保険者につき算定した所得割額及び

資産割額並びに被保険者均等割額及び世帯別平等割額の合計額が、

14万円を超える場合につきましては、後期高齢者支援金等課税額を

14万円とすることにしたところでございます。

第２条第４項は、介護納付金課税額の変更であります。市町村の

区域内に住所を有する40歳以上65歳未満の医療保険加入者である世

帯主世帯及びその世帯に属する介護納付金課税被保険者につき算定

した所得割額及び資産割額並びに被保険者均等割額及び世帯別平等

割額の合計額が12万円を超える場合につきましては、介護納付金課

税額は12万円とするとしたところでございます。

第23条の国民健康保険税の減額条項であります。今回の基礎課税

額につきましては、第２条第２項本文の基礎課税額から、ア（国民

健康保険の被保険者に係る被保険者均等割額、被保険者１人につい

て１万8,550円）及びイ（国民健康保険の被保険者に係る世帯別平

等割、特別世帯以外の世帯につきましては１万6,240円、特定世帯

につきましては8,120円）に掲げる額を減額して得た額 （当該減。

額して得た額が51万円を超える場合については、51万円とするとい

うことであります ）。

第２条第３項の本文の後期高齢者支援金等課税額からウ（国民健

康保険の被保険者に係る後期高齢者支援金等課税額の被保険者均等

割額、被保険者１人について6,160円）及びエ（国民健康保険の被

保険者に係る後期高齢者支援金課税額の世帯別平等割額、特定世帯

以外の世帯5,460円、特定世帯2,730円）に掲げる額を減額して得た

額が14万円を超える場合は14万円としたところでございます。

第２条第４項本文の介護納付金課税からオ（介護納付金課税額被

保険者に係る被保険者均等割額 １人について7,070円 及びカ 介、 ） （

護納付金課税被保険者に掲げる額を減額して得た額（当該減額して

得た額が12万円を超える場合には、12万円 ）の合算額としたとこ）

ろであります。よろしくお願いいたします。

日程第43、承認第38号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成23年度浪江町一般会計補正予算（第１号 、））

町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

承認第38号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、平成23年度浪江町一般会計補正予算（第１号）の専決処
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分の承認を求めるものであります。

内容は、避難所運営業務、義援金支給業務、スクールバス運行業

務など、災害救助費の２億5,873万5,000円、避難者の生活支援とし

て緊急雇用創出事業3,000万円、仮事務所として借用している二本

松市役所東和支所及び男女共生センター経費7,090万円など、総額

３億8,301万9,000円を補正増したものであります。

詳細につきましては、総務課長が説明をいたします。

内容説明、総務課長。○議長（吉田数博君）

それでは事項別明細書によりご説明を申し○総務課長（根岸弘正君）

上げます。６ページをお開きいただきたいと思います。

歳入でありますが、款10地方交付税であります。今回補正額が３

億9,680万円であります。これは特別交付税ということで、今回５

億1,680万円の特別交付税が交付になりました。それを補正するも

のでございます。

次に、款10県支出金、目４土木費県補助金であります。補正額が

1,378万1,000円の減額であります。内訳としまして、ふるさと雇用

再生特別基金事業1,494万9,000円の補正減ということでございま

す。今回の災害によりまして、事業実施困難であるということでの

減額でございます。また、緊急雇用創出基金事業費ということで

、 、116万8,000円がございますけれども これも事業実施ができない分

減額が含まれております。この減額分と今回の災害によっての緊急

雇用のための補助金が3,000万円ございます。その差し引きで116万

8,000円の増ということでありまして、今回の災害に伴う緊急雇用

としまして3,000万円がここに組み込まれてございます。

次に、歳出でありますが、款２、目５財産管理費5,961万2,000円

の減であります。これは庁舎に関する管理費を減額したということ

でございます。次８ページになります。目24仮庁舎管理費というこ

とで、今回7,090万円の補正増であります。11需用費500万円でござ

います。一般事務費、それぞれ災害事業費に係る仮設庁舎に関する

事務費でございます。12役務費で290万円の補正増。通信運搬費、

手数料等が主なものでございます。13委託料でありますが、2,500

万円の補正増であります。これは仮庁舎の設営委託料、また仮庁舎

の運営委託料でございます。節14使用料及び賃借料で3,300万円。

内訳としまして施設使用料で2,300万円、現在使用しております男

女共生センターの庁舎になっている部分と会議室の部分でございま

。 、 。す また 複写機等の賃借料が1,000万円で合わせて3,300万円です

15工事請負費200万円、仮庁舎の耐震工事費でございます。節18備

品購入費300万円で、これも仮庁舎に伴う備品購入費ということで
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ございます。

次、款３民生費であります。目３災害救助費ということで、３職

員手当で1,500万円でございます。一般職員の時間外手当でありま

す。節４共済費297万7,000円、これは緊急雇用の臨時職員に係る社

会保険料でございます。40人の３カ月分を補正したところでこざい

ます。７賃金2,280万円、これは同じく雇用賃金の３カ月分という

ことでございます。次に11需用費で1,207万3,000円の補正増であり

ます。消耗費で400万円、燃料費750万円。これは公用車避難所用の

ものでございます。また印刷費150万円、修繕料100万円は、義援金

の申請用の封筒であるとか、避難所の修繕料でございます。次に10

ページになります。12役務費で1,170万円の補正増であります。通

信運搬費で1,000万円、これは電話料であるとか、義援金の申請代

の郵送料でございます。通信運搬費で150万円でございます。緊急

雇用の郵送等でございます。節13委託料3,273万円でございます。

内訳としまして災害援助金の処理業務委託料、または避難所等清掃

。 、 、委託料等でございます 次に 14使用料及び賃借料5,922万5,000円

大きなものは自動車借上料5,565万2,000円。これは主にスクールバ

スの借り上げということです。節19負担金及び交付金ということで

1,520万円、小中学校の給食費の負担金でございます。町で負担す

るということでございます。次に、20扶助費で１億700万円、これ

は災害援護費ということで、仮設住宅に入居する際の日常品等の支

給等でございます。

次に、款５労働費になります。目３ふるさと雇用再生特別基金事

業1,294万9,000円の減額ということで、今回災害で実施が困難だと

いうことでの減額でございます。次に、目４緊急雇用創出事業とい

うことで2,883万5,000円の補正減でございます。これについても減

額でございます。

次に、予備費でありますが、今回の補正額が１億2,878万円とい

うことで、財源の調整をしております。

以上であります。よろしくお願いいたします。

日程第44、承認第39号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（浪江町役場二本松事務所設置条例の制定につい

て 、町長から提案理由の説明を求めます。）

町長。

承認第39号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、浪江町役場二本松事務所設置条例の制定について専決処

分をしたので、その承認を求めるものであります。
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制定理由は、役場機能を二本松市東和支所に移したことにより、

事務所の名称、位置及び所管区域を定めるため制定したものであり

ます。よろしくご審議下さるようお願いいたします。

日程第45、承認第40号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（浪江町公告式条例の特例に関する条例の一部改正

について 、町長から提案理由の説明を求めます。）

町長。

承認第40号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、浪江町公告式条例の特例に関する条例の一部改正につい

て専決処分したので、その承認を求めるものであります。

改正理由は、役場機能を二本松市東和支所から二本松市郭内の福

島県男女共生センター内に移したことにより、掲示場の所在及び名

称を変更するため改正したものであります。

よろしくご審議下さるようお願いいたします。

日程第46、承認第41号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（浪江町役場二本松事務所設置条例の一部改正につ

いて 、町長から提案理由の説明を求めます。）

町長。

承認第41号 専決処分の承認を求めることにつ○町長（馬場 有君）

いてご説明いたします。

本案は、浪江町役場二本松事務所設置条例の一部改正について専

決処分をしたので、その承認を求めるものであります。

改正理由は、役場機能を二本松市東和支所から二本松市郭内の福

島県男女共生センター内に移したことにより、事務所の位置を変更

するため改正したものであります。

よろしくご審議くださるようお願いいたします。

日程第47、議案第39号 浪江町税条例の一部改○議長（吉田数博君）

正について、町長から提案理由の説明を求めます。

町長。

議案第39号 浪江町税条例の一部改正について○町長（馬場 有君）

ご説明いたします。

本案は、地方税法の一部を改正する法律（平成23年法律第30号）

により、地方税法の一部が改正されたことに伴い、条例の一部改正

をするものであります。

よろしくご審議くださるようお願いいたします。

詳細については税務課長が説明をいたします。

内容説明、税務課長。○議長（吉田数博君）
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浪江町税条例新旧対照表によりご説明申し○税務課長（大浦泰夫君）

上げます。

第22条第１項、東日本大震災により、その者の有する資産につい

て、受けた損失の金額については、所得割の納税義務者の選択によ

り、平成22年度において生じた損失の金額として、平成23年度分の

個人町民税の雑損控除額の控除及び雑損失の金額の控除の特例を適

用することができるものとするとしたところであります。

第22条第２項、雑損控除適用指定、前年分の総所得金額等から控

除しても控除しきれない損失額についての繰越期間を３年から５年

に延長することとしたところです。

、 、 、第22条第３項 生計を一にする親族が 受けた損失があるときは

親族の平成24年度以後の年度分に係る雑損控除の適用は、平成23年

度において、生じなかったものとみなすということでございます。

第22条第４項、親族資産損失額が平成24年度以降の各年において

生じたものである場合における、生計を一にする親族が受けた損失

があるときは、親族の平成24年度以後の年度分に係る雑損控除の適

用は平成23年度において、生じなかったものとみなす規定について

は、当該特例損失金額が生じた年とするということでございます。

第22条第５項、町民税の申告に雑損控除の適用を受けようとする

旨、記載がある場合に限り適用すると定めてございます。

第23条第１項、住宅借入金等特別規定額控除の適用を受けていた

住宅が、東日本大震災により住居の用に供することができなくなっ

た場合においても、控除対象期間の残りの期間について、引き続き

住宅借入金等特別税額控除を適用することができるとしたところで

ございます。

第24条第１項、東日本大震災により、滅失または損壊した家屋の

敷地の用に供されていた土地で、平成23年度分の固定資産税につい

て、住宅用地に係る課税標準の特例措置を受けたもののうち、家屋

又は構築物の敷地の用に供されている土地以外の土地について、平

成24年度から平成33年度までの各年度に係る賦課期日において、住

宅用地として使用することができないと町長が認める場合に限り、

当該土地を住宅用地とみなして、課税標準の特例措置等の地方税法

の規定を適用することとし、この場合において、次に掲げる事項を

記載した申告書を１月31日までに提出することとしたものでござい

ます。

第１号、当該特例措置の対象となるものの範囲を、平成23年度に

係る賦課期日における当該土地所有者と当該所有者等が個人である

場合における相続人、当該所有者等から当該土地の譲渡を受けたそ
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の者の３親等内の親族及びその当該所有者等が法人である場合にお

ける合併法人等とするほか、住宅用地とみなす土地のうち、小規模

住宅用地の特例措置の対象となる土地の範囲について、所要の規定

を制定するものであります。

第２号、平成23年度に係る賦課期日において存した家屋の所有者

及び家屋分を記載し提出することとしたところでございます。

第３号、被災住宅用地が住宅用地の特例に規定する家屋の、敷地

の用に供する土地として使用することが出来ない理由を記載するこ

ととしたところです。

第４号、固定資産税賦課に関し、町長が必要と認める事項を記載

することとしたところでございます。

第２項、東日本大震災により滅失し、または損壊した家屋の敷地

の用に供されていた土地で、平成23年度の固定資産税について、住

宅用地に係る課税標準の特例措置を受けたもののうち、家屋または

構築物の敷地の用に供された土地以外の土地について、平成24年度

から平成33年度までの各年度における賦課期日において、住宅用地

として使用することができないと町長が認める場合に限り、当該の

土地を住宅用地と見なして、課税標準の特例措置等の地方税法の規

定を適用することとし、この場合において、次に掲げる事項を記載

した申告書を１月31日まで提出することとしたところでございま

す。この場合、町長に住宅用地の申告が必要としたところでありま

す。

第３項、東日本大震災により滅失し、または損壊した家屋の敷地

の用に供されていた共用土地であった土地に対して課する固定資産

税については、当該土地の各共有者が当該土地の持分の割合等によ

って按分した額について納付する義務を負うこととしたところでご

ざいます。

第１号、代表者が毎年１月31日までに、代表者の住所及び氏名を

記載することとしたところでございます。

第２号、共用土地の所在、地番、地目及び地籍並びにその用途を

記載することとしたところでございます。

第３号、被災区分所有家屋の所在、家屋番号、種類、構造及び床

面積並びにその用途を記載するものであります。

第４号、特定被災共用土地納税義務者の住所及び氏名並びに各特

定被災共用土地納税義務者の当該特定被災共用土地に係る持分の割

合を記載するものであります。

第５号、按分する場合に用いられる割合に準じて、定めた割合に

準じて定めた割合及び当該割合の算定方法を記載したところでござ



- 76 -

います。

第４項、仮換地等に対応する従前の土地が、被災住宅用地である

場合において、当該被災住宅用地につき、土地登記簿等に、所有者

として登記等がされているもので、平成23年度に係る当該被災住宅

用地の所有者等をもって、当該仮換地に係る所有者とみなされたと

きは、当該仮換地等に対して課する平成24年度から平成33年度まで

の各年度の固定資産税については、当該仮換地等の被災住宅用地と

みなして、課税標準の特例措置等の整備をしたところで、この固定

資産税額の按分については、特定被災共用土地納税義務者とあるの

は、仮換地等納税義務者と、特定被災共用土地のとあるのは、仮換

地等特定被災共用地にとあるのは、仮換地等に対応する従前の土地

である特定被災共用土地にとするとしたところでございます。

附則で、この条例は公布の日から施行する。ただし、附則に３条

を加える改正規定（附則第23条に係る部分に限る）は、平成24年１

月１日から施行することとしたところでございます。よろしくお願

いいたします。

日程第48、議案第40号 災害弔慰金の支給等に○議長（吉田数博君）

関する条例の一部改正について、町長から提案理由の説明を求めま

す。

町長。

議案第40号 災害弔慰金の支給等に関する条例○町長（馬場 有君）

の一部改正についてご説明いたします。

本案は、東日本大震災に対処するため、特別財政援助及び助成に

関する法律及び東日本大震災に対処するための特別の財政援助及び

助成に関する法律の厚生労働省関係規定の施行令等に関する政令の

施行等に伴い、所要の改正をするものであります。

詳細については、総務課長が説明いたします。

内容説明、総務課長。○議長（吉田数博君）

それでは議案第40号の新旧対照表によりご○総務課長（根岸弘正君）

説明を申し上げます。

まず、第１条でありますが、災害障害見舞金の支給を追加するも

のであります 「自然災害により精神又は身体に著しい障害を受け。

た町民に対する災害障害見舞金の支給及び」というものを追加する

ということでございます。

第２条につきしまては文言の整理でありますので、説明を省略さ

せていただきます。

第３条につきましては、第３章を新設したことによります文言の

追加等ということでございます。
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第４条であります。第４条第１項は、遺族の順位について定める

ものでありまして、第１号は、死亡者の死亡当時において、死亡者

側により生計を主として維持していた遺族を先にし、その他の遺族

を後にするということでございます。

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時３１分）

再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時４３分）

お諮りいたします。議案第40号について資料不○議長（吉田数博君）

足のために後回しということで、次、議案第41号に移りたいと思い

ますが、ご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

それでは、議案第40号については、資料が揃い次第説明をいただ

くということで、議案第41号に入ります。

日程第49、議案第41号、平成23年度浪江町一般会計補正予算（第

２号 、町長から提案理由の説明を求めます。）

町長。

議案第41号 平成23年度浪江町一般会計補正予○町長（馬場 有君）

算（第２号）についてご説明いたします。

本案は、災害弔慰金の支給、仮設住宅の運営、仮設学校の運営な

どを行うため、歳入歳出それぞれ19億2,735万4,000円を補正増する

ものであります。

歳入の主なものは、災害救助費県負担金12億4,730万8,000円、財

政調整基金繰入金の合計額であります。

歳出の主なものは、災害弔慰金12億2,500万円、災害見舞金１億

8,600万円、避難者生活支援物資等災害援護金１億8,530万円、町立

保育所休止に伴う保育所入所委託料１億6,400万円、スクールバス

借上料6,100万円などであります。

詳細については、総務課長が説明をいたします。

内容説明、総務課長。○議長（吉田数博君）

それでは事項別明細書によりご説明を申し○総務課長（根岸弘正君）

上げます。

６ページをお開きいただきたいと思います。歳入でありますが、

款15県支出金、目２民生費県負担金であります。今回の補正額が12
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億4,730万8,000円であります。内訳としまして災害弔慰金９億

1,875万円、これは国２分の１、県４分の１の負担金をみておりま

す。災害救助費で３億980万8,000円、これは避難所等に要する災害

救助費の国、県の負担金でございます。災害障害見舞金で1,875万

円、これも国２分の１、県４分の１ということの負担割合でござい

ます。

次に、項２県補助金、目４労働費県補助金であります。今回、補

正額が5,148万6,000円であります。緊急雇用創出基金事業というこ

とで、当初10の事業で補正するとみておりましたけれども、これに

７事業を追加するということでございます。次に、目８教育費県補

助金、今回補正額が8,106万円、被災児童生徒就学支援等臨時特例

交付金ということでございます。補助率100分の100ということでご

ざいます。

次に、款18繰入金、目１財政調整基金繰入金ということで、今回

補正額が５億円でございます。補正後の財政調整基金の残高が５億

2,016万1,000円となります。

次に、款20諸収入でございます。項５雑入、今回補正額が4,750

万円でございます。災害援護資金借入金ということで1,750万円と

いうことでございます。これは県からの借入金、県から借り入れて

被災者のために貸し付けるということでございます。災害見舞金で

3,000万円、これは県の町村会からの見舞金でございます。次に、

目24仮庁舎管理費で350万円でございます。11需用費300万円、光熱

水費、これは仮庁舎の増設分の光熱水費を見込んでおります。

、 。 、款３民生費 目８災害救助費でございます 職員手当1,500万円

時間外手当でございます。共済費709万1,000円、賃金で4,425万

1,000円、これは追加臨時雇用を30名見込んでおるためのそれぞれ

の補正増でございます。11需用費2,093万7,000円でございます。消

耗品費で800万円の補正増であります。これは仮設教室、教材、教

育委員会関係の消耗品費になろうかと思います。燃料費につきまし

ても500万円、公用車あるいは賃貸バスの燃料費でございます。光

熱水費280万円は、仮設住宅の集会所等の光熱費を見込んでござい

ます。修繕料300万円につきましても、仮設住宅の修繕料を見込ん

だところであります。産業振興課というところでありますが、これ

につきましては緊急雇用分についての補正増でございます。

８ページの節12、役務費3,562万円でございます。通信運搬費で

1,000万円、仮設住宅入居者の決定通知書等に係る通信運搬費用分

でございます。手数料2,700万円は、仮設住宅に係る浄化槽等の点

検、あるいは汚泥等の手数料を見込んでおります。次に、13委託料
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１億7,550万円、保育所広域入所委託料でございます。町外の各保

育所に入所いたしております。それらの委託料ということでござい

ます。また、仮設住宅給水設備維持管理委託料が主なものでござい

ます。14使用料及び賃借料6,007万2,000円、自動車借上料6,100万

。 、 、 、円ということでございます これは スクールバス小学校 中学校

高校これらの借上料が主なものでございます。15工事請負費1,200

万円、仮設教室改修工事ということで、旧下川崎小あるいは旧針道

小の改修工事でございます。16原材料費400万円ということで、校

庭の砂の原材料費を見込んでございます。節18備品購入費2,231万

5,000円でございます。これは仮設住宅集会所用の備品あるいは仮

設教室用備品、これは机、イス、テレビ等でございます。これが主

なものでございます。次に19負担金補助及び交付金ということで

300万円、災害援護費負担金ということで二本松市で立替えをして

。 。おります その立替え分についての負担金ということでございます

、 。 。次に 節20扶助費であります 16億2,130万円の補正増であります

災害援護費で１億8,500万円、災害見舞金１億8,600万円。災害見舞

金につきましては町単ということで１世帯30万円の見舞金を予定し

ております。災害障害見舞金で2,500万円、これは県の借入れを原

資とした見舞金でございます。災害弔慰金12億2,500円ということ

で、津波の災害等に係る弔慰金、避難に係る弔慰金を見込んでござ

います。節21貸付金1,750万円、災害援護資金貸付金1,750万円、こ

れらは県の資金を原資とした貸付金でございます。

款４衛生費、目２予防費、13委託料1,530万円減でございます。

これは組み替えということになります。これは委託料の組み替えを

したということでございます。予備費で9,873万2,000円の減額をし

て、予算の調整をしてございます。

以上であります。よろしくお願いいたします。

資料が整いましたので、配布のため暫時休議を○議長（吉田数博君）

いたします。

（午後 ２時５２分）

再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時５４分）

先ほどの議案第40号について内容説明を総務課○議長（吉田数博君）

長お願いします。

総務課長。
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、 。○総務課長 根岸弘正君（ ） 途中ですが 最初から説明を申し上げます

まず、第１条でありますが、災害障害見舞金の支給を追加する項

目でございます。

第２条につきましては、文言の整理ということでございます。

第４条につきましては、遺族の地位について号数を増やすという

ことでございます。遺族について、第１号は死亡者の死亡当時にお

いて、死亡者により生計を主として維持していた遺族を先にし、そ

の他の遺族を後にするということの号を別に設けたということでご

ざいます。それによって、配偶者から以下子、父母という遺族の順

位になるということでございます。

第２項につきましては 「、父母及び祖父母については、死亡し、

た者の死亡の当時その者によって生活を維持し、又はその者と生計

をともにした者を先にし」を削りまして、以下文言の整備をするも

のであります。

第５条につきましては、金額の改正でございます。災害弔慰金の

額を、その死亡者が死亡当時において生計を主とし維持していた場

合につきましては 「300万円」を「500万円」に、その他の方にあ、

っては「150万円」を「250万円」に額を引き上げるものでございま

す。ただし書きで、災害障害見舞金の受けている場合につきまして

は、その見舞金の額を控除した額とするということになっておりま

す。

第３章では災害障害見舞金の支給についての規定を新設をしてお

ります。

第９条では 「町民が負傷又は疾病にかかり、災害弔慰金の支給、

に関する法律、別表に掲げる程度の障害があるときは、災害障害見

舞金を支給する 」とするものであります。この別表というものは。

両眼が失明したもの、あるいは咀しゃく及び言語を失したもの、精

神系統の機能又は精神に著しい障害、あるいは胸腹部臓器の機能の

著しい障害を持ち、常に介護を有する者など、９項目が指定されて

いるところであります。

第10条では、その見舞金の額を世帯の生計維持者については250

万円、その他の方が125万円とするものでございます。

第11条については、準用規定でありますので説明を省略させてい

ただきます。

第12条は、条の繰り下げ及び引用法令の改正でありまして、13条

は災害援護資金の限度額等の改正であり、第１号では、療養期間が

おおむね１カ月以上である世帯主とし、世帯主の負傷かつ次のいず

れかに該当する場合とし、アとして、家財についての被害金額が、
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その家財価格のおおむね３分の１以上である損害及び住居損害が主

にない場合、家財の価格の３分の１以下の被害ということでご理解

いただきたいと思います。

その他について「100万円」を「150万円」に。

イとしまして、家財の損害がおおむね３分の１以上あり、かつ住

居の損害がない場合については 「180万円」を「250万円」に。、

、 「 」 「 」 。ウとしまして 住居が半壊した場合 190万円 を 270万円 に

エとしまして、住居が全壊した場合「250万円」を「350万円」に

それぞれ金額を引き上げるものでございます。

第２号は、世帯主の負傷がなく、かつ、次のいずれかに該当する

場合。

アとして、家財の損害があり、かつ、住居の被害がない場合につ

きましては 「100万円」を「150万円」に。、

イとして、住居が半壊した場合「110万円」を「170万円」に。

ウとして、住居が全壊した場合につきましては「170万円」を

「250万円」に。

エとして、住居の全体が滅失若しくは流失した場合「250万円」

を「350万円」にそれぞれの金額を引き上げるものであります。

第３号は、住居が半壊し、被災者住居を建て直すに際し、その住

居の残存部分を取り壊さざるを得ない場合、特別の事情がある場合

の金額の読み替え規定であります。

附則第２条でありますけれども、東日本大震災に係る災害援護資

金貸付の特例でありまして、償還期間を「10年」から「13年 、据」

置期間「３年」を「６年 、厚生労働大臣が被害程度、その他の事」

情を勘案して定める場合の期間を「５年」とあるものを「８年」と

延長し、貸付率を年３％を1.5％に、保証人を立てる場合にあって

は無利子とするものであります。

同項２号でありますが、災害援護資金貸付に係る償還免除及び保

証人について特例措置を講ずるものでございます。

施行日でありますけれども、公布の日から施行し、平成23年３月

11日から適用するものであります。よろしくお願いいたします。

日程第50、報告第１号 専決処分の報告につい○議長（吉田数博君）

て（福島県市町村総合事務組合を組織する団体数の減少及び福島県

市町村総合事務組合規約の変更について 、町長から提案理由の説）

明を求めます。

町長。

報告第１号 専決処分の報告についてご説明い○町長（馬場 有君）

たします。
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本件は、地方自治法第180条第１項の規定に基づき、議会の議決

により指定された町長の専決処分事項について、専決処分をしたも

のであります。

専決の内容は、福島地方広域行政事務組合が平成23年３月31日を

もって解散することに伴い、同組合より福島県市町村総合事務組合

から脱退する旨の申し出があったため、福島県市町村総合事務組合

を組織する団体数の減少、及びこれに係る規約の変更について専決

処分をしたので、これを報告するものであります。

よろしくお願いいたします。

日程第51、報告第２号、平成22年度浪江町一般○議長（吉田数博君）

会計繰越明許費繰越計算書について、町長から提案理由の説明を求

めます。

町長。

報告第２号 平成22年度浪江町一般会計繰越明○町長（馬場 有君）

許費繰越計算書についてご説明いたします。

本案は、平成22年度において地方自治法第213条第１項の規定に

基づき繰越明許費を設定した経費について、同法施行令第146条第

２項の規定により、その計算書を報告するものであります。

詳細については、総務課長が説明いたします。

内容説明、総務課長。○議長（吉田数博君）

別紙の繰越計算書によりご説明申し上げま○総務課長（根岸弘正君）

。 。 。す ７つの事業がございます 主な事業を説明させていただきます

款２総務費、公共施設改修事業、金額が5,300万円になります。

翌年度繰越額が5,300万円ということで、未収入特定財源が4,096

万1,000円、きめ細かな交付金でございます。一般財源が1,203万

9,000円でございます。

次に、民生費、災害生活援助資金貸付事業ということで、金額が

5,000万円、翌年度繰越額が3,000万円でございます。社会福祉協議

会に貸し付けて、１世帯２万円を貸付金として貸付するものです。

財源は3,000万円でございます。

次に、款10教育費、２小学校費、小学校屋内体育館耐震補強事業

ということで4,686万8,000円、翌年度繰越額が4,686万8,000円にな

ります。財源内訳は未収入特定財源で2,303万8,000円、一般財源で

2,383万円であります。場所は幾世橋小学校、大堀小学校の２校の

事業になります。

、 、これらの事業 ７事業になりまして金額合計１億7,181万1,000円

このうち翌年度繰越額が１億5,181万1,000円であります。既収入特

、 、定財源が109万4,000円 未収入特定財源の国県支出金で7,973万円
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一般財源で7,098万7,000円ということで、１億5,181万1,000円を平

成22年度から平成23年度に繰り越しするというものでございます。

よろしくお願いいたします。

日程第52、報告第３号、平成22年度浪江町一般○議長（吉田数博君）

会計事故繰越繰越計算書について、町長から提案理由の説明を求め

ます。

町長。

報告第３号 平成22年度浪江町一般会計事故繰○町長（馬場 有君）

越繰越計算書についてご説明いたします。

本案は、平成22年度において地方自治法第220条第３項但し書き

、 、の規定に基づき 設定した事故繰越に係る歳出予算の繰越について

同法施行例第150条第３項の規定により、その計算書を報告するも

のであります。

詳細については、総務課長が説明いたします。

内容説明、総務課長。○議長（吉田数博君）

これにつきましても、繰越計算書別紙によ○総務課長（根岸弘正君）

りご説明申し上げます。

これらの事業につきましては、今回の災害によりまして事業の契

、 。約はしたけれども 支出まではいかなかったということであります

事業の完了をみないでお支払いできなかったということでの事故繰

越であります。

事業に関して大きなものでは、携帯電話基地局整備事業、支出負

担行為、契約金額になりますが7,507万4,655円であります。翌年度

繰越額が6,692万9,960円。財源内訳といたしまして、国県支出金、

未収入特定財源になります。5,001万7,000円、地方債1,690万円、

これは辺地債になります。その他１万2,960円ということで翌年繰

越になります。一番下の高速道推進事業、負担行為額5,984万5,090

円であります。支出済額が5,268万6,690円、支出未済額715万8,400

円でございます。翌年度繰越額であります。財源内訳としまして、

一般財源を財源として繰り越すものでございます。

次に後ろのページになります。下から６行目、総務費、総務管理

、 、 、費 地域情報通信基盤整備事業 負担行為額が５億5,367万3,937円

支出済額が2,894万6,937円、支出未済額、翌年繰越額でありますけ

れども５億2,472万7,000円であります。

財源内訳としましては、既収入特定財源で３億3,773万5,000円、

未収入特定財源、国県支出金１億8,699万2,000円でございます。こ

れら合わせた合計が支出負担行為額が24億7,015万2,603円、支出済

額が17億2,079万1,452円、支出未済額、翌年度繰越になりますけれ
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ども７億4,936万1,151円。

これらの財源内訳としまして、既収入特定財源が３億4,670万

5,870円、未収入特定財源としまして、国県支出金３億6,168万

4,834円、地方債1,690万円、その他１万2,960円、一般財源として

2,405万7,487円。これらの事業について、平成22年から平成23年に

事故繰越しを行うものであります。よろしくお願いいたします。

日程第53、報告第４号、平成22年度浪江町一般○議長（吉田数博君）

会計継続費繰越計算書について、町長から提案理由の説明を求めま

す。

町長。

報告第４号 平成22年度浪江町一般会計継続費○町長（馬場 有君）

繰越計算書についてご説明いたします。

本案は、平成22年度において地方自治法施行令第145条第１項の

規定に基づき、継続繰越しした継続費について同法の規定により、

継続費繰越計算書を報告するものであります。

詳細については、総務課長が説明をいたします。

内容説明、総務課長。○議長（吉田数博君）

これにつきましても計算書によりご説明を○総務課長（根岸弘正君）

申し上げます。

この埋蔵文化財発掘調査事業、平成22年度、平成23年度というこ

とで継続費を設定しまして、平成22年度の年割額を1,248万2,000円

としたところであります。ただ、平成22年度は支出することができ

ませんでした。そのために翌年度で繰越額として1,248万2,000円と

するものであります。財源としましては、その他で1,248万2,000円

です。

裏面をご覧いただきたいと思います。先ほど申しましたように継

続費としまして平成22年度1,248万2,000円、平成23年度756万9,000

円ということで、合計2,005万1,000円の全体計画でありましたけれ

ども、平成22年度支出ができなかったということで、平成23年度支

出予定額を2,005万1,000円とするということで、平成22年度の支出

額はなかったということでございます。それにつきましては、平成

23年度に合わせて支出を予定しているところでございます。

よろしくお願いいたします。

日程第54、報告第５号、平成22年度浪江町公共○議長（吉田数博君）

下水道事業特別会計事故繰越繰越計算書について、町長から提案理

由の説明を求めます。

町長。

報告第５号 平成22年度浪江町公共下水道事業○町長（馬場 有君）
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特別会計事故繰越繰越計算書についてご説明いたします。

本案は、平成22年度において地方自治法第220条第３項但し書き

の規定に基づき、設定した事故繰越に係る歳出予算の繰り越しにつ

いて、同法施行例第150条第３項の規定により、その計算書を報告

するものであります。

詳細については、上下水道課長が説明いたします。

内容説明、上下水道課長。○議長（吉田数博君）

平成22年度に支出負担行為を行ったも○上下水道課長（星 光美君）

のとして、東京電力の事故によりまして、災害と原発事故によりま

して、事業ができなかったということで平成23年度に繰越という

ことです。支出負担行為の合計額は7,524万900円、翌年の支出が

1,494万4,000円となっております。

主なものは、工事といたしまして管工事、あるいは補修、あるい

は完成はしてはいるのですが、確認できなかったということもあり

ました。

日程第55、報告第６号 平成22年度浪江町公共○議長（吉田数博君）

下水道事業特別会計継続費繰越計算書について、町長から提案理由

の説明を求めます。

町長。

報告第６号 平成22年度浪江町公共下水道事業○町長（馬場 有君）

特別会計継続費繰越計算書についてご説明いたします。

本案は、平成22年度において地方自治法施行令第145条第１項の

規定に基づき継続繰越しした継続費について同法の規定により、継

続費繰越計算書を報告するものであります。

詳細については、上下水道課長が説明をいたします。

内容説明、上下水道課長。○議長（吉田数博君）

裏の継続費繰越計算書のほうで説明し○上下水道課長（星 光美君）

たいと思います。

継続費の総額５億1,600万円は、平成20年から平成22年までの継

続費であります。

うち平成22年度分として１億5,400万円を予算計上しておりまし

たが、支出済額は5,137万7,000円。残額が１億262万3,000円となり

まして、これを平成23年度に繰り越す。

理由は災害等によりまして、工事の確認あるいは検査ができなか

ったということがあります。よろしくお願いします。

日程第56、報告第７号 平成22年度浪江町農業○議長（吉田数博君）

集落排水事業特別会計事故繰越繰越計算書について、町長から提案

理由の説明を求めます。
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町長。

報告第７号 平成22年度浪江町農業集落排水事○町長（馬場 有君）

業特別会計事故繰越繰越計算書についてご説明いたします。

本案は、平成22年度において地方自治法第220条第３項但し書き

の規定に基づき設定した事故繰越に係る歳出予算の繰り越しについ

て、同法施行令第150条第３項の規定により、その計算書を報告す

るものであります。

詳細については、上下水道課長が説明いたします。

内容説明、上下水道課長。○議長（吉田数博君）

次のページの事故繰越計算書で説明し○上下水道課長（星 光美君）

ます。支出負担行為額180万6,000円、支出済額が170万1,000円とな

っておりまして、翌年度繰越額が10万5,000円となっております。

災害による年度内に支出完了することが困難となったということ

です。よろしくお願いいたします。

以上で、提案理由の説明並びに議案の説明が終○議長（吉田数博君）

わりました。

質疑については30日に行います。

◎発委第１号の上程、説明、質疑、採決

日程第57、発委第１号、災害対策特別委員会設○議長（吉田数博君）

置に関する決議（案）について、提出者の議会運営委員長鈴木辰行

議員から趣旨説明を求めます。

議会運営委員長、鈴木辰行君。

災害対策特別委員会設置に関する決○議会運営委員長（鈴木辰行君）

議（案）について。

次のとおり、災害対策特別委員会を設置するものとする。

記、１．名称、災害対策特別委員会。

２．設置の根拠、地方自治法第110条及び委員会条例第５条。

３．目的、平成23年３月11日に発生した東日本大震災及び東京電

力福島第一原子力発電所の事故に伴う、被害状況及び被災者に対す

る支援施策並びに復旧復興に対する調査のため。

４．委員の定数、議長を除く全議員19名であります。

これについての説明を申し上げます。３月11日の震災以降、議会

としては、早急な対応をすべく特別委員会設置のための臨時議会召

集を求めてきたところでありますが、被災者対応で臨時議会の開催

ができないという町の状況から、きょうに至ったところです。この

間、全員協議会を開催し、国、県、東京電力への要望活動等を中心

に行ってきました。
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、 、今後は この委員会を立ち上げ所管を超えた情報の共有化を図り

現在取り組んでいる町の各種施策に対し、議会のチェック機能を発

揮するものであります。

また、国、県、東京電力に対する要望活動などの推進や、今後示

されるであろう町の復旧、復興に向けた施策について、議会として

議論を進めるためにも必要と考えます。

そこで地方自治法第110条及び委員会条例第５条に基づき、特別

委員会の設置を求めるものです。

名称については、先ほど説明したとおりであります。

以上であります。

これより質疑を行います。○議長（吉田数博君）

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより、発委第１号 災害対策特別委員会設置に関する決議

（案）についてを採決いたします。

採決は起立により行います。本案を原案のとおり決することに賛

成の諸君の起立を求めます。

［賛成者起立］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、発委第１号は原案のとおり可決されました。

お諮りいたします。ただいま選任されました災○議長（吉田数博君）

害対策特別委員会委員の選任については、議長を除く全議員となっ

ておりますので、委員会条例第７条第１項の規定によりそのように

指名いたしたいと思います。

ご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

したがって、災害対策特別委員会の委員は、議長を除くすべての

議員を選任することに決定いたしました。

ここで、直ちに災害対策特別委員会を開催し、正副委員長の選任

を行ってください。

場所は３階特別会議室といたします。

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時２１分）
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再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時２９分）

ただいま開会された災害対策特別委員会におい○議長（吉田数博君）

て、委員の互選により、委員長に小黒敬三君、副委員長に三瓶宝次

君が選任されました。

◎次回日程の報告

休会中の委員会活動の日程を申し上げます。24○議長（吉田数博君）

日、27日午前９時30分から３階、特別会議室において、災害対策特

別委員会による集中審議を行います。関係課長等につきましては、

委員会への出席要請があった場合には、よろしくお願いをいたしま

す。

また、全員協議会を28日午前10時から３階、特別会議室において

開催いたしますのでご参集願います。

◎延会について

お諮りいたします。本日の会議はこの程度にと○議長（吉田数博君）

どめ延会したいと思います。

これにご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

◎延会の宣告

よって、本日はこれをもって延会することに決○議長（吉田数博君）

定いたしました。

30日は、午前９時から本会議を開きますので、ご参集をよろしく

お願い申し上げます。

（午後 ３時３０分）



平成２３年６月２４日（金曜日） 休 会

平成２３年６月２５日（土曜日） 休 日

平成２３年６月２６日（日曜日） 休 日



６ 月 定 例 町 議 会

（ 第 ２ 号 ）
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平成２３年浪江町議会６月定例会

議 事 日 程（第２号）

平成２３年６月２７日（月曜日）午前９時開議

日程第 １ 会期中の会議について

日程第 ２ 災害対策特別委員会の正副委員長の選任報告について
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出席議員（２０名）

１番 愛 澤 格 君 ２番 山 崎 博 文 君

３番 山 本 幸一郎 君 ４番 吉 田 数 博 君

５番 若 月 芳 則 君 ６番 横 山 精 一 君

７番 渡 邉 文 星 君 ８番 泉 田 重 章 君

９番 橋 爪 光 雄 君 １０番 田 尻 良 作 君

１１番 渡 部 貞 信 君 １２番 鈴 木 辰 行 君
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職務のため出席した者の職氏名
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◎開議の宣告

おはようございます。ただいまの出席議員数は○議長（吉田数博君）

20人であります。定足数に達しておりますので直ちに本日の会議を

開きます。

（午前 ９時００分）

◎議事日程の報告

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ○議長（吉田数博君）

ります。

◎会期中の会議について

日程第１、会期中の会議について、会期日程が○議長（吉田数博君）

変更になりましたので、再度お諮りいたします。

27日、30日を本会議、28日、29日を議案調査及び委員会等のため

休会といたしたいと思います。これにご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

よってそのように決定いたしました。

◎災害対策特別委員会の正副委員長の選任報告について

日程第２、災害対策特別委員会の正副委員長の○議長（吉田数博君）

選任報告についてを議題といたします。去る23日に設置された災害

対策特別委員会において、委員の互選により委員長に小黒敬三君、

副委員長に三瓶宝次君が選任されましたのでご報告いたします。

これにご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

よって災害対策特別委員会の正副委員長につい○議長（吉田数博君）

ては、委員会報告のとおり決定いたしました。

◎次回日程の報告

休会中の委員会活動の日程が変更になりました○議長（吉田数博君）

ので、改めて申し上げます。本日、本会議終了後、及び28日、午前

９時30分から３階、特別会議室において災害対策特別委員会による

集中審議を行います。関係課長等につきましては委員会への出席要

請があった場合にはよろしくお願いをいたします。

また、全員協議会を29日午前９時から３階、特別会議室において

開催いたしますので、ご参集願います。
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◎散会について

お諮りいたします。本日の会議はこの程度にと○議長（吉田数博君）

どめ散会したいと思います。

これにご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

◎散会の宣告

よって、本日はこれをもって散会することに決○議長（吉田数博君）

定いたしました。

なお、直ちに３階、特別会議室において災害対策特別委員会が開

催されますのでご参集ください。

30日は、午前９時から本会議を開きますので、ご参集をよろしく

お願い申し上げます。

（午前 ９時０２分）



平成２３年６月２８日（火曜日） 委員会

平成２３年６月２９日（水曜日） 全員協議会



６ 月 定 例 町 議 会

（ 第 ３ 号 ）
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平成２３年浪江町議会６月定例会

議 事 日 程（第３号）

平成２３年６月３０日（木曜日）午前９時開議

日程第 １ 承認第 １号 専決処分の承認を求めることについて

（辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策

定について（井手小丸辺地 ））

承認第 ２号 専決処分の承認を求めることについて

（辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変

更について（津島辺地 ））

承認第 ３号 専決処分の承認を求めることについて

（双葉地方広域市町村圏組合規約の変更につ

いて）

承認第 ４号 専決処分の承認を求めることについて

（福島県市町村総合事務組合規約の変更につ

いて）

承認第 ５号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町道路線の認定及び廃止について）

承認第 ６号 専決処分の承認を求めることについて

（町長等の給与の特例に関する条例の一部改

正について）

承認第 ７号 専決処分の承認を求めることについて

（職員の給与に関する条例の一部改正につい

て）

承認第 ８号 専決処分の承認を求めることについて

（職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一

部改正について）

承認第 ９号 専決処分の承認を求めることについて

（一般職の任期付職員の採用等に関する条例

の一部改正について）

承認第１０号 専決処分の承認を求めることについて

（職員の育児休業等に関する条例の一部改正

について）

承認第１１号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町国民健康保険条例の一部改正につい

て）
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承認第１２号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町道路占用料徴収条例の一部改正につ

いて）

承認第１３号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２２年度浪江町一般会計補正予算（第

６号 ））

承認第１４号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２２年度浪江町文化及びスポーツ振興

育成事業特別会計補正予算（第１号 ））

承認第１５号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２２年度浪江町国民健康保険事業特別

会計補正予算（第５号 ））

承認第１６号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２２年度浪江町国民健康保険直営診療

施設事業特別会計補正予算（第３号 ））

承認第１７号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２２年度浪江町公共下水道事業特別会

計補正予算（第４号 ））

承認第１８号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２２年度浪江町介護保険事業特別会計

補正予算（第４号 ））

承認第１９号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２２年度浪江町後期高齢者医療特別会

計補正予算（第２号 ））

承認第２０号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２２年度浪江町水道事業会計補正予算

（第４号 ））

承認第２１号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町一般会計予算）

承認第２２号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町文化及びスポーツ振興

育成事業特別会計予算）

承認第２３号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町国民健康保険事業特別

会計予算）

承認第２４号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町国民健康保険直営診療

施設事業特別会計予算）
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承認第２５号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町公共下水道事業特別会

計予算）

承認第２６号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町工業団地造成事業特別

会計予算）

承認第２７号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町農業集落排水事業特別

会計予算）

承認第２８号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町介護保険事業業特別会

計予算）

承認第２９号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町財産区管理事業特別会

計予算）

承認第３０号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町後期高齢者医療特別会

計予算）

承認第３１号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町水道事業会計予算）

日程第 ２ 承認第３２号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町公告式条例の特例に関する条例の制

定について）

日程第 ３ 承認第３３号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２２年度浪江町一般会計補正予算（第

７号 ））

日程第 ４ 承認第３４号 専決処分の承認を求めるこについて

（浪江町公共下水道根幹的施設の建設工事委

託に関する基本協定の一部を変更する協定

の締結について）

日程第 ５ 承認第３５号 専決処分の承認を求めることについて

（議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁

償に関する条例の一部改正について）

日程第 ６ 承認第３６号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町税特別措置条例の一部改正につい

て）

日程第 ７ 承認第３７号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町国民健康保険税条例の一部改正につ
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いて）

日程第 ８ 承認第３８号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２３年度浪江町一般会計補正予算（第

１号 ））

日程第 ９ 承認第３９号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町役場二本松事務所設置条例の制定に

ついて）

日程第１０ 承認第４０号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町公告式条例の特例に関する条例の一

部改正について）

日程第１１ 承認第４１号 専決処分の承認を求めることについて

（浪江町役場二本松事務所設置条例の一部改

正について）

日程第１２ 議案第３９号 浪江町税条例の一部改正について

日程第１３ 議案第４０号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改

正について

日程第１４ 議案第４１号 平成２３年浪江町一般会計補正予算（第２

号）

日程第１５ 報告第 １号 専決処分の報告について（福島県市町村総

合事務組合を組織する団体数の減少及び福

島県市町村総合事務組合規約の変更につい

て）

日程第１６ 報告第 ２号 平成２２年度浪江町一般会計繰越明許費繰

越計算書について

日程第１７ 報告第 ３号 平成２２年度浪江町一般会計事故繰越繰越

計算書について

日程第１８ 報告第 ４号 平成２２年度浪江町一般会計継続費繰越計

算書について

日程第１９ 報告第 ５号 平成２２年度浪江町公共下水道事業特別会

計事故繰越繰越計算書について

日程第２０ 報告第 ６号 平成２２年度浪江町公共下水道事業特別会

計継続費繰越計算書について

日程第２１ 報告第 ７号 平成２２年度浪江町農業集落排水事業特別

会計事故繰越繰越計算書について

日程第２２ 発委第 ２号 議会議員の議員報酬の特例に関する条例の

制定について

日程第２３ 発委第 ３号 高放射能がれきの最終処分場福島県内建設

計画の白紙撤回を求める意見書（案）
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日程第２４ 発議第 １号 原発事故の早急な収束と原発からの撤退及

びエネルギー政策の転換を求める意見書

（案）

日程第２５ 常任委員会委員の選任について

日程第２６ 議会運営委員会委員の選任について

日程第２７ 議会報編集特別委員会委員の選任について

日程第２８ 委員会の閉会中の継続審査又は調査について
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出席議員（２０名）
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５番 若 月 芳 則 君 ６番 横 山 精 一 君

７番 渡 邉 文 星 君 ８番 泉 田 重 章 君

９番 橋 爪 光 雄 君 １０番 田 尻 良 作 君

１１番 渡 部 貞 信 君 １２番 鈴 木 辰 行 君

１３番 佐 藤 文 子 君 １４番 紺 野 榮 重 君

１５番 佐々木 恵 寿 君 １６番 小 黒 敬 三 君

１７番 勝 山 一 美 君 １８番 三 瓶 宝 次 君

１９番 佐々木 英 夫 君 ２０番 馬 場 績 君

欠席議員（０名）

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 副 町 長

馬 場 有 君 上 野 晋 平 君

教 育 長 代表監査委員

畠 山 熙一郎 君 山 内 清 隆 君

総務課長兼会計管理者 企画調整課長

根 岸 弘 正 君 谷 田 謙 一 君

税 務 課 長 住民生活課長

大 浦 泰 夫 君 植 田 和 夫 君

産業振興課長 建 設 課 長

高 倉 敏 勝 君 原 芳 美 君

健康保険課長兼福祉こども課長 教育総務課長

木 村 潔 君 屋 中 茂 夫 君

上下水道課長 生涯学習課長

星 光 美 君 島 田 龍 郎 君

津 島 支 所 長

紺 野 則 夫 君

職務のため出席した者の職氏名

事 務 局 長 書 記

宮 口 勝 美 瀧 美佐江

書 記

鈴 木 清 水



- 99 -

◎開議の宣告

おはようございます。ただいまの出席議員数は○議長（吉田数博君）

18人であります。

定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。

なお、渡部貞信議員から午前中の欠席の届け出、三瓶宝次議員か

らは２時間程度遅れるとの届けがあります。

（午前 ９時００分）

◎議事日程の報告

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであ○議長（吉田数博君）

ります。

◎承認第１号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第１号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につ

いて（井手小丸辺地 、これより質疑を行います。））

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて 辺、 （

（ ）地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 井手小丸辺地

を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第１号は原案のとおり承認されました。

◎承認第２号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第２号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更につ

いて（津島辺地 、これより質疑を行います。））

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「
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質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第２号 専決処分の承認を求めることについて 辺、 （

地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について（津島辺地 ））

を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第２号は原案のとおり承認されました。

◎承認第３号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第３号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

（ ）、ることについて 双葉地方広域市町村圏組合規約の変更について

これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第３号 専決処分の承認を求めることについて 双、 （

葉地方広域市町村圏組合規約の変更について）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第３号は原案のとおり承認されました。

◎承認第４号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第４号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

（ ）、ることについて 福島県市町村総合事務組合規約の変更について

これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）
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これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第４号 専決処分の承認を求めることについて 福、 （

島県市町村総合事務組合規約の変更について）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第４号は原案のとおり承認されました。

◎承認第５号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第５号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（浪江町道路線の認定及び廃止について 、これよ）

り質疑を行います。

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第５号 専決処分の承認を求めることについて 浪、 （

江町道路線の認定及び廃止について）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第５号は原案のとおり承認されました。

◎承認第６号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第６号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（町長等の給与の特例に関する条例の一部改正につ

いて 、これより質疑を行います。）

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「
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討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第６号 専決処分の承認を求めることについて 町、 （

長等の給与の特例に関する条例の一部改正について）を採決いたし

ます。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第６号は原案のとおり承認されました。

◎承認第７号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第７号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（職員の給与に関する条例の一部改正について 、）

これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第７号 専決処分の承認を求めることについて 職、 （

員の給与に関する条例の一部改正について）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第７号は原案のとおり承認されました。

◎承認第８号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第８号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正

について 、これより質疑を行います。）

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）
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これより 承認第８号 専決処分の承認を求めることについて 職、 （

員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について）を採決い

たします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第８号は原案のとおり承認されました。

◎承認第９号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第９号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部

改正について 、これより質疑を行います。）

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第９号 専決処分の承認を求めることについて 一、 （

般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正について）を採

決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第９号は原案のとおり承認されました。

◎承認第１０号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第10号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（職員の育児休業等に関する条例の一部改正につい

て 、これより質疑を行います。）

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）
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これより 承認第10号 専決処分の承認を求めることについて 職、 （

員の育児休業等に関する条例の一部改正について）を採決いたしま

す。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第10号は原案のとおり承認されました。

◎承認第１１号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第11号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（浪江町国民健康保険条例の一部改正について 、）

これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

20番。

第11条の改正について１点だけお尋ねいたしま○20番（馬場 績君）

す。改正される中身には第11条第１項で「特定健康診査等を行うも

の」ということで、新たに「等」が入っただけでありますが、条文

の変更があります。この「等」が入ることによって保健事業がどの

ように変わるのか、その点についてお尋ねいたします。

健康保険課長兼福祉こども課長。○議長（吉田数博君）

第72条の５の特定健○健康保険課長兼福祉こども課長（木村 潔君）

康診査等ということでありますが、これは今後どのようなものが出

てくるかわからないので 「等」を入れて幅広く対応したいという、

ことで 「等」を入れたと考えております。、

20番。○議長（吉田数博君）

今避難してきているわけですが、避難先で特定○20番（馬場 績君）

健康診査を幅広く行うということになってくるわけですが、二本松

市との連携や、その他の市町村との連携をどのように図りつつ、特

定健康診査事業をお進めになるのか、確認したいと思います。

健康保険課長兼福祉こども課長。○議長（吉田数博君）

今、各市町村と協議○健康保険課長兼福祉こども課長（木村 潔君）

しております。また郡内の８カ町村とも協議しまして統一してでき

ないかということで今協議しております。ぜひ、皆さん健康被害が

出ているような状態にありますので、ぜひ我々としては健康調査を

今までどおり、それ以上にやっていきたいと考えております。

20番。○議長（吉田数博君）

関係市町村と協議中であり、これまでどおり基○20番（馬場 績君）
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本健診等をやっていきたいということですが、質問の最初に戻りま

すけれども、幅広くという幅を広げた中身について、どのような健

診医療を考えておられるのかお答えください。

健康保険課長兼福祉こども課長。○議長（吉田数博君）

、○健康保険課長兼福祉こども課長 木村 潔君（ ） これを出す時点では

原子力の被ばくとかそういうものは想定していなかったと思います

が、こういう事態になってからは、そういうものも含まれると考え

ております。

他に質疑ございませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第11号 専決処分の承認を求めることについて 浪、 （

江町国民健康保険条例の一部改正について）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第11号は原案のとおり承認されました。

◎承認第１２号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第12号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

（ ）、ることについて 浪江町道路占用料徴収条例の一部改正について

これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

20番。

道路占用料徴収条例の改正については、先般連○20番（馬場 績君）

合審査でも審議をさせていただいたところでありますが、改めてお

尋ねしておきたいと思います。

引き下げは３％、それによる影響は約200万円ということであり

。 、 、ます 第２条についても 書類の審査の中で質疑が行われましたが

協議の部分が軽くされたということで、２つの解釈が出てくると思

います。協議しない場合、占用権をもつ浪江町が料金を決めるとい

うことが可能なのか。どうなのかということと。今度は逆に協議が

削除されたことによって、電柱を敷設する事業者の意向によって占

用料が決まるということなんです。それも含めて事業者とどのよう
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に協議をされたのかお尋ねいたします。

答弁者、建設課長。○議長（吉田数博君）

お答えします。２条の「協議」という文言○建設課長（原 芳美君）

が整理されました。これは同意するに当たって、同意の中に含まれ

ていると解釈をしております。

20番。○議長（吉田数博君）

法律的な解釈でやりとりするつもりはありませ○20番（馬場 績君）

んけれども 「協議」という文言を削除して同意ということになる、

と、もちろん同意しない場合には、従前の料金を徴収するというこ

とになるのか。それとも事業者のほうで、なかば強制的にという表

現が適切かどうかわかりませんけれども、事業者のほうで決めた占

用料について、なかば一方的に同意を求めてくるということになる

。 、 、のか そうした場合 いずれの場合も占用権を持つ浪江町としては

どういう態度をおとりになるか、お答えいただきたいと思います。

答弁、建設課長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。同意する課税の中で、○建設課長（原 芳美君）

当然こういう理由が含まれます。今回改正になった金額で徴収する

ような形には当然なりますが、その中で、ここの部分の協議は、町

ほうでそれぞれ対応する形と、また事業者がそれなりに事業者とし

ての取り組みの中で、隣地に影響を与えるような部分については、

それぞれ事業者と、同意を与える中で町のほうで当然入ってくるも

のと考えております。

20番。○議長（吉田数博君）

隣地に対する占用料については、町としても協○20番（馬場 績君）

議する姿勢だということでありますが、今回、改正条例に基づいて

料金が示されております。今回の改正にあたって、いわゆる同意を

求めてきたという経過がありますが、協議の中で同意をしたという

ことなのか。具体的な対応についてお答え願います。

答弁者、建設課長。○議長（吉田数博君）

当然同意を求めて来る場合については、周○建設課長（原 芳美君）

辺の影響等も当然考慮した中で同意を与えることになるかと思って

おります。一方的にということは考えておりません。

今回は、引き下げについては、道路法施行令が国など県のほうで

も引き下げになったということで、それに準じたような形の引き下

げであります。

他に質疑ございませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）
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これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第12号 専決処分の承認を求めることについて 浪、 （

江町道路占用料徴収条例の一部改正について）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第12号は原案のとおり承認されました。

◎承認第１３号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第13号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成22年度浪江町一般会計補正予算（第６号 、））

これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第13号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

成22年度浪江町一般会計補正予算（第６号 ）を採決いたします。）

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第13号は原案のとおり承認されました。

◎承認第１４号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第14号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成22年度浪江町文化及びスポーツ振興育成事業

特別会計補正予算（第１号 、これより質疑を行います。））

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「
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討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第14号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

成22年度浪江町文化及びスポーツ振興育成事業特別会計補正予算

（第１号 ）を採決いたします。）

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第14号は原案のとおり承認されました。

◎承認第１５号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第15号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成22年度浪江町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第５号 、これより質疑を行います。））

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第15号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

成22年度浪江町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号 ）を）

採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第15号は原案のとおり承認されました。

◎承認第１６号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第16号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成22年度浪江町国民健康保険直営診療施設事業

特別会計補正予算（第３号 、これより質疑を行います。））

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「
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討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第16号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

成22年度浪江町国民健康保険直営診療施設事業特別会計補正予算

（第３号 ）を採決いたします。）

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第16号は原案のとおり承認されました。

◎承認第１７号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第17号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成22年度浪江町公共下水道事業特別会計補正予

算（第４号 、これより質疑を行います。））

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第17号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

成22年度浪江町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号 ）を採）

決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第17号は原案のとおり承認されました。

◎承認第１８号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第18号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成22年度浪江町介護保険事業特別会計補正予算

（第４号 、これより質疑を行います。））

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「
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討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第18号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

成22年度浪江町介護保険事業特別会計補正予算（第４号 ）を採決）

いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第18号は原案のとおり承認されました。

◎承認第１９号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第19号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成22年度浪江町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号 、これより質疑を行います。））

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第19号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

成22年度浪江町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号 ）を採）

決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第19号は原案のとおり承認されました。

◎承認第２０号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第20号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成22年度浪江町水道事業会計補正予算（第４

号 、これより質疑を行います。））

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「
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討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第20号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

成22年度浪江町水道事業会計補正予算（第４号 ）を採決いたしま）

す。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第20号は原案のとおり承認されました。

◎承認第２１号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第21号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成23年度浪江町一般会計予算 、これより質疑）

を行います。

質疑ありませんか。

20番。

私もこれまでの議会活動の中で、一般会計当初○20番（馬場 績君）

予算が、まるまる専決処分されたという経験は初めてであります。

その要因は明確でありますが、東京電力第一原発の重大事故、過酷

事故によってこういう事態を余儀なくされてしまったということに

ついては、議員としてあるいは議会の立場から、その審議すらも奪

われてしまったということに対して、新たな悲劇をおぼえるもので

あります。

その上でなんですけれども、町の財政について何点かお尋ねをし

ておきます。専決されたわけでありますが、その後の状況、今日的

な状況を踏まえて、基準財政需要額が大幅に変わると思います。そ

の上で基準財政需要額の大幅変更に伴う地方交付税等については、

平成23年度において増える場合、あるいは減る場合、増減をどのよ

うに予測されているのかいうことが第１点になります。

それから、第２点は同じく財政の視点でありますけれども、非常

に町財政も急迫しているということが推測されます。その上で、町

の財政収支計画は作成されているのかどうか。財政計画、こういう

時代における財政計画について、どのように対応されているのかと

いうのが第２点。

それから第３点は、今日も代表監事が出席されておりますが、非

常に事務方も避難の対応で混乱をしております。そういう中で監査

業務はどのように行われているのか。

、 。それから最後でありますが さまざまな損害が発生しております
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一般質問でもトータルな部分でお尋ねしましたが、東電に対する損

害賠償をある程度推計されているのかどうか。あるいは第１次の損

害賠償を求める用意をされているのかどうかということについて、

お尋ねしたいと思います。

総務課長兼会計管理者。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○総務課長兼会計管理者（根岸弘正君）

まず第１点の交付税関係ありますが、基準財政需要額、平成23年

度につきましては、学校基本調査あるいは保育所の入所等について

は、だいぶ一つ一つのものが減ってくるということで、当然ながら

基準財政需要額は減るだろうということを予想しております。

また反面、基準財政収入額についても、税収がすべてほとんどが

今年の税収が見込めないということですので、トータルにつきまし

てはどうなるかというと予測というのは困難でありますが、ただ県

からの情報によりますと、平成23年度の交付税につきましては、前

年度の交付額でやるというお話をいただいております。

ただ、基準財政需要額から基準財政収入を差し引いた通常のやり

方をやればどうなるかということについては、まだ算定しておりま

せんので見込んでおりません。

次に、財政収支計画でありますけれども、財政計画的なものはみ

ておりましたけれども、この度の原発事故に伴いまして、これから

の税収であるとか一般財源であり、また自主財源である税収がいつ

どのぐらい見込めるのかというものは、今までの財政収支計画でも

使いものにならないということでありますので、これからやはりそ

、 、ういうことも見込みながら これから新たな収支計画といいますか

そういうものを作っていかなければならないと感じております。

次に、損害賠償でありますが、現在、東京電力に対する自治体と

しての損害賠償はまだ行っておりません。ただ、一般質問でも申し

上げましたように、やはり当然ながら自治体としての損害相当額が

出ております。今後そういうものを集計しながら、これから損害賠

償を東京電力に求めていきたいということであります。

代表監査委員。○議長（吉田数博君）

お答え申し上げます。○代表監査委員（山内清隆君）

３月11日の大震災以来、監査はやっておりません。ただ、７月、

来月から例月監査、８月には決算監査をやろうということで、でき

る範囲で書類を出していただきまして、そしてやっていきたいとい

う形で考えております。

20番。○議長（吉田数博君）

今いろいろ答弁いただいたわけですが、代表監○20番（馬場 績君）
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査委員以外に、今のことについて町長の方から何か補足答弁があれ

ばお願いしたいと思いますが。

町長。○議長（吉田数博君）

一番最初の基準財政需要額の件ですが、こうい○町長（馬場 有君）

う震災にあたりまして、大変な状況になったということで、再三、

担当大臣のほうには普通交付税、特別交付税を、前年以上の増額を

していただきたい。とにかく私ども税収が全くないということであ

りますので、できるだけよろしくお願いしたい。

総務大臣のほうは、災害復旧債も考えられるのではないかという

お話もありますが、やはり災害復旧債となりますと、ある程度借金

という形になりますので、やはりここは特別という形で、特例措置

で何とか復旧資金なり復興資金なり援助していただきたいとこのよ

うに強く要請しております。当局のほうも理解を示しておりますの

で、平成23年度については、なんとか乗り切れるのではないかと。

ただ、平成24年度はどういう展開になっていくか。これはちょっと

皆目検討がつかないという状況であります。

それから、東京電力への賠償補償については、これは町としても

、 、 、甚大なる損害を受けてますので 精査をしながら 特に職員の給料

時間外手当がものすごい状況になっておりますので、これは不眠不

休で１カ月近くやっておりますので、そういう中でこれについての

損害賠償これは請求してまいりたい。

さらにはインフラが今どういう状況になっているか。警戒区域で

ありますので、入れませんのでその辺の精査もできない状況でおり

ますが、やはりこの原子力災害がなければ、普通の自然災害であれ

ば復旧にこぎつけているわけでありますから、その期間、相当なる

減価償却の損害もあります。そういうものも踏まえて賠償、補償を

していただきたいということで要請してまいりたいと考えておりま

す。

20番。○議長（吉田数博君）

特例措置も含めて原発災害による財政の負担に○20番（馬場 績君）

ついては、明らかに求めていくということでありますから、ぜひそ

ういう立場でお願いしたいと思います。

あえて、最後の質問に要望という形でお願いしますけれども、１

つは、全国に散らばっている町民がいます。その人たちにも浪江町

から見捨てられてしまったというような考えを持たせないように、

最大限のサービスというか、できれば避難先の町民との交流なども

含めて、ぜひ寂しい思いをさせないでほしい。具体的には、副町長

を通して町長のほうに届けてくれということで、山形県に避難して
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いる方から手書きのメモのＦＡＸがありました。27、28人が避難し

ているということですが、町から何の連絡もないと。私たちは見捨

てられてしまったのではないかと。そういう思いもしているので、

ぜひ救いの手を差しのべてもらいたいということも申し添えられて

おりましたので、それらも含めて全国に散らばっている避難所に対

して、十分とはいかないと思いますけれども、財政を確保しつつ、

浪江町の思いを伝える具体的な支援をお願いしたいと思います。

それから東京電力に対する損害賠償等の関係になってきますけれ

ども、あとでまた一般会計補正予算が提案されますが、連合審査の

中では、残業手当については1,500万円打ち切りだと。実際は何十

時間も残業をしているけれども、その何分の１で打ち切りというの

が実態ではないかと。どういう形ではじき出すかということもいろ

、 、 、 、いろあると思いますけれども ３月 ４月 避難による混乱の中で

職員の個人の携帯電話を使っていると。深夜にわたる残業もやって

いるということですから、それらの補てんもできる限り、職員が身

を削って救済事務に当った手当を最大限、町長の責任においてやっ

てもらいたい。

以上の２点については要望にさせていただきたいと思います。

以上であります。

他に質疑ございませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第21号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

成23年度浪江町一般会計予算）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第21号は原案のとおり承認されました。

◎承認第２２号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第22号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成23年度浪江町文化及びスポーツ振興育成事業

特別会計予算 、これより質疑を行います。）

質疑ありませんか。
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［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第22号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

成23年度浪江町文化及びスポーツ振興育成事業特別会計予算）を採

決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第22号は原案のとおり承認されました。

◎承認第２３号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第23号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成23年度浪江町国民健康保険事業特別会計予

算 、これより質疑を行います。）

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第23号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

） 。成23年度浪江町国民健康保険事業特別会計予算 を採決いたします

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第23号は原案のとおり承認されました。

◎承認第２４号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第24号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成23年度浪江町国民健康保険直営診療施設事業

特別会計予算 、これより質疑を行います。）

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「
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質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第24号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

成23年度浪江町国民健康保険直営診療施設事業特別会計予算）を採

決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第24号は原案のとおり承認されました。

◎承認第２５号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第25号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

（ ）、ることについて 平成23年度浪江町公共下水道事業特別会計予算

これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

20番。

先ほど一般会計、水道関係で東京電力に対する○20番（馬場 績君）

損害賠償に対する対応をお聞きしましたが、その中で上下水道等イ

ンフラについても、東京電力に対する損害賠償を進めてまいりたい

という町長の答弁でありました。

そこで下水道事業における、地震とは別に、東京電力の原発災害

によって、これらの事業の損害を受けたということは、当然のよう

に私もつかんであります。その上で、例えばこれらの請求にあたっ

て、どういう形で調査をし、どういう損害の評価の方法を考えてい

るのか。

今はそこまでは考えていないと、これからだというのであればそ

れはそれでやむを得ないのですけれども、損害に対する調査あるい

は損害の評価についてどういうふうに対応するのか、お尋ねしたい

と思います。

上下水道課長。○議長（吉田数博君）

損害についてでありますが、今のとこ○上下水道課長（星 光美君）

ろはまだ具体的には精査はしていないんですが、一応使用料も１億

２、３千万円の収入見込額でしたけれども、実際運営していれば、

使用料も補償の対象になるかと思います。

今騒がれている放射能の汚泥処理の方面も含めて計算に入れなけ
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ればならないという考えでおりますが、今のところ具体的には精査

しておりません。

20番。○議長（吉田数博君）

その辺の調査と評価についてはこれから具体的○20番（馬場 績君）

に検討するということでありますが、大きなポイントとしては、原

発災害によって使用料あるいは汚泥処理等ができなくなった損害に

ついて請求していく考えだということでありますから、それはそれ

でお願いしたい。

そこで、ぜひ取り置きのないようにするべきだというふうに思っ

ておりますが、そのことによって下水道事業の起債の償還が困難に

なるということは誰もが予想することであります。この部分も含め

て請求するというお考えなのかどうか。これは町長か副町長でしょ

うね。ご答弁をお願いします。

答弁、町長。○議長（吉田数博君）

これは公共施設関係はもちろんですが、農業施○町長（馬場 有君）

。 、設に対しての起債償還も出てまいります そういうことを踏まえて

やはり起債の償還を含めて損害賠償補償を請求してまいりたいと考

えております。

他に質疑ありませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第25号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

成23年度浪江町公共下水道事業特別会計予算）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第25号は原案のとおり承認されました。

◎承認第２６号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第26号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成23年度浪江町工業団地造成事業特別会計予

算 、これより質疑を行います。）

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「



- 118 -

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第26号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

） 。成23年度浪江町工業団地造成事業特別会計予算 を採決いたします

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第26号は原案のとおり承認されました。

◎承認第２７号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第27号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成23年度浪江町農業集落排水事業特別会計予

算 、これより質疑を行います。）

質疑ありませんか。

20番。

農業集落排水事業についても、下水道事業の損○20番（馬場 績君）

害請求と同じ立場で対応しなくてはならない。確認の意味で答弁願

います。

町長。○議長（吉田数博君）

もちろん農業集落排水事業についても、起債の○町長（馬場 有君）

償還、あるいは修理ができなかった損壊の部分、返済を受けてから

損害の部分があると思いますので、そういう形のものを請求してま

いりたいと考えます。

他に質疑ありませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第27号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

） 。成23年度浪江町農業集落排水事業特別会計予算 を採決いたします

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）
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よって、承認第27号は原案のとおり承認されました。

◎承認第２８号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第28号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成23年度浪江町介護保険事業特別会計予算 、）

これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

20番。

震災後の介護サービス事業についてであります○20番（馬場 績君）

が、２点ほどお尋ねいたします。

１つは、あの混乱の中で、オンフールふたばに入所されていた方

が特別な困難を伴いました。幸い150名に近い入所者が全員それぞ

れの施設に入所されたと聞いておりますが、聞くところによると、

遠くの施設に行って高齢者であるがゆえに、家族として訪ねたいん

だけれども訪ねることもできない。こちらに引き戻したいんだけれ

ども、受け入れ先がないということで、いろいろ困っている方々が

おります。

そうした場合、県内の施設、これは県との連携が必要だと思いま

すけれども、県と連携しながら、できるだけ家族のいる近くに、少

なくとも県内にいる家族の場合は県内の施設、あるいは避難先にお

いての家族の方々が家族訪問できるように、そういう施設入所の変

更等についても、これは行政のほうで一方的にやるというわけには

いかないと思いますけど、そういう形で家族間や施設入所でいろん

なご苦労されている方々に対する支援を行うべきではないかと。そ

のことに対する取り組みは、現在と今後においてどういうふうに進

めていくお考えなのか。

それから、連合審査のときも介護認定のことでお尋ねをいたしま

したが、実際は避難所なり、あるいは身内のところなり、仮設に入

るなりということで、サービスを受けたくても受けられない。ある

いは運動する機会もないということで、身体状況が非常に後退して

いるということが言われております。アンケートの回答の中でも足

が弱くなって歩けなくなってしまったという人もいるわけですが、

それらに対する対応、なかなか施設の面でも人的な面でも限界があ

ると思うんですけれども、担当課としてそういった問題にどういう

ふうに対処されてきたか。あるいは問題視されてきたかお尋ねした

いと思います。

健康保険課長兼福祉こども課長。○議長（吉田数博君）

１点目の施設につい○健康保険課長兼福祉こども課長（木村 潔君）
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ての支援は今後どうなのか。現在はどうか、今後はどうかという点

ですが、確かにオンフール双葉当時150名が、県内ではなくて、県

内も一部おりますが、栃木県のほうに散らばって避難しているのが

現実であります。

確かに健康な方は、こちらで二本松市、福島市、猪苗代町等々に

いるわけですから大変距離があるということで、ご不便かけている

と思います。

現在は、入所者、ある程度はあたっているんですが、どこもいっ

ぱいで空きがない状態にあります。それで、県の高齢福祉課の方に

も一番小さいサイズの特老を29床を何とか仮設にとお願いしたんで

すが、それは動かしてくるのが難しいということで言われてきてい

ますので、今のところは難しい。でも今後、徐々にこちらに呼び込

んで来るのが筋だと思いますので、その辺の努力はやっていきたい

と思います。

２点目なのですが避難所、それからホテル等にいると、確かに体

を動かさないで、足、腰の弱っている方がたくさんおります。どち

らかといいますと、包括支援センター関係で要支援１、２ぐらいの

方が比較的運動していないというのが、現実だと思います。

これは、桑折町、福島市、二本松市、本宮市と協議して、今後と

もやっていきたいと。現実的に包括支援センターも手いっぱい、社

会福祉協議会の中にあったのですけれども、職員の方がばらけてし

まって、現在は町職員で２名で行っておりますけれども、今も危な

い状態であります。

それから、介護についてもケアマネジャーが、ケアプランを立て

る方が極端に少ないということになっていますので、今後は徐々に

皆さんが戻ってくればそういう方も増えてくると思いますので、そ

れをみて順次改善していきたいと思いますので、よろしくお願いし

たいと思います。

20番。○議長（吉田数博君）

再質問させていただきます。質問の順序が逆に○20番（馬場 績君）

なりましたけれど、わかっている範囲で結構ですけど、オンフール

の方々は県内、県外何カ所に散在入所されたのか。わからないのは

わからないで結構です。

それから、県外に避難入所された方で、県内に戻って来ていると

いう方がどのぐらいいるのか。

それから、今、県の福祉課と協議しながら、仮設住宅内に入所施

設の設置を求めているところだけれども、県の判断としては難しい

という答えがあったということですが、このままでいいのかという
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問題があると思うんです。

方法はいくつかあると思うのですが、１つは、既存の施設を増設

するということも１つの方法ではないかと。既存の施設、例えばあ

とでお答えになればわかるわけだけれども、二本松なら二本松、福

島なら福島のところに入ったと、それは余裕があったからではない

と。押し込みで入ったということだと思うんです。そこで職員体制

が十分な体制をとられているかというと、そうではないということ

になれば、やっぱりそこで働く人も、入所している人達も、避難と

いう状態だからこそ、安心して入所生活が送れるという体制をとる

必要があると思うのです。

これは、場所を聞いてここでやれるだけでは結論を出せるもので

はないという思うので、実態はそうだという認識を強めた上で、議

会もそういうことになるわけだけれども、町長もそうした問題の具

体的な解決のために取り組みを進めるということが必要ではないか

と思います。これは異論ないと思いますので、お答えはなくても結

構です。

それから、今答弁の中で地域統括センターは、機能不全になって

いると、実態はそうだと思います。したがって、町の職員２人で対

応しているということだから、なおのこと、こういう事態で介護サ

ービス制度、いろんな意味で混乱と無理をきたしているのではない

かと考えられます。

、 。その上でなのだけれども ケアマネージャーは専門職であります

避難先にそうした専門職がおられるかどうかわかりません。しかし

人材活用という意味で介護福祉士とか、あるいはケアマネージャと

か、あるいは正看であれ准看であれ、資格を持っている方がいるは

。 、ずです そういう避難している方々の人材活用ということも含めて

ただ施設をつくってくれということだけではなくてやっぱり人的な

対応も含めて避難している町民に生きがいを与えると。あるいは仕

事を与えるという立場が重要ではないかと思います。トータルな問

題になりますので、町長になりますでしょうか。オンフールの分散

について実態が分かっておりましたらば、課長のほうからお答えい

ただきたい。

健康保険課長兼福祉こども課長。○議長（吉田数博君）

オンフールの分散関○健康保険課長兼福祉こども課長（木村 潔君）

係なのですが、一度名簿をもらったのですが、東和にいる時にもら

ったものですから紛失して、再度もらっておきたいと思います。

それから、県外から県内に落ちついた方がおられるかということ

なのですが、私は今のところは、そういう要望があるという方は聞
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、 、いたことがあるのですが 落ち着いたかどうかは定かではないので

情報不足で大変申し訳ないです。

答弁、町長。○議長（吉田数博君）

人材活用についてお答えいたします。今、議員○町長（馬場 有君）

おただしのとおり、生きがいを与えると、あるいは生きる力を与え

るということは非常に重要なことでありまして、そういう観点から

今までもケアマネージャー、あるいは社会福祉士の方々が看護師を

含めてそういう方々が避難所においでになれば、そういう形のもの

で人材を活用して、皆さんの避難している方々の力になればと思い

ますので、ぜひ活用を考えてまいりたいと考えております。

20番。○議長（吉田数博君）

ケアマネージャーの方が、県内に仕事がなくて○20番（馬場 績君）

仕事を探しているという人がいるかどうかまで私はつかんでおりま

せんけど、看護職などについては仕事がみつからないということで

相談されてきている方がおります。そういう意味で人材活用と福祉

介護のサービスということを結びつけて出来る人は大丈夫というこ

とで、ぜひ具体的取り組みを願いしたいと思います。

それから、オンフールの分散入所でありますが、私の記憶に違い

がなければ、県内、県外含めて47カ所に分散をしていると聞いてお

りました。その上でなのですが、町はやはり介護事業の被災者です

から、ましてオンフールふたばは浪江町にあった施設であります。

混乱の中で、書類を紛失したということは理解はできますけど、や

はり多くの方々は町民であったし、その後の事態はどうなっていく

かということを把握していくというのも避難自治体としての重要な

責任だということをご認識いただいて、早急にそういうものを確認

するということで対応をお願いします。答弁いりません。

他に質疑ありませんか。○議長（吉田数博君）

10番。

今の20番議員の質問と町長の答弁で大体のとこ○10番（田尻良作君）

、 。ろは理解したんですが 実は私仮設住宅のほうに入所しております

先ほど話があったように高齢者が、私の入居している仮設に結構多

いのです。

それで、施設の問題なのですが、若干木村課長とはやり取りした

ことはあるのですが、１点目の質問になりますが、これから１年、

、 、２年という状況の中で 施設の計画はどうなるかという質問したら

何カ所かは考えているという答弁がありました。ここで、もう一度

そのあたりについて説明をお願いいたします。

２点目なのですが、先ほど町長のほうからも最大限努力するとい
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う答弁がございました。果たして、今現状の避難生活の中で、高齢

者たちが仮設住居の中で中通り、非常にこれから迎える夏、厳しい

という地元の人の声が多々私の耳には入っております。さらには、

浜通りと違って中通りは雪が非常に多いと。寒さ対策等々あると思

います。そこでなんですが、行政サービスの面から、地元とのデイ

サービス関係でどのような協議の場といいますか話し合い、地元の

デイサービス施設との話をもっていくのか、その辺を伺いたいと思

います。

健康保険課長兼福祉こども課長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○健康保険課長兼福祉こども課長（木村 潔君）

施設については、委員会でも申したとおり安達運動場、杉内多目

的運動場、笹谷東部、本宮運動場みんなの原っぱでデイサービス、

４カ所、各施設20名の80名を図りたい。それから、恵向公園には重

症のグループを。それでこれはきのうとおとといで入札は終わりま

して、工事に着工する前にオンフールに行ってきたのですが、そこ

で使いやすいように内容を変えたいということで、きのう、おとと

い２回、設計と検討、打ち合わせをいたしまして、きのう施設のほ

うは、こういうふうに直してほしいということで意向を伝えたと聞

いております。

それから、仮設入所関係で施設、デイサービスとかその他の地区

でもありますので、その辺はどうなっているのかということなんで

すが、桑折町については桑折町の社会福祉協議会のデイサービスで

対応していただきますという回答を得ております。

それから二本松市については、今のところ施設が満杯で対応は難

しいということであります。

福島市については、市内にある程度業者があるので、そこでケア

マネージャーが情報をつかんでいれば大丈夫だろうという回答を得

ております。

それから本宮市につきましては２カ所つくりますが、そのほかに

１カ所、特別老人ホームが近くにございますので、そこで対応して

いただけるという情報は得ております。

10番。○議長（吉田数博君）

本宮市のほうでは地元の施設で対応していくと○10番（田尻良作君）

いう答弁があったのですが、本宮市は最後に質問したように、二本

松市は11カ所の仮設の場所があるわけですから、その辺のところで

本宮市、二本松市にかかわらず、福島市、桑折町その辺の対応を、

要望になりますがよろしくお願いしたいと思います。

それから、町長にお聞きしたいのですが、仮に今４カ所の介護施
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設をこれから設置するという形になるのですが、新たにそういう事

業希望者があった場合は、町としてはどのような審査の考えがある

かどうかお聞きしておきます。

町長。○議長（吉田数博君）

先ほど担当課長が説明しましたように、地区に○町長（馬場 有君）

よっては民間業者のほうが施設等々に、お互いに利用していただく

という形もあるというふうに思います。

現在、先程来から説明がありますように、デイサービスの件につ

いては、４カ所を設置して80名の対応をしていきたいというお話で

ありましたが、やはり地元との協議が必要な場合が出てくると思い

ますので、地元との話し合いの折り合いがつけば、新たな施設とい

う考え方も生まれてくるのではないかと思いますので、そういう形

の中で、とにかく私どもは、ちょっと言葉が悪いのですが居候して

いるという状況でありますので、ぜひ地元の関係機関との協議が大

切なことであると認識しておりますので、その辺も踏まえて、施設

をつくるという形になれば、それは検討していきたいと思います。

10番。○議長（吉田数博君）

そういう形になれば、町としても努力していく○10番（田尻良作君）

ということであります。

私は、北の桑折町のほうに入っているのですが、先ほどの課長答

弁だと、地元からの桑折町ですね。多分社会福祉協議会との関係で

そういうサービスが受けられるというようなことだと思うのです

が、実は内々の話なのですが、桑折町のほうでも実はそこに入所、

桑折町の町民も入所しているんです。そういうふうな関係の中で、

ぜひ桑折町との交渉の中で、その４カ所には桑折町の仮設は入って

いないわけですから、ひとつそこのところにも、介護施設、デイサ

ービス等々をお願いしたい。要望ですが、お願いしたいということ

で、私の再々質問を終わります。

以上です。

他に質疑ございませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第28号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

成23年度浪江町介護保険事業特別会計予算）を採決いたします。

採決は起立により行います。
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本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第28号は原案のとおり承認されました。

◎承認第２９号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第29号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

（ ）、ることについて 平成23年度浪江町財産区管理事業特別会計予算

これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第29号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

成23年度浪江町財産区管理事業特別会計予算）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第29号は原案のとおり承認されました。

◎承認第３０号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第30号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

（ ）、ることについて 平成23年度浪江町後期高齢者医療特別会計予算

これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第30号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

成23年度浪江町後期高齢者医療特別会計予算）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］
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起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第30号は原案のとおり承認されました。

◎承認第３１号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第31号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成23年度浪江町水道事業会計予算 、これより）

質疑を行います。

質疑ありませんか。

20番。

水道事業者に対する損害賠償請求についても、○20番（馬場 績君）

先ほどの下水道事業、農業集落排水事業と同じ立場で請求なされる

かどうか、確認いたします。お答えください。

答弁、町長。○議長（吉田数博君）

公共下水道事業での説明のとおり、上水道につ○町長（馬場 有君）

いても同じ考え方で賠償補償を請求してまいりたいと考えておりま

す。

他に質疑ありませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第31号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

成23年度浪江町水道事業会計予算）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第31号は原案のとおり承認されました。

◎承認第３２号の質疑、討論、採決

日程第１、承認第32号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（浪江町公告式条例の特例に関する条例の制定につ

いて 、これより質疑を行います。）

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。
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［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第32号 専決処分の承認を求めることについて 浪、 （

江町公告式条例の特例に関する条例の制定について）を採決いたし

ます。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第32号は原案のとおり承認されました。

◎承認第３３号の質疑、討論、採決

日程第３、承認第33号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成22年度浪江町一般会計補正予算（第７号 、））

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第33号 専決処分の承認を求めることについて 平、 （

成22年度浪江町一般会計補正予算（第７号 ）を採決いたします。）

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第33号は原案のとおり承認されました。

◎承認第３４号の質疑、討論、採決

日程第４、承認第34号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（浪江町公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関

する基本協定の一部を変更する協定の締結について 、これより質）

疑を行います。

質疑ありませんか。

20番。

この議案についても連合審査で質疑をさせてい○20番（馬場 績君）

ただきましたが、改めて質疑をさせていただきたいと思います。

連合審査の中で明らかになったことは、工事が完成して３月15日
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に町の書類検査をやる予定であったけれども、原発災害によってそ

れができなかった。その後、６月３日に書類検査を終了して、工事

代金の残金を先方に支払ったということであります。こういう経過

があるわけですが、改めて単純に質問いたします。

大震災による施設の損壊が十分考えられます。これまでの事業者

との工程では書類審査を起こすのみということであったにしても、

引き渡しを受けていない段階で、損壊が予想されるという場合、書

類検査だけで問題はないのかということが第１点。

それから、連合審査のときもお尋ねいたしましたが、そういう場

合、広域でやっている工事契約の条文上、発注者甲、受注者乙の責

任はどうなっているか確認をしてもらいたいという宿題を与えてお

、 。りましたが それがどういう形で確認されたかお答えいただきます

答弁、上下水道課長。○議長（吉田数博君）

まず第１点目ですが、工事の確認とい○上下水道課長（星 光美君）

うことで、先ほども答弁したのですが、３月15日に書類検査と現場

検査をやる予定でありました。その以前にも試運転等をやっており

ました。今回の工事は、浄化センターの増築によって、本体自体は

平成20年度、平成21年度で終わっていたのですが、今回の１億

5,600万円はポンプ設備と電気設備、あとは水処理の運転計装及び

感知水量等などの設備工事であります。

そういうことで、震災等で審査できなかったということで、県の

ほうに問い合わせた結果、平成23年３月29日付けで県土木部総務課

長及び技術管理課長を通じて、現場での立ち入り等が出来ない場合

、 、は 書類検査に基づいて検査ができるという連絡もありましたので

書類で検査をしまして平成23年度に延ばしたということでありま

す。

審査した結果、６月３日に審査をいたしまして完了を認めたとい

うことでございます。県のほうも、完了と認めれば補助金対象にな

るということで、先ほどお金を支払ったということでしたが、まだ

支払いは部分払いしかしておりません。これから支払いの手続きを

する予定でございます。

先ほどの第２点目なのですけれども、この根幹的な契約の中には

そういうところは載っておりませんでした。

あと、工事に関しましては、実はきのう、おとといのお話だった

ものですから、書類が混雑しておりまして探せなかったということ

であります。工事に関しての契約書だったのですが、申し訳ありま

せんが探せなかった。

今後の件なのですが、一応完了したと確認したのですが、その後
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の震災なものですから、その後については、どの程度被災している

かはまだ行っていませんので、まだ終点もしていないと。電気も入

っていない状況で、どの程度の被災なのかも確認できないので、今

後被災状況を確認して、あるいは県とも話し合いながら、ご指導を

得ながら対応していきたいと思っております。

20番。○議長（吉田数博君）

大震災等による建設物の損壊に対する責任の帰○20番（馬場 績君）

、 。属については 契約書の中には入っていないという答弁であります

そういう場合の責任帰属が明記されていない契約を結んでいるの

に、書類検査だけで工事完了の確認をする。その上で工事代金を全

額支払うということは、私は慎重であるべきだと思います。

最終的に、浪江町のほうで払うことになる場合があっても、契約

書にない事態については、当然のことながら双方とも一定の責任が

あるということになるのではないかと思います。

県のほうに確認した上で、その手続きをとったということであり

ますが、私の意見としては、どの程度損壊されているのか調査もで

きないということですから、いずれ時間を見て調査をして、大震災

による損害だという損壊の原因は判断できるにせよ、その損害分担

について、一方的に町だけが負うべきものなのかどうなのかという

ことについて、私は慎重であるべきだということが１つ。

それから、連合審査の中でも出たと思うのですけれども、保険に

入っているのか、いないのか。改めて施設の保険の加入の実態と、

それから加入していたとすれば、その補てんは可能なのかどうなの

か。

以上お尋ねをいたします。

上下水道課長。○議長（吉田数博君）

議員言われたように、災害の損害につ○上下水道課長（星 光美君）

きましては、県のほうと慎重に相談いたしまして対処したいと思い

ます。

、 、保険のほうなのですが 先ほどの書類と同様見つからなかったと

よろしくお願いします。

他に質疑ありませんか。○議長（吉田数博君）

19番。

今の話、工事契約については、民間だと100○19番（佐々木英夫君）

％、それから官庁関係は正確にわからないですけれども、瑕疵担保

というものがあるはずなんです。取りに行けば簡単なんです。先ほ

どの話だと混乱していてどこにあるか分からないということですか

ら、契約会社にＦＡＸ送ってくれと言えば、すぐ手に入るのではな
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いですか。そこさえ見れば、私はすぐ解決することだと思います。

いずれにしても、一番心配なのが、天災によるということが入っ

ているかどうか。天災の場合はいいよと、逃れるということであれ

ば瑕疵担保は駄目になりますが、全体にその瑕疵担保の件が入って

いると思います、第何条かに。どうでしょうか。

上下水道課長。○議長（吉田数博君）

今お話されたように、早急に確認した○上下水道課長（星 光美君）

いと思います。

19番。○議長（吉田数博君）

課長迷っていないで、向こうに契約の写しも○19番（佐々木英夫君）

っているんだから、すいませんＦＡＸくださいということで、すぐ

送ってもらえるから。そうすると20番議員に責められることないで

す。

他に質疑ありませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

20番。

タイミング外してしまったけれども、今、担当○20番（馬場 績君）

課長の答弁でも明らかなように、契約書の内容もどうなっているか

分からないということであるにもかかわらず、契約変更をそのまま

議会が承認するということについては、私は不備の契約変更をその

まま認めることになると思うのです。

討論に入ってしまったから、これを撤回して再上程という手続き

はできなくなりましたが、だから反対ということではなくて、そう

いう事情であれば、議案上程する前にそこまで考えて、あるいは調

査をして提案すると。あるいは連合審査の中で、そういう問題も指

摘されたわけだから、調査の上、提案者のほうから説明をして、議

案取り扱いについては慎重をきすということが、こういう事態であ

ればこそ、重要ではないかと思います。

したがって、私は本案件については、不備の状態で承認するわけ

にはいかないと態度を明らかにいたします。

他に討論ありませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第34号 専決処分の承認を求めることについて 浪、 （

江町公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する基本協定の一部

を変更する協定の締結について）を採決いたします。
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採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第34号は原案のとおり承認されました。

◎承認第３５号の質疑、討論、採決

日程第５、承認第35号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関

する条例の一部改正について 、これより質疑を行います。）

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第35号 専決処分の承認を求めることについて 議、 （

会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正

について）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第35号は原案のとおり承認されました。

ここで、10時50分まで休憩いたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時３７分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午前１０時５０分）

◎承認第３６号の質疑、討論、採決

日程第６、承認第36号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（浪江町税特別措置条例の一部改正について 、こ）

れより質疑を行います。

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）
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これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより 承認第36号 専決処分の承認を求めることについて 浪、 （

江町税特別措置条例の一部改正について）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第36号は原案のとおり承認されました。

◎承認第３７号の質疑、討論、採決

日程第７、承認第37号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

（ ）、ることについて 浪江町国民健康保険税条例の一部改正について

これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

20番。

国保税の条例改正であります。介護納付の部分○20番（馬場 績君）

で、限度額の引き上げになるという条例改正でありますが、この条

例改正については、震災による激甚災害等の影響で、そのまま実行

課税はされないということですが、これの附則を書いた専決第38号

附則で、４月１日から施行するということだけで、震災による実行

課税はしないということも附則に書き入れるべきではないかという

ふうに思いますが、いかがでしょうか。

答弁者、税務課長。○議長（吉田数博君）

質問にお答えいたします。○税務課長（大浦泰夫君）

現在のところは、課税につきましては一応全期という形になって

、 、おりまして この専決第38号の中にその分を折り込むということは

今までこれは国、県のほうから指示は来ておりません。今回の改正

につきましては御存じのとおり、地方税法施行令の一部改正という

ことで月額の改正ということでありまして、今後につきましては課

税状況につきましては、いったん限度額の引き上げに基づきまして

一応算定をいたします。それに基づきまして、今後減免等の措置に

よって対処していくという形になるかと思いますので、今の段階に

つきましては、取りあえずこういった形で対応させていただきたい

と思います。

以上でございます。

20番。○議長（吉田数博君）
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今の答弁は、地方税法改正によって限度額が引○20番（馬場 績君）

き上げられると。それで一度課税の計算をするというのも実行課税

は実施されるということになっているので、附則に書き加える考え

はないということですが、延期するということについては、法律上

の措置だというふうに考えてよろしいとすれば、課税の手続きは課

長が答弁されたとおりであっても、この条例改正だと４月１日から

施行ということですから、実行課税はしないということは附則の１

号でそういうふうにした上で、そのあとこの取り扱いについても明

記しておく必要があるのではないかと私は思うのですけれども、実

行課税をしないということの担保は税条例改正の上でどこに担保さ

れていますか。

答弁、税務課長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○税務課長（大浦泰夫君）

今年４月18日に町税等にかかわる期限の延長ということで、告示

をさせていただきました。この中につきましては、納付期限を当分

の間延期すると。延期につきましては、まだ今のところはいつまで

という部分については未定ということで、取りあえず今回の改正に

つきましては、限度額の上限の設定の変更でありまして、今後浪江

町につきましては実行課税するかしないか、これは当然今後の対応

の中で、多分担税力等も含めますと、当然課税いたしましてもなか

なか収納は難しいという形になってくるかと思います。また、平成

23年度につきましては、健康保険税につきまして御存じのとおり医

療給付そのものが平成23年度どの程度医療費がかかってくるのか。

そういう部分もまだ不明確です。当然これにつきましては健康保険

課長の方から税務課の方に課税依頼というものが出てきまして、そ

、 、の中で対応していく形になりますので 今後の動向を見据えながら

今回の改正につきましては一応平成23年度４月１日からということ

で明記させていただきました。

以上でございます。

20番。○議長（吉田数博君）

ちょっと納得しがたいお答えですね。担税力が○20番（馬場 績君）

ないということが根底にあります。それはそれで誰も異論を差し挟

むのではないと思います。その上で、今の答弁にもありましたよう

に、地方税法の改正の中に、課税の期限の延長ということが示され

ているということだとすれば、この附則には、平成23年４月１日か

ら施行するということしか書いていないわけだから、課税の延期に

ついても同時に書いておかなければ、行政の手続き上、あるいは保

険加入者に対する、被保険者との関係です。実行課税しないという
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ことはやっぱり明記しておく必要があるのではないかと。浪江町長

の単なる行政判断でできる話ではなくて、地方税法の改正でそうな

ったという答弁をされているわけだから、附則の中に明記するのが

私は筋だというふうに考えます。いかがですか。

答弁、税務課長。○議長（吉田数博君）

今の質問でございますが、いろんな税につ○税務課長（大浦泰夫君）

きましては、当然町税のものありますし県税のものあります。国税

のものございます。現在の中につきましては、当然健康保険だけで

はなくて、住民税につきましても県民税、町民税も含めたそういう

形の中でこういったことをいただいてますので、健康保険税につき

ましては、取りあえず免除するとかという部分はこの条文の中では

盛り込まない。別な案件の形の中で今後対応していきたいと考えて

おります。

以上でございます。

他に質疑ございませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

。 。○議長 吉田数博君（ ） 討論なしと認めます これで討論を終わります

これより承認第37号 専決処分の承認を求めることについて（浪

江町国民健康保険税条例の一部改正について）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第37号は原案のとおり承認されました。

◎承認第３８号の質疑、討論、採決

日程第８、承認第38号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（平成23年度浪江町一般会計補正予算（第１号 、））

これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

20番。

今回の補正予算の提案の中に。○20番（馬場 績君）

これは議案第41号でした。これはありません。失礼しました。

他に質疑ございませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「
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質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

。 。○議長 吉田数博君（ ） 討論なしと認めます これで討論を終わります

これより承認第38号 専決処分の承認を求めることについて（平

成23年度浪江町一般会計補正予算（第１号 ）を採決いたします。）

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第38号は原案のとおり承認されました。

◎承認第３９号の質疑、討論、採決

日程第９、承認第39号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（浪江町役場二本松事務所設置条例の制定につい

て 、これより質疑を行います。）

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

これで討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより承認第39号 専決処分の承認を求めることについて（浪

） 。江町役場二本松事務所設置条例の制定について を採決いたします

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第39号は原案のとおり承認されました。

◎承認第４０号の質疑、討論、採決

日程第10、承認第40号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（浪江町公告式条例の特例に関する条例の一部改正

について 、これより質疑を行います。）

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。
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［ なし」と呼ぶ者あり］「

これで討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより承認第40号 専決処分の承認を求めることについて（浪

江町公告式条例の特例に関する条例の一部改正について）を採決い

たします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第40号は原案のとおり承認されました。

◎承認第４１号の質疑、討論、採決

日程第11、承認第41号 専決処分の承認を求め○議長（吉田数博君）

ることについて（浪江町役場二本松事務所設置条例の一部改正につ

いて 、これより質疑を行います。）

質疑ありませんか。

17番。

議案第41号、二本松事務所に本庁を移すという○17番（勝山一美君）

ことの議案ではございますが、承認案件第１号から第31号について

は３月30日、あるいは４月に行われた全員協議会で承認するという

。 、旨のお話をしておりました 承認第32号から承認第41号までの間に

私は町長にお尋ねしたいのですが、本定例会中、合同委員会の審査

でもお話ししたのですが、この本定例会までの間に臨時議会が一度

も開かれることなく終わって、本日の膨大な量の提案ということに

なっております。３カ月以上過ぎて、その間、議会と全員協議会で

は町長は10分か15分の間、全協報告はございましたが、全く議会が

開かれていなかったということについて、町長からどのようなお考

えだったのか、お尋ねしたいと思います。

町長。○議長（吉田数博君）

お答えいたします。○町長（馬場 有君）

議員ご案内のとおり、やはり３月11日から震災を受けてずっとこ

れまでの行政機能をとにかく１日も早く打ち立てようということで

４月、５月というような形になりまして、大変議会の皆さんには議

会を開くいとまがないというような状況で、大変ご迷惑をおかけい

たしましたけれども、やはり臨時議会が開くことができなかったと

いう要因は、いろんな町民の方が県内、あるいは県外へ避難をいた

しまして、普通の行政機能ではない。要するに所在確認あるいは被

災、罹災証明等々の発行等含めて、さらには第１次避難から第２次
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避難に向けて、特に４月６日から第２次避難で第１次避難でありま

した体育館、あるいは公共的施設の形のものから避難をするのにい

わゆる第２次避難スキームにのっとった中で避難をしていくという

ことで、非常に町民の方に対応する機会が非常に多くて、ニーズも

その時は非常に多かったです。例えば仮払の問題とか、いろんな問

題がありまして、やはりそれを一つ一つ町民のためにこなしていく

というのが普通の行政としては考えられない業務でありました。

そういうことで、議会の皆さんには大変申し訳なかったのであり

ますけれども、臨時議会を開くいとまがなかったということで、ひ

とつご理解をいただきたいと考えております。

17番。○議長（吉田数博君）

町長のお話は、十分斟酌しておりますが、夕べ○17番（勝山一美君）

某市の市長さんが親が慌てては子供は不安になるというお話をして

いました。私も３月30日、初めて全員協議会が開かれた席で、議会

が慌てては町民は不安を持つだろう。行政が慌てては町民が不安を

持つだろう。粛々とやってこそ、町民が安心できる部分があるんだ

というふうに口を酸っぱくしてお話した。議員、諸兄、すべてそう

いった認識でおられると思いますが、本来なら本定例議会は、私は

別な形の定例議会であるべきだというふうに考えておりました。し

かし一度も開かれなかった部分、いろいろと案件が積み重なって、

起立あるいは座るだけの状況の委員会になっているのかなというふ

うに、甚だ残念であります。本定例会の中で、この問題が取りざた

された中で、全員協議会の中ですが、議長は町長に申し入れたとい

うお話をしました。もちろん、議長が正式に議員の諸兄にお話しす

るわけですから、書式にのっとった文章で当然臨時議会の開催を求

めたと理解しておりますが、もし、そういった中で町長が状況を把

握して、こうだということで議長が把握するようなお話を伺ったの

かどうかはわかりませんが、地方自治法に抵触するおそれのある発

言であると考えております。

議会も一つの組織として粛々と進みたいのですが、やはり節目、

節目。ですから職員の皆さんも大変だったと思いますが、臨時議会

が開かれるということは、その節目になると考えております。ただ

毎日、日々残業を使ってだらだらとやっているよりも、何か節目節

目になったのではないかとも思います。大変な中だからこそ、やは

り創意工夫をして開いていただければと。答弁はいりません。甚だ

残念な定例会になったというふうに思います。

以上です。

他に質疑ございませんか。○議長（吉田数博君）
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［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

これで討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより承認第41号 専決処分の承認を求めることについて（浪

江町役場二本松事務所設置条例の一部改正について）を採決いたし

ます。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、承認第41号は原案のとおり承認されました。

◎議案第３９号の質疑、討論、採決

日程第12、議案第39号 浪江町税条例の一部改○議長（吉田数博君）

正について、これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

これで討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより議案第39号 浪江町税条例の一部改正についてを採決い

たします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第39号は原案のとおり可決されました。

◎議案第４０号の質疑、討論、採決

日程第13、議案第40号 災害弔慰金の支給等に○議長（吉田数博君）

関する条例の一部改正について、これより質疑を行います。

質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。
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［ なし」と呼ぶ者あり］「

これで討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより議案第40号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改

正についてを採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第40号は原案のとおり可決されました。

◎議案第４１号の質疑、討論、採決

日程第14、議案第41号 平成23年度浪江町一般○議長（吉田数博君）

会計補正予算（第２号 、これより質疑を行います。）

質疑ありませんか。

20番。

６ページ、雑入であります。4,750万円、災害○20番（馬場 績君）

援護資金借入金、これは貸付の県からの歳入の部分だという説明が

ありました。それからその下の災害見舞金ですが、今度初めて出て

くる中身です。災害見舞金は、見舞金の総額、６月23日時点の総額

が3,000万円だというふうに私は受け止めるわけですけれど、第２

款で質問するよりもここではっきりお尋ねできますけれども、災害

見舞金は、現時点で何件で金額はどれぐらいになるのかお答えくだ

さい。

、 、 。それからこの予算書に 基本的に民生費 予防費が出ております

これは減額補正でありますけれども、私は、町長が一般質問でも答

弁されたように、線量計を購入したいということや、あるいは内部

被ばくの調査についても進めてまいりたいというお答えがありまし

た。この予算の時点では、内部被ばくの県内各地の町村や、その他

の動きがかなり明らかになっていた時期だと思うのですけれども、

内部被ばくの検査と、この予算措置についてはどのように考えてお

られるのかお尋ねいたします。

総務課長。○議長（吉田数博君）

まず６ページの雑入であります。見舞金と○総務課長（根岸弘正君）

いうことでありますけれども、見舞金につきましては、これは県の

町村会からの見舞金ということで、行政に対する見舞金ということ

で今回挙げたわけです

おただしの件は義援金の一つにありますけれど、義援金につきま

しては予算計上されておりません。ただ６月20日現在で申し上げま
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すと、392件の義援金の受け入れがございました。その金額は、２

億3,838万3,177円でございます。それと予防費の今回の補正であり

ますけれども、この９ページの補正につきましては、予防費の委託

について他市町村で行うものについては扶助費ということでの組み

替えを行ったわけです。13の委託料と、その上の扶助費の中での組

み替えということでちょっとわかりずらいのですが、災害援護費の

20の扶助費の16億2,100万円の中に入っておりまして、災害援護費

１億8,530万円と言われましたけれども、ここに予防費として1,550

万円入っておりまして、この組み替えということでございます。内

部被ばくに関する線量計というものにつきましては、この時点では

予算化はしてございません。

以上であります。

町長。○議長（吉田数博君）

今の内部被ばくの予算措置についての補充の答○町長（馬場 有君）

、 、弁をいたしますけれども 県の防災対策本部の田嶋本部長のほうに

私のほうから内部被ばくの検査を国の責任のもとでどうしてもやっ

ていただきたいという形で、それでつい最近、６月20日以降に実施

するという約束が来まして、現在、サンプル的に抽出した形の中で

今検査をしておる段階です。県のほうも全面的に協力するというこ

とで、予算措置については国のほうですべてまかなうというお答え

をいただいております。

以上です。

20番。○議長（吉田数博君）

義援金について、多額のご協力があったという○20番（馬場 績君）

ことについては私も協力してくれた関係各位にお礼を申し上げてお

きたいと思うのですが、予算措置において、別に今回、計上しない

からだめになるということではないと思いますけど、これだけ被災

に伴う行政需要が増幅しているわけですから、私は今回の補正に計

上する気はなかったのかと。そしてそれぞれの避難者支援等のニー

ズにも応えていくと。放射能計測器等の確保等についても万全を期

したこういう予算措置が必要ではなかったのかというふうに思いま

す。改めて今回の補正、約３億円に近い義援金をなぜ計上されてい

、 。なかったのかということについて 改めてお聞きしたいと思います

それから、内部被ばくの検査については、総じて県の責任のもと

でやっていただきたいということで、実際６月27日、第１回の検査

が行われたということが新聞報道でもあり、連合審査でも説明会が

ありました。それで、その点に関して何点かお尋ねしたいと思いま

す。
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今回、被ばくの検査をしたのは独立行政法人放射線医学総合研究

、 。 、所において 浪江町の場合は住民の被ばく検査をしたと その結果

６月28日の福島民友新聞によれば全員異常ないということでした。

同じ時期に、毎日新聞等でも報道されましたけれども、放射線研究

専門家の２人が、広島大学の名誉教授と、福島のわたり生協、広島

大学で長い間、放射線防護について研究してきた斎藤先生でありま

すけれども、飯舘村と川俣町の住民15人の検査をしたらば、全員内

部被ばくがあったということが確認された。なぜ違うのかと、大き

な疑問を持ちました。今回、千葉県の放射線医学総合研究所におけ

る検査は１回のみの検査になると。それから飯舘村、川俣町におい

ては２回の検査をした。通常は２回の検査をするということになっ

ているのだそうですが、これだけ深刻な問題が起きているわけです

ので、経費負担は県で持つというところまでは結構ですけれども、

２回の検査を求めるべきではないかというふうに思います。そのこ

とについて、お答えいただきたいと思います。

それからついでに補足しておきますけれども、飯舘村、川俣町の

場合は、全員から２回ほどセシウムの検出があったと。微量だけれ

ども検出があったと。高い人では3.2ミリシーベルト。外部被ばく

の場合は13.5から4.9ミリシーベルト。内部と外部の合計では高い

人で14から4.9。２カ月の間をおいての調査だということですが、

私は内部被ばくの検査が極めて重要だと。しかも10人とか、100人

とか200人とかではなくて少なくても妊婦あるいは高校生以下の子

供は、優先的に内部検査をすべきではないかと。その必要性につい

ては、今、飯舘村、川俣町の検査結果からも明らかだと。しかも検

査の方法について問題有りだと。これは早急に改善を求めるべきで

はないかというふうに思います。お答えいただきたいと思います。

それからこれに関しての質問はたくさんあるわけですけれど、千

葉県に行っての検査というところに一つの難点がある。一番いいの

は、やっぱり県内で検査できるようにすると。これは大熊町のオフ

サイトセンターにあった機械を医大に持ち込むという話も聞いてお

りますけれども、放射能医学の専門家でないとできないということ

もありますから、その体制を強化するということとあわせて県内で

検査できるように改善を求めていくべきではないかというふうに思

います。

それからあわせて今回の議会は、やはり放射線被ばくに対する対

応はどうなっているのかというものが最大の焦点だと思いますが、

状況調査についても県が実施してきた結果を６月26日に発表いたし

ました。それによれば、県内49市町村120カ所でありまして、被ば



- 142 -

、 。く８カ町村はもちろん ここには浪江町はもちろん入っております

どこまで接近して状況検査をするかということは、それはいろいろ

検討する必要があると思いますけれども、大気中の汚染については

100メートルメッシュごとに検査発表も明らかにされております。

状況検査についても、もっときめ細かくやる必要がある。これをや

はり調査のポイントを増やすと。ただ増やしたわけではなくて、情

報公開するという形での状況検査実施を求めていくべきではないか

と思いますが、状況としていかがお考えなのかお伺いいたします。

町長。○議長（吉田数博君）

再質問にお答えいたします。○町長（馬場 有君）

まず内部被ばくの関係でありますけれども、いわゆるホールボデ

ィカウンターの機械が国内に十数機しかないということの話を聞い

ておりまして、非常に少ない状況の中で今回、浪江町、飯舘村、そ

れから川俣町の方に、浪江町としましては人口の１割、10％をまず

７月中、あるいは８月上旬まで検査をしたいという説明がありまし

て、今、いろいろ協議をしておるところであります。

議員おただしのとおり、県内で受診されるということが一番理想

的にふさわしいと考えておりますので、ぜひ県内で検査が受けられ

る体制を整えていただくよう県には要請してまいりたいと思ってい

ます。

それから質問が前後しますけれども、先ほどの義援金の問題です

けれども、これは国の義援金と合わせて２万円、町民の方々に支給

をしております。浪江町２万円を支給しまして、国と合わせて42万

円、支給を終わっております。

それから今の大気・土壌の汚染の関係について、私ども町独自で

現在調査をいたしておりまして、できるだけきめ細かく大気汚染の

状況を調査していきたいと考えます。

さらには土地もそうですけれども、一番重要な水の問題です。水

質の問題が非常に重要でありますので、水質検査等も合わせてこれ

から調査をしてまいりたいと思います。

以上です。

20番。○議長（吉田数博君）

水質検査については全く町長と同じ考えであり○20番（馬場 績君）

まして、海水それから魚介類についても調査を進めていかないと、

復興計画に立ち後れを来すというふうにも思いますし、東京電力の

高濃度汚染水処理の問題と絡んで、調査をしてこそ改善の申し入れ

もできるということですので、水質、海水状態面の調査もあわせて

やるように求めていただきたい。
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それから答えがなかったのですが、独立行政法人放射線医学総合

、 。研究所では新聞で報道されたとおり １回しかやらないのでしょう

これではやっぱり検査の精度からいっても問題だと。しかもきょう

の赤旗新聞によれば、国会議員団の調査で、ここには専門医が３人

。 、しかいないんですよ しかも交代でやっているということですから

看板はいいんですが、体制は極めて不十分だということですから、

、 、いろんな形での体制強化を求めていかないと 希望的な内部被ばく

外部被ばくの検査についても、希望的な計画に終わってしまうので

はないかと思っております。

これからの議会の課題でもありますけれども、特に県に対して強

くその体制強化を求めていかなければ、実態に追いつかないという

ことです。どんどん内部被ばくが進行するという問題で、その後の

健康被害が心配ですので、改善措置を強く求める必要があるのでは

ないかと。

あわせて教育長、被ばく調査問題に絡んで教育長はきのうの出来

事ですからあるいは聞いていないと思うのですけれども、二本松の

放射能汚染から子供を守る会で、二本松市長に要望したいという中

身が、これあとでお持ちしても結構ですけれども、中身は子供の夏

休みを何とかここから離れて対策をしてもらいたい。

それから教育施設や通学路の除染についても、ぜひ具体的にいう

と野外活動はこれはいかんとこういう、慎重にしてもらいたいと。

学校給食についても、成長盛りの子供なので、いわゆる汚染の心配

のない食材の提供、学校給食を運営してもらいたい。

それからすべての子供の内部被ばく調査。あとはそこまでやっぱ

り我々が避難してきている二本松市の汚染が高いということもあっ

てだと思うのですけれども、新聞に発表されている自治体ごとの大

気汚染では飯舘村に次ぐ汚染がこの二本松市なのです。二本松市役

所は約1.3、正確に言うと1.28マイクロシーベルト/hということで

す。そういう中で、学級ごとの疎開も考えてもらいたいという保護

者まで出ていると。だから浪江町は、ここに小学校、中学校を独立

開設するわけだけれども、二本松市とも連携しながら、やっぱり子

供の生活上の問題、あるいは子供会や期末テストについても考えて

いく必要があるのではないかと。この要望に対して、私はその場に

はおりませんでしたけれども、三保市長はこれらの要望に対して、

できるだけの是正に努めてまいるという回答をしているわけです。

教育行政を預かる教育長として、非常に心配していることだと思う

のですけれども、下川崎にしろ、あるいは針道にしろ、決して汚染

の度は低くないということですので、二本松市の教育委員会とも連
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携しながら、子供の対策を考えていくべきではないかというふうに

思います。

いずれにしても補正予算には、計上されませんでしたけれど、浪

江町としてできる被ばく対策、検査も含めて、もっともっと具体的

にやっていく必要があるのではないか。緊急臨時議会を開くという

ぐらいの構えで、災害に対処してもらいたいと思います。

以上の点について、町長並びに教育長のほうから、誠意あるご答

弁をいただきたいと思います。

町長。○議長（吉田数博君）

内部被ばくの再々質問でありますけれども、体○町長（馬場 有君）

制の強化を求めていくべきだということで、当然いわゆる体制の強

化は求めていくべきであると思います。私が考えるのには、原子力

災害、原子力事故、本当に想定外のものが非常にすべてにわたって

出てきていると。特に、放射能の格差、あるいは放射能の除去、除

染についても、全く今まであまり準備していなかったというような

状況が出ておると思います。この内部被ばくの件についても、まさ

かこんなに多くの方が被ばくしているだろうということを想定して

いなかったということがやはり現在慌てた状況で今、整備を整えよ

うという形になっておるのかなと感じておりますけれども、やはり

現実に起きたことは起きましたので、やはりそういうことで体制強

。 、化を求めていきたいと考えております 内部被ばくの件については

私が読んだ中ではやはり３回は必要だろうということが書いてあっ

たものもございましたが、やはり１回だけでは非常にわからないと

ころがあると思いますので、理想的に３回できるような体制強化を

図って要望してまいりたいと考えております。

以上です。

教育長。○議長（吉田数博君）

お答えします。○教育長（畠山熙一郎君）

子供たちを放射線の危険から守らなければならないということ

は、本当に大事なことだと認識しております。これまで、現在につ

いてはそれぞれの町、あるいは市などに子供を預けてお願いします

ので、そういったところでのいろんな対応に対して、私どもができ

る範囲でそれを足並みそろえて進めていくということに努力をして

まいります。

それから今準備している学校につきましては、独自の対応という

ことになってまいりますけれども、既におただしのように国が県が

いろいろな対応をしております。後付けということになりますけれ

ども、例えば測定器の配置であるとか、５歳未満に線量計を配布す
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るとか、それから校庭などの表土の除去であるとか、高圧洗浄機あ

るいはデスクマットを交換する場合の補助であるとか、いろんな

ものが既に行われておりますので、こういった聞いたことをとら

えまして、子供たちのために活用していくことを考えてございま

す。

地元二本松市との協力でございますが、学校に編入する段階で非

常に懇切ていねいに対応していただいておりますので、この関係を

大事にしていきたいと思っております。例えば給食の問題などは、

当初非常に難しい問題だと思ったのですが、いろいろ調べておりま

すと、これからのことなのですが、二本松の学校給食と一緒にお世

話になるのもちょっとはなしに出てまいりましたので、そういった

中で、子供たちに食材を提供できる努力をしてまいりたいと思って

おります。

以上でございます。

他に質疑ございませんか。13番。○議長（吉田数博君）

９ページにあります衛生費の中の予防費です。○13番（佐藤文子君）

、 、 、実は 1,530万円減額になっているのですが 乳幼児の予防接種が

ちょうど３月に診査が終わったものだから、途中で終わっていると

いう方がたまたま知り合いの人にいまして、災害対策委員会が終わ

ったあとに電話をいただきまして、４月からのヒブワクチンなんか

に対しては国の補助が出るので、ちょっと予防接種を待っていたら

ばこんな災害に遭ったと。今後どうしたらいいのかわからないし、

第１子に関しては結構何月何日に予防接種をしたと覚えているのだ

けれど、第２子、第３子になると記憶力が覚えきれなくて、母子手

帳だと置いてきたまま、なかなか把握できないでいるということな

ので、今後予防接種の欠落期間がないような形にしてもらいたいと

思うのですが、どういった対策をとっているのか教えていただきた

いと思います。

健康保険課長。○議長（吉田数博君）

予防接種についてお答えします。○健康保険課長（木村 潔君）

予防接種については、子供たちが住んでいる市町村で受けられる

ように、こちらみたいになっていただければ、向こうの町村と連絡

してやってまいりますので、このことはお伝えください。

それから、今後の予防接種については、現在も各市町村詰めてま

すけれども、浪江町でやってきた方も各市町村でお願いしてやると

いうような方向で進めます。

あと郡内８カ町村については同じ方向でやるということで、今会

議をもって進めてまいりますので、よろしくお願いしたいと思いま
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す。

13番。○議長（吉田数博君）

山形県に避難している小児科の先生と連絡とり○13番（佐藤文子君）

まして、その先生に予約を入れていたのだそうです。私みたいな予

約した人はたくさんいると思うので、できれば今後、なみえ広報だ

とかお知らせを出すときに、予防接種の件に関しても、枠をとって

こまめに掲載していただきたいという要望がありましたのでお願い

いたします。これは要望です。

他に質疑ありませんか。○議長（吉田数博君）

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

これで討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより議案第41号 平成23年度浪江町一般会計補正予算（第２

号）を採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、議案第41号は原案のとおり可決されました。

◎報告第１号の質疑

日程第15、報告第１号 専決処分の報告につい○議長（吉田数博君）

て（福島県市町村総合事務組合を組織する団体数の減少及び福島県

市町村総合事務組合規約の変更について 、これより質疑を行いま）

す。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これで、報告第１号を終わります。

◎報告第２号の質疑

日程第16、報告第２号 平成22年度浪江町一般○議長（吉田数博君）

会計繰越明許費繰越計算書について、これより質疑を行います。質

疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これで、報告第２号を終わります。
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◎報告第３号の質疑

日程第17、報告第３号 平成22年度浪江町一般○議長（吉田数博君）

会計事故繰越繰越計算書について、これより質疑を行います。質疑

ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これで、報告第３号を終わります。

◎報告第４号の質疑

日程第18、報告第４号 平成22年度浪江町一般○議長（吉田数博君）

会計継続費繰越計算書について、これより質疑を行います。質疑あ

りませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これで、報告第４号を終わります。

◎報告第５号の質疑

日程第19、報告第５号 平成22年度浪江町公共○議長（吉田数博君）

下水道事業特別会計事故繰越繰越計算書について、これより質疑を

行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これで、報告第５号を終わります。

◎報告第６号の質疑

日程第20、報告第６号 平成22年度浪江町公共○議長（吉田数博君）

下水道事業特別会計継続費繰越計算書について、これより質疑を行

います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これで、報告第６号を終わります。

◎報告第７号の質疑

日程第21、報告第７号 平成22年度浪江町農業○議長（吉田数博君）

集落排水事業特別会計事故繰越繰越計算書について、これより質疑

を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「
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質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これで、報告第７号を終わります。

、 、○議長 吉田数博君（ ） ここで昼食休憩のため 午後２時まで休憩とし

２時から本会議を開催いたします。

（午前１１時４９分）

再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時００分）

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時００分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時０８分）

◎発委第２号の上程、説明、質疑、討論、採決

日程第22、発委第２号 議会議員の議員報酬の○議長（吉田数博君）

特例に関する条例の制定についてを議題といたします。

事務局長をして議案の朗読をさせます。

事務局長。

［事務局長朗読］

提出者の鈴木辰行君から提案理由の説明を求め○議長（吉田数博君）

ます。

12番。

［12番 鈴木辰行君登壇］

、○12番 鈴木辰行君（ ） 東日本大震災及び福島第一原子力発電所事故で

大多数の町民が今なお失業状態にあり、将来への不安、現状への不

満等をかかえ避難生活を強いられている。そんな中、議会としても

少しでも町民の立場に寄り添った活動をするべく、平成23年７月１

日から平成24年３月31日までの９カ月間、現在の議員報酬10％削減

に15％上乗せし総体として25％の削減とするものであります。

以上で提案理由の説明が終わりました。○議長（吉田数博君）

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「
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討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより発委第２号 議会議員の議員報酬の特例に関する条例の

制定についてを採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、発委第２号は原案のとおり可決されました。

◎発委第３号の上程、説明、質疑、討論、採決

日程第23、発委第３号 高放射能がれきの最終○議長（吉田数博君）

処分場福島県内建設計画の白紙撤回を求める意見書（案）を議題と

いたします。

事務局長をして議案の朗読をさせます。

事務局長。

［事務局長朗読］

提出者の災害対策特別委員長、小黒敬三君から○議長（吉田数博君）

提案理由の説明を求めます。

16番。

［16番 小黒敬三君登壇］

この白紙撤回を求める意見書の提案理由といた○16番（小黒敬三君）

しまして、今、３月11日から全町避難ということで、東京電力の人

災によりこのような状況になっている。そしてまた町民の明日の生

、 、活 そして地域コミュニティーの絆もすべて失われた現在において

このような環境省が高放射能最終処分場を県に求めたことは、決し

て許されるものではないということで、こういった白紙撤回の意見

書を提出する理由であります。

以上で提案理由の説明が終わりました。○議長（吉田数博君）

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより発委第３号 高放射能がれきの最終処分場福島県内建設

計画の白紙撤回を求める意見書（案）についてを採決いたします。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。
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［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）

よって、発委第３号は原案のとおり可決されました。

◎発議第１号の上程、説明、質疑、討論、採決

日程第24、発議第１号 原発事故の早急な収束○議長（吉田数博君）

と原発からの撤退及びエネルギー政策の転換を求める意見書（案）

を議題といたします。

事務局長をして議案の朗読をさせます。

事務局長。

［事務局長朗読］

提出者の佐々木恵寿君から提案理由の説明を求○議長（吉田数博君）

めます。

15番。

［15番 佐々木恵寿君登壇］

原発事故の早急な収束と原発からの撤退及び○15番（佐々木恵寿君）

エネルギー政策の転換を求める意見書についての提案理由をご説明

申し上げます。

まず原発事故を早急に収束させること。そして２番目に人災と位

置付けたこの事故を、国と東京電力が確実に補償を行うことを求め

ること。そして３つ目に、原発から撤退して、新しいエネルギーを

模索する。そして転換する活動、政策を進めることを意見書として

提出したいということでございます。

以上でございます。

以上で提案理由の説明が終わりました。○議長（吉田数博君）

これより質疑を行います。質疑ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

質疑なしと認めます。質疑を終わります。○議長（吉田数博君）

これより討論を行います。討論ありませんか。

［ なし」と呼ぶ者あり］「

討論なしと認めます。討論を終わります。○議長（吉田数博君）

これより発議第１号 原発事故の早急な収束と原発からの撤退及

びエネルギー政策の転換を求める意見書（案）についてを採決いた

します。

採決は起立により行います。

本案を原案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。

［起立多数］

起立多数であります。○議長（吉田数博君）
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よって、発議第１号は原案のとおり可決されました。

◎常任委員会委員の選任について

日程第25、常任委員会委員の選任を行います。○議長（吉田数博君）

資料配付のため暫時休憩をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時２５分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時２６分）

お諮りいたします。○議長（吉田数博君）

常任委員会委員の選任については、委員会条例第７条第１項の規

定により、お手元に配付した名簿のとおり指名したいと思います。

ご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。したがって、常任委員会○議長（吉田数博君）

委員はお手元に配付の名簿のとおり選任することに決定いたしまし

た。

直ちに各常任委員会を開催し、正副委員長の選任を行ってくださ

い。なお、各委員会からの議会運営委員会並びに議会報編集特別委

員会委員の選任もあわせてお願いをいたします。

総務常任委員会は２階、議会事務局において、産業・建設常任委

員会は２階、第二会議室において、文教厚生常任委員会は３階、特

別会議室において開催してください。

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時２７分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時５５分）

各常任委員会の正副委員長には、委員の互選に○議長（吉田数博君）

より次のとおり選任されましたので報告します。

総務常任委員会委員長、佐々木英夫君、副委員長、山崎博文君。

産業・建設委員会委員長、渡邉文星君、副委員長、若月芳則君。文

、 、 、 。教・厚生常任委員会委員長 紺野榮重君 副委員長 山本幸一郎君

以上であります。
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これにご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

これで常任委員会委員の選任を終わります。

◎議会運営委員会委員の選任について

日程第26、議会運営委員会委員の選任を行いま○議長（吉田数博君）

す。

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時５９分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時５９分）

お諮りいたします。○議長（吉田数博君）

議会運営委員会委員の選任については、委員会条例第７条第１項

の規定により、お手元に配付した名簿のとおり指名したいと思いま

す。

ご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。したがって、議会運営委○議長（吉田数博君）

員会委員はお手元に配付の名簿のとおり選任することに決定いたし

ました。

直ちに議会運営委員会を開催し、正副委員長の選任を行ってくだ

さい。会場は２階第２会議室でお願いします。

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ２時５９分）

再開をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時１８分）

議会運営委員会の正副委員長には、委員長に鈴○議長（吉田数博君）

木辰行君、副委員長に小黒敬三君が選任されました。

これにご異議ございませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）
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以上で、議会運営委員会委員の選任を終わります。

◎議会報編集特別委員会委員の選任について

日程第27、議会報編集特別委員会委員の選任に○議長（吉田数博君）

ついて、議題といたします。

資料配付のため暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時２０分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時２１分）

お諮りいたします。○議長（吉田数博君）

議会報編集特別委員会委員の選任については、委員会条例第７条

第１項の規定により、お手元に配付した名簿のとおり指名したいと

思います。

ご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。したがって、議会報編集○議長（吉田数博君）

特別委員会委員はお手元に配付の名簿のとおり選任することに決定

いたしました。

直ちに議会報編集特別委員会を開催し、正副委員長の選任を行っ

てください。会場は３階、特別委員会室でお願いいたします。

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時２１分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時２４分）

議会報編集特別委員会委員長に佐藤文子君、副○議長（吉田数博君）

委員長に愛澤格君が選任されました。

これにご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

以上で、議会報編集特別委員会委員の選任を終わります。

暫時休議をいたします。○議長（吉田数博君）
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（午後 ３時２５分）

再開いたします。○議長（吉田数博君）

（午後 ３時３５分）

◎委員会の閉会中の継続審査又は調査について

日程第28、委員会の閉会中の継続審査又は調査○議長（吉田数博君）

についてを議題といたします。

各常任委員長及び議会運営委員長並びに各特別委員長からお手元

に配付しました申出書のとおり、閉会中の継続審査（調査）の申し

出があります。

お諮りします。

各委員長からの申し出のとおり閉会中の継続審査（調査）に付す

ることにご異議ありませんか。

［ 異議なし」と呼ぶ者あり］「

異議なしと認めます。○議長（吉田数博君）

よって、閉会中の継続審査（調査）に付することに決定いたしま

した。

以上で今期定例会に付議された事件はすべて議了いたしました。

◎町長あいさつ

町長から発言を求められておりますので、発言○議長（吉田数博君）

を許可いたします。

町長。

今期定例会が閉会されるにあたり、一言ごあい○町長（馬場 有君）

さつを申し上げます。

議員各位におかれましては、去る６月23日の本定例会開会以来、

熱心にご審議いただきましたことに対し、厚く御礼申し上げます。

、 、審議の過程でいただきました貴重なご意見 ご提言につきましては

今後の町政執行、または被災者対策に十分生かしてまいりたいと考

えております。

さて、震災関連の特別立法の制定とあわせ、復興局の創設や、復

興に対応する部署の一元化について、これまで国と関係機関に要望

活動を行ってきましたが、東日本大震災の復興調整に当たる推進体

制を定める復興基本法が６月20日、ようやく設立し、復興庁の早期

、 。 、設置に加えて 復興特区制度の創設等が盛り込まれました 今後は

この法律に基づいた具体的な政策を早急に打ち出していくことが必

要となりますが、原発事故の収束の目途が立たない現状では、中長
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期的な視点もしっかり見据えた上で復興事業に取り組む必要がある

と考えており、国と原子力災害の被災自治体が綿密に協議にできる

枠組みなどの体制整備を求めていきたいと考えております。

また６月25日には、政府の東日本大震災復興構想会議が復興への

提言を決定し、菅首相に答申をいたしました。本提言のうち、国の

責任において、原発事故を収束するとした点は一定の評価がされま

すが、原発事故の損害賠償に関する特別法の制定が明示されなかっ

たことは極めて残念であり、今後、県及び被災市町村と連携をして

賠償に関する特別法の制定を強く求めていきたいと考えておりま

す。

次に、行政報告の中でも説明させていただきましたが、町民生活

の安定を図るため、町の振興に向けての緊急的な取り組みとして、

８つの柱、いわば「暗中八策」を示させていただきました。これら

の施策の具現化を早急に図ってまいる所存であります。

また、町の復興に向けたビジョンとして、新しい浪江町を創建す

るため、災害対策研究都市を目標としたまちづくりを提言させてい

ただきました。今後職員によるワーキンググループを早急に立ち上

げ、復興ビジョンの策定に向けた検討に着手する予定であり、でき

れば年内中に成果品として、浪江町復興ビジョンを策定、公表した

いと考えております。

策定に当たっては、町民の皆様そして議員の皆様にも町の再生復

、 、興に向けたご意見 ご助言等をいただきたいと考えておりますので

ご協力を賜りますようお願いいたします。

最後に、議員の皆様には梅雨を迎え、健康には特に留意されまし

て、今後の町政推進のため、一層のご活躍をお祈り申し上げ、閉会

のあいさつとさせていただきます。

◎閉会の宣告

以上をもって本日の会議を閉じます。○議長（吉田数博君）

これをもって、平成23年浪江町議会６月定例会を閉会といたしま

す。ご苦労様でした。

（午後 ３時３９分）
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